
L=6300(m)

と=6200(m)

L=6100(m)

L=6000(m)

と=6200(m)

東西土層 (羨道・JI水消部分)

|

L=6300(m)

東西土層 (石室部分)

|

L=62_00(m)

SM1001墓壊及び墳丘土層土色

・二次的堆積

1 明黄掲色25Y7/6砂質±  2
4 明黄褐色25Y6/6砂質±  5
7 黄掲色25Y5/6砂質±   8
10 浅黄色25Y7/4砂質±  ■

・排水溝

12 明黄褐色25Y7/6砂質土

・石室

13 にしヽい黄橙色10YR7/3砂質土
16 浅黄色2.5Y7/4砂質土

。月濠

17 明黄褐色25Y〃6砂質±  18
20 にしStい黄色25Y6/4砂質土

・墳丘北側断ち割り

21 明黄掲色25Y6/6砂質±  22
24 淡黄色5Y8/3砂質±   25
27 灰黄色25Y7/2砂質±  28
30 灰白色25Y3/2砂質±  31
・墳丘東西断ち割り (石室部分)

西側墳丘

黄褐色10YR5/6砂質土
にしざい黄橙色10YR6/4砂質土
明黄褐色25Y6/6砂質土
浅黄色25Y7声砂質土

14 明黄掲色25Y6/6砂質土

明黄褐色10YR6/6砂 質土

灰黄褐色10YR6/2砂質土
灰白色25Y8/2砂質土
灰白色25Y7/1砂質土
浅黄色25Y7/3砂質土

3 明黄褐色25Y6/6砂質土
6 浅黄色25Y6/6砂質土
9 明黄褐色25Y7/6砂質土

15,橙色75Y6/6砂質土

19 浅黄色25Y7/3砂質土

浅黄色25Y〃4砂質土
灰黄色25Y7/2砂質土
灰黄色25Y7/2砂質土
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３８
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４４
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浅黄色25Y3/3砂質±  33 灰白色10YR7/1砂質土
灰白色25Y8/2砂質±  36 灰白色25Y8/2砂質土
淡黄色25Y8/3砂礫±  39 淡黄色25Y8/3砂礫土
灰白色25Y7/1砂質±  42.灰黄色25Y7/2砂質上
淡黄色5Y8/3砂質±  45 浅黄色25Y7/3砂質土

34 灰白色10YR8/1砂質土
37 淡黄色25Y8/3砂質土
40 淡黄色2.5Y8/3砂礫土
43 浅黄色2.5Y7/3砂質土
46 浅黄色5Y7/3砂質土

石室主軸線

|

L=6100(m)

東側墳丘

灰白色25Y8/2砂質土
にvSくい黄色25Y6/3砂質土
淡黄色5Y8/3砂質土
明黄褐色25Y6/6砂質土
にしヽくい黄色25Y6/3砂質土
明黄褐色25Y6/6砂質土
灰黄色25Y6/2細砂土
黄灰色25Y6/1砂質土

・墳丘東西断ち割り (羨道・排水溝部分)

西側墳丘

48 灰白色10YR7/1砂質土
51 にしSヽい黄色25Y6/4砂質土
54 明黄褐色25Y6/6砂質土
57 灰白色25Y7/1砂質土
60 にしStい黄色25Y6/3砂質土
63 暗灰黄色25Y5/2砂質土
66 浅黄色25Y7/4砂質土
69 にしStい黄色25Y6/3砂質土

灰黄色25Y7/2砂質土
浅黄色5Y8/3砂質土
明黄褐色25Y6/6砂質土
暗灰黄色25Y5/2砂質土
にv工い黄色25Y6/4砂質土
灰白色5Y7/2砂質土
黄掲色25Y5/3砂質土
にしSくい黄色25Y6/3砂質土

顧
炭化物を含む層

淡黄色25Y8/3砂質±  72 淡黄色25Y8/3砂質土
灰白色25Y3/2砂質±  75 黄灰色25Y6/1砂質土
淡黄色5Y8/3砂質上  78 浅黄色5Y7/3砂質土

73 淡黄色25Y8/3砂質土
76 にしStい黄色25Y6/3砂質土

第 7図 SM 1001墳丘 。墓墳内土層図

東側墳丘

79 灰黄色2.5Y7/2砂質土
82 にしヽくい黄色25Y8/3砂質土
85 灰白色25Y7/1砂質土

石室裏込め

88 灰白色5Y8/2砂質±  89

80 淡黄色 5Y8/3砂質土
83 灰黄色25Y7/2砂質土
86 明黄褐色25Y6/6砂質土

灰白色 5Y8/2砂質土

81 淡黄色5Y8/3砂質土
84 明黄褐色25Y6/6砂質土
87 浅責色25Y7/4砂質土

ST1001堀 り方

L=6100(m)

―-345。 346-
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築時や再利用の際に墳丘を再形成するような改変を行う例の少ないことや、列石には掘り方

が伴つていないことから、ここでは①の場合を想定しておきたい。従つて、礫の下面から出

上した須恵器は、作業時に偶然混入したか、墳丘築造時の祭祀に伴うものということになる。

また、小竪穴式石室は列石を部分的に除去して、墓墳を掘削していたことが分かる。

内部施設 (第 8図 )

琴訓犬

調査前の地形測量の段階で、盗掘坑と考えられる長さ約 6m、 幅約 3mの窪みがあり南側

に開口する横穴式石室の存在が念頭におかれた。調査の進行に従つて、検出される石材が砕

けたものが多く、石室の破壊が予想以上のものであることが明らかとなっていった。中でも

羨道部排水溝の上面には、石室を構成していたと思われる砂岩の石材が一辺 5～30cm程度に

砕かれ、集められていた。

石室内土層の観察によると、わずかに残存する床面にまで二次的堆積上が及んでいること

から、玄室の保存状況はきわめて悪いといえる。割石を含む層 (第 7図第 8・ 9・ 10層)に

は瓦器椀が含まれており、中世以降の堆積であることが確実である。さらに割石の層を切り

込む層 (1～ 7層)がみられ、玄室床面をほぼ覆い尽くし壁体と裏込めのほとんどをも切り

込んでいる。この層には古墳時代以降の遺物として白磁碗が含まれていたが、先述の瓦器椀

との先後関係が逆転しており、盗掘や攪乱の年代を位置づける資料とはならない。

構造

墓境を掘削した後、まず整地を行い (第 7図第14・ 15層 )、 礫床を敷き詰め、基底石を据え

る掘り方 (13層 )を掘りくばめる。

石室は玄室内の基底石の一部を除き、完全に破壊されていた。幸うじて原位置を保つてい

た基底石と石材の抜取り穴および 2号墳の横穴式石室の形態から復元すると、玄室は基本的

に長方形で、中央部でわずかに張り出す胴張のプランをもち、最大幅1.55m、 奥壁部での幅

1.3mと なる。枢石の北西に接する抜取り穴を玄門立石または袖石と考えた場合玄室長は2.7

mである。また、この抜取り穴を最重要視せず枢石が玄門の位置と一致すると考えた場合玄

室長は3.2mで ある。

排水溝 (第 9図 )

横穴式石室玄室内から墳丘外へ向けて直線的に伸びている。主軸はN-19°一Eで石室の主

軸(N-14° 一W)か らは反時計回り方向へ 5°程度のずれがみられる。規模は現存長が4.65m、

幅が0.6～0.8mである。断面形態は浅いU字形を呈しており、最も深い部分で20cmを測る。

溝内には明黄褐色砂質上が全体に堆積しており、堆積後の攪乱や再掘削の痕跡はみられなか

った (第 9図 )。 底面のレベルには石室内と石室外では約0.5mの差があり、排水に際しての

―-349-二



充分な傾斜をもっている。枢石より外側約 2mに は一辺30cm以上の

砂岩の自然礫による蓋石が置かれ、検出時にはさらに蓋石の隙間に

は拳大の礫がみられた。この蓋石が置かれている部分は遺物が集中

して多く出上した箇所でもある。

遺物の出土状況 (第 10～13図 )

山田古墳群Aの出土遺跡のほとんどを占めているのは、 1号墳に

L=6050(m)

L=6020(m)

関するものである。しかし、白磁碗が玄室床面直上より出土するな 第9図 SM1001〕泳継 屠図
ど遺存状況は良好ではなかった。玉類を除くと玄室内から出上した遺物は相対的に少なく、

原位置を保っていた遺物は極めて少ないものと思われる。追葬や石室破壊の時点で 1号墳よ

り持ち出されたことが想定できるものも含め、 1号墳の周辺から出土しており、 1号墳の副

葬土器である可能性を強くもつものの、帰属させることを断定できないものについては別頂

を設けた。

周濠内からは少ないものの須恵器片が出土した(第11図 )。 いずれも数点ずつの破片がまと

まっている。甕や杯身などの器種が含まれているが、玄室近くで出上したものと比較すると、

新しい傾向がみられる。副葬土器の石室外への持ち出しとともに、周濠内への祭斤E行為に伴

う意図的な投棄行為の可能性も残される。

須恵器は玄室内からの出土はほとんどなく、排水溝内。同上面 (第 12図 )、 石室前庭部 (第

13図)よ り多数出土した。須恵器は型式的に数段階に分かれるものが含まれているが、型式

ごとにまとまった出土傾向はみられない。また、排水溝で須恵器が最も多く集中して出上し

た地点 (第 12図 出土状況詳細図②)においては、出土した土器のレベルに約80cmの高低差
があったが、ここでも須恵器の型式差は反映されておらず、破片の接合関係にも秩序はみら

れない。石室前庭部においては、完形の平瓶が出土するなど石室内遺物のある程度の大きさ

のものは徹底して持ち出され、前庭部などに投棄されている。

馬具をはじめとする鉄製品も、一部を除くとほぼ排水溝周辺から出土した。鉄製品の出土

状況についても、須恵器の場合と同様規則性はない。轡や兵庫鎖などの比較的大形のものは、

排水溝周辺に集中している。玄室内からは大刀や鉄鏃と考えられる鉄片が数十点出土してい

るが、いずれも細片が中心となっており、特定できないものが多い。

玉類は、一部が排水溝などより出上したが、おおむね玄室内に集中していた。特に出土数

の最も多いガラス玉と次に多い土玉についてみてみると、玄室内に集中している。そのほか

に耳環は玄室内の中央部から出土した。合わせ部分の方向などに規貝J性がみられず、本来の

副葬位置ではないことが明らかである。須恵器や馬具と比較すると、より原位置に近い状態

の出土ということができ、その小ささが故に破壊・盗掘の手から免れたともいえる。

―-350-―
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第10図 SM1001遺物出土状況図 (全体)
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須恵器 (第 14～17図 )

蓋杯は、器種の判明したものの中で最も出土数の多く、杯蓋30点、杯身32点の計62点につ

いて、図化が可能であった。

杯蓋はいずれも扁平で丸みを帯びた器形をもち、肩部の稜・回縁端部内面の沈線は退化し

ており、まったくみられないか、ごくわずかな痕跡をとどめるものである。日径11～ 15cm、

器高は3.3～ 5.Ocmの幅の中におさまる。口径・器高ともに大形のものがより古い傾向をとど

めていることが、他の遺跡における出土例において明かである。しかし、連続的な変化であ

り2～ 4段階に分けうる点が指摘されるが、出土状況などの根拠が伴わない。 2・ 3・ 4に

は天丼部外面にヘラ記号が認められる。

包b
ね独
読

SM1001遺物出土状況図 13)前庭部
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杯身はその形態から3群に分けることができる。第 1群 (33～ 60)は偏平な皿形の体部に

内傾する立ち上がりをもつもので、これに32点のうち大部分の29点が含まれる。形態にはバ

リエーションの幅がみられ、明確な線引きは困難でさらに細分することも可能である。立ち

上がりの長さから8 mm～ 10mmの もの (32～ 40)、 6 mm～ 7 mmの もの (41～ 49)、 6 mm以下のも

の (50～ 60)の 3種程度には分類が可能である。立ち上がりが短くなるにつれて回径・器高

とも小形のものを含む割合が高くなる。47・ 54の底部にはヘラ記号が認められる。第 2(61)。

第 3群 (62・ 63)は蓋と身の形態が逆転後のもので、第 2群はやや平坦な底部に直線的な口

縁部をもつものである。第 3群は第 2群に比べて大形の口径をもつもので、62には断面方形

の高台がつく。この 2群には内面にかえりを有する蓋を伴うものと考えられるが、その出土

は確認されていない。

これらの蓋杯のうち、①13・ 39、 ②21・ 26・ 27・ 29、 ③28・ 56・ 57・ 59・ 60は色調や調整

からみて、同工によるものと考えられる。①は軟質焼成でそのためか胎土中の黒色の鉱物が

浮きだして見えるものである。②は焼成がやや甘く、黄色っぽい色調を呈するものである。

回転ヘラ削りが粗いか施されないため、回転ヘラ切りの痕跡を明瞭にとどめる。26・ 29に は、

口縁部外面にナデによる弱い凹線が巡る。21は形態は異なるが、同様の胎土・色調・技法に

よる。③は内面が赤っぽい色調をもつことによって他と区別が可能である。杯身は底部に平

坦面をもち、短い立ち上がりという共通の特徴を有する。杯蓋28の天丼部も平坦な特徴をも

つ。これらはそれぞれの供給窯・工人の違いを示すものであろう。

高杯には、蓋を伴う長脚有蓋のもの 3組、無蓋高杯 1点 とその他に脚端部のみの遺存で杯

部などの形状が不明なものなどが 3点含まれている。蓋杯の出土数と比較するとやや出土の

割合が低い。有蓋高杯 (68～ 70)は いずれも脚が端部に向けて八の字状に大きく広がるもの

で、脚端部が強いナデによって上下に拡張するものである。脚中位には弱い 2条の沈線がめ

ぐり、その上下に 2方向の長方形透かしを穿つ。68・ 70の透かしは幅をもたないスリット状

のものである。これらに伴う蓋 (64～ 66)は いずれも偏平なつまみをもっており、つまみの

上面に外側に傾く端面をもつもの (65・ 66)に は肩部にやや退化気味の稜がめぐり、古い形

態をとどめる。64の天丼部には、彫りの浅いヘラ記号がみられる。色調・法量などの点から

64と 48、 65と 69、 66と 70がそれぞれ一組になるものと考えられる。67は脚部が欠損している

が、開き具合から短脚となるものとみてよい。無蓋高杯71は脚柱がやや細身で、脚端部が丸

く緩やかに接地し、上方へ拡張するものである。 2条の弱い沈線で区画された 2方向の長方

形透かしを有する。杯体部下半には 2条の突線間に櫛描の列点文を有する。72か ら74は端部

の形状からみて短脚の高杯につくものであろう。

短頸壺には完形である77と破片となっている 2個体 (75、 78)が確認された。いずれも蓋

を伴わない。3点 とも体部はやや扁平で新しい形態をもつが、日縁の形態はまったく異なる。
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第17図 SM1001出土須恵器 14)

中でも、75の回縁は端

部付近で外側へ強く折

れ曲がるという特徴を

有する。78は 3方向に

円孔を穿つ短脚 を有

し、この器種としては

やや特異な例である。

体部中位に 2条の沈線

が巡る。脚端部は斜め

上方へ大 きく拡張す

る。

醜は 3点が出上し、

そのうち79・ 80は全体

の形状が明らかなもの

である。79は壼部に比

して大きく開く朝顔状

に口頸部をもつ。突線

両́
′  |(、 、` 83

や沈線によって壺部に 1文様帯が、口頸部には 4つの文様帯が区画されている。口顕部上 2

段にはヘラ状工具による条線による文様が、 3段目と壺部の文様帯には櫛描列点文の文様が

施されている。80は壼部と比べて短い口頸部をもち、口縁部はラッパ状に大きく開く。81は

残存部位が少なく、図上での復元を行っている。壷部には沈線 2条を巡らせる。79・ 81は円

孔部を欠く。

平瓶は 3個体が出上した。うち83は口縁部のみの出上であるが、端部の開きからみて平瓶

とみられる。82は完形品で、体部は平坦面を上にし口縁部をつけ、通常のものと逆につくや

や希有な例である。従って、下半は平行タタキ後回転カキメ調整、上半は回転ヘラ削りによ

って整形されている。体部上面の平坦面全体に「×」字のヘラ記号をいれる。84は復元によ

って完形となったもので、体部下半には回転ヘラ削りがみられる。端部はほぼ平底に近い。

82・ 84と もに体部製作時に粘土盤を充填した痕跡が内面に観察できる。

甕85は口縁部のみの破片で、直立し端部内面が大きく拡張している。

以上の須恵器は、蓋杯 。高杯 。壺・平瓶などで構成されており、なかでも蓋杯の個体数が

多い点が特徴である。また、出上している個体数が80個体以上に及んでいる点も県内の古墳

でももっとも多い部類と言える。

須恵器の年代を蓋杯のグルーピングからみてみると、第一群が田辺昭三氏の須恵器編年
(2)
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の TK43型式～TK209型式で 6世紀後棄から7世紀初頭までのやや幅のある年代に該当す

る。 1号墳出上の上器群でもっとも古い群であり、古墳築造の年代が 6世紀後棄にあったこ

とが分かる。また須恵器が複数型式にまたがっており、この群内の期間で追葬がすでに行わ

れていたことが想定される。第二群はTK46型式・飛鳥H～m式
(3)、
第二群はTK48型式。

飛鳥Ⅳ式にそれぞれ位置づけられ、これらは追葬に伴うものとみられる。第二・第二群はい

ずれも杯身しか出上しておらず、副葬土器の内容が少ない。出土状況が安定してはいなかっ

たとはいえ、ある程度副葬時の状況を表しているものと推定される。

鉄器 (第18～21図 )

第18図 SM 1001出 上鉄器 (1)馬具 ①
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第19図 SM1001出上鉄器 12)馬具 ②

馬具

いずれも追葬によるかたづけ行為によって、原位置から遊離した状態で排水溝などから検

出された。内訳は素環鏡板付轡 2セ ット、鐙に伴う金具 8点、貝製雲珠の宝珠形飾金具 3点、

などである。

86は素環鏡板付轡である
(4)。
衛は二連式であり、小円環を介して連結する。欠損部分が多

く、規模などに不確定な部分が多いが、引手と街を連結させていたものと考えられる。鏡板

は長径6.6cln、 短径4.5cm(図面左側)ま たは4.2c14(同 右側)の横長の環状を呈する楕円形で、

径 5 nlmの鋏棒を使用している。餃具造りの立聞をもつ。方形部の形態は左右でやや異なって

いる。径0.4cmの刺金を伴い、右側の立聞では1.2cm分が遺存していた。左側の立聞では、餃

具造りの円環部分は高さが2.9cmを測る。引手は両端に小円環をもつ一条造りで柄と壷部がが

一体に造られており、全長16.lcm(同 左側)ま たは16.2cm(同 右側)である左右いずれも2

周分の捩りが加えられている。引手重はそれぞれ外側に45度開いている。

87も 素環鏡板付轡で、86と比べて全体に大きめである。三連式衡をもつと考えられるが、

やはり欠損部分が多いため衡の長さなどは不確定である。図上では20.Ocmに 復元している。

鏡板は横径が8.3cln、 縦径が6.5cmの横長の環状を呈する楕円形である。径 7 111nlの鉄棒を使用

している。立聞は横長長方形の透しをもつ矩形を呈する。規模は左側が幅3.5cm、 高さ2.Ocm、
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厚み0.3側で、右側が幅3.7cm、 高さ2.Ocm、 厚み0.3cmで ある。引手は両端に小円環をもつ一

条造りで、柄と壼部が一体に造られている。86の引手のような捩りや引手壼での開きはない。

径 8～ 9 mmの鉄棒が使用されている。

88と 89は兵庫鎖で、鐙に伴うものである。88は 3運式の兵庫鎖で長方形の鍍具を伴う。銹

化によって本来の形状を失っているが、復元される全長は26.9cmである。鎮具は幅0.6～0,7

cm、 厚み0.5～ 0.6cmの 断面方形の鉄棒を中央部に弱いくびれをもつ瓢箪形を呈する。刺金も

餃具全体と同様の角棒による。長さが7.9cm、 最大幅4.5cmで ある。鎖は径0.5～ 0.6硼の円形

の鉄棒を用い、一連ごとの長さは上より7.7cm、 7.7cm、 7.6硼で同大である。89は現状ではや

はり銹化が進み、本来の形状を失っているが、現状通りの餃具を伴う2連式とすると全長は

21.4cmと なる。彼具は幅・厚みとも0.5～ 0。 7cmの断面方形の鉄棒を用いている。上辺の丸い

長方形を呈しており、幅4.lcm、 長さ9.6cmで長さ9.4cmの刺金を伴う。鎖は径0.4～ 0.6cmの 断

面円形の鉄棒を用いる。一連ごとの長さは7.8cm、 7.3帥 となっており、やや不揃いである。

90。 91・ 92・ 93・ 94・ 95。 96は木製壺鐙と鐙に伴う金具である。90。 91・ 95・ 96は、鐙軽

金具である。逆V字形を呈しており、兵庫鎖に連結する厚手の部分と木心部を挟み込む舌状

の部分とからなり、 2か所に鋲を伴うものである。確認された 4点は舌状部分の長短などか

らみて 2セ ットにはおさまりきらないものである。いずれにも有機質部分は遺存していない。

90は本心を挟み込む部分が欠損しているが、大きく八の字状に開いている現状での全長が

10.6甑、復元される幅が5.7cmと なる。兵庫鎖に連結する部分は幅が0.9側、厚みが0.5硼 を測

り、明瞭な関をもたない。舌状部分は幅が不安定で、中半部分に最大幅1.4cmを もち、厚みは

0.2cmで ある。舌状部分の 2か所の鋲は遺存部分が少ないが、頭の径が0.5cm、 脚の径が0.3cm

である。91は、90と比べてさらに遺存状態が悪いが、同様の構造をもつ。兵庫鎖との連結部

分の幅0.6cm、 厚み0.5cnaを測り、やはり明瞭な関をもたない。舌状の部分は幅1.3硼、厚み0.3

cmである。鋲は完全に欠損しているが、鋲穴の径は0.4cmで ある。94と 95は 90。 91と比べると

舌状の部分が短い形態である。94は兵庫鎖部分との連結部分から舌状部分が完存している唯

―の例である。全長3.9cm、 下端の幅2.2側である。連結部分は幅1.8側、厚み0.5側、上端を

貫通し上部構造へとつながる金具を有する。舌状部分の最大幅2.lcmで、厚みは0.3cmと であ

る。連結部分と舌状部分の厚みに差がみられるが、関はみられない。舌状部分には 2か所の

鋲が通っているが、頭の部分は4か所とも欠損している。脚は径 4 mmの 断面円形である。鋲

の脚に絡まるようにしてコの字状の金具が銹着している。鐙に伴うものであろう。95は構造

上は90と類似しているが、全長6.5側、下端の幅2.lcmと やや相違がある。連結部分の幅0.8cm、

厚み0.5cm、 舌状部分の幅2.lc14、 厚み0.2cmで、関は不明瞭である。頭部は痕跡を残し欠損し

ているものの径0.5cmで、鋲脚は 2か所とも完存しており径0,4側である。

92・ 93は、他の破片との明確な共伴関係が確認できなかったため、本来の機能などは推定
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となるが、94に付属するコの字形を呈する

金具と同様に、鐙に伴うものと考えられる。

2点 とも一辺 4 alm四 方の断面方形で、ほぼ

直角に折り曲げられている。

96・ 97・ 98は貝製雲珠飾金具
(5)で
、 3点

とも鉄地金銅張りである。有機質部分が欠

失し金属部分のみの遺存であるために、別

の用途も想定し得るが、他遺跡出上の類例

からみて貝製雲珠とした。くびれによって

弁を表現した六花弁の花形座と宝珠飾とか

らなる。宝珠飾は花弁座を貫通して下方へ

鋲として伸びる。宝珠飾の各所及び花形座

第20図 SM1001出土鉄器 13)馬具 ③  の上面には金箔が断片的に観察できる。最
も遺存状況の良い96は、高さ53.5111111、 幅28.3511m、 保存処理後の重さ15.30gである。花形座

は厚みが2.751mllで、花弁の幅は101mllか ら13mmと ややばらつきがある。宝珠飾はこの部位だけ

の高さが13.31mllである。現状ではやや精円形で、径が15.5～ 16.84B4、 中央部のくびれが13.45

1mllである。鋲の径は4.Olmnで、末端は二股に分かれる。97・ 98とこついても、96と構造などに大

きな相違はない。97は花形座の六花弁のうち 3弁の先端を欠損しており、高さ40.30mm、 幅

27.801Hllで 、保存処理後の現存部分の重さは11.37gである。花形座の厚みは2.Omll、 花弁の幅

は 8 1nlllか ら1llMnと 96と比べてやや小形である。宝珠飾はやはり現状では楕円形で、高さ13.3

1Hll、 径13.7～ 14.9mm、 中央部のくびれは12.4～ 12.91nllである。鋲のは基部では一辺4.5× 541m

の方形で先端はそのままの形状で尖り気味におさまる点が96と は異なる。98は花形座六花弁

のうち 4弁 と鋲を欠損している。現存高15.251mm、 復元幅31mllで、保存処理後の現存部分の重

さは6.57gである。花形座の厚みは1.8mll、 弁の幅は10.Omllで ある。宝珠飾の高さは12.301an

で、上部の径は14.25～ 14.5mlll、 基部の径は12.45～ 13.Olllln、 中央部のくびれは12.2～ 12.3mln

である。

帯金具 (99～ 104)

99～104は鋲を伴う薄い金属板の金具で、いくつかの形態差がみられる。やや大きく端部を

丸め、 3個の鋲を伴うもの(99、 100、 101?)と やや細長く2個の鋲を伴う(102、 103)、 鋲の

痕跡がみられないもの (104)が ある。革などの帯あるいは貝製雲珠に伴うとみられる。

鮫具 (105)

径0.5cmの断面円形の鉄棒を瓢箪形に折り曲げている。遺存部位の長さが5.9cm、 最大幅が

3.8cm、 基部の幅が3.4cmを測る。刺金は欠損している。
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大刀 (106)

図化したもの以外にも数十点の

破片が出土しているが、いずれも

層状に剣落したり、原型をとどめ

ていないために本来の形態や個体

数は不明である。106は大刀の切先

に近い部分の断片である。刃幅2.8

cm、 厚み1.Ocmで、現存する長さは

6.8cmである。断面は偏平な倒卵形

をなし、背部は丸みを帯びる。

刀装具 (107) 第21図 SM 1001出 土鉄器 (4)

鉄刀の飢金具片である。刃部側の一片を欠く。

鉄鏃 (108～ 111)

鉄鏃は頸部のみの遺存を含めて 4点の出上で、そのうち形式の判明したものは3点である。

上述した馬具の豊富さに比べると、鉄鏃については質量ともにやや物足りなさが感じられる。

108は平造腸快三角形鏃で、切先と茎部下半を欠く。逆刺は外反気味で関は両角関である。

茎部は径0.3cmの 断面円形である。109はやはり平造腸快三角形鏃で、欠損部分が多い。108よ

りも鏃身が細身で、逆刺は外反している。■0は両切刃造長頸鏃で、やはり欠損部分が多い。

鏃身関は両角関である。推定鏃身長3.Ocm、 幅1.Ocmで、鏑がある。頸部は断面が偏平な方形

である。■1は頸部のみの遺存で、断面は偏平な方形である。鏃身の形状は不明である。

装飾品 (第22～24図 )

装飾品は耳環、切子玉、管玉、 トンボ玉、勾玉、ガラス玉、土玉が出上した。徹底的な盗

掘を受けておりや数量的に単発の種類も含まれているものの、本来副葬された種類は一通り

含まれていると考えられる。出土した位置がほぼ玄室に集中していること、他の古墳での出

土状況からみて欠落している種類があまりみられないことがその理由である。そのため、土

器や鉄器と比較す

ると盗掘の際に石

室外に持ち出され I

I

にくかったといえ

る。

耳環 (112～ 114)

3点が出土した
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が、いずれも玄室内からのものである。■2は銅地金張りで、銅芯は径7.5～ 101nlll、 厚さ0.9mlll

の中空の銅管を芯として用いている。中空造りであるために細片とはなっていたが、表面の

金の遺存状況は極めてよく、往時の光沢をとどめている。113と 114は銅地銀張りで、やや法

量に大小はあるものの一対になっていたと想定される。いずれも、径 5～ 6 11unの中実の銅管

を芯として使用しており、銅芯部分の腐食が著しいが、表面の銀の遺存状況はよい。

切子玉 (■ 5)

六角形 2面 と長台形12面による水晶製の切子玉である。稜はいずれも鈍い。穿孔は主に上

面からの一方向であるが、上下面いずれの孔の周辺にも細かい剣離が生じている。

管玉 (116)

濃緑色の色調をもつ碧玉製の管玉。上下面・側面いずれも丁寧な研磨が施されている。穿

孔は二方向より行われている。

トンボ玉 (117～120)

トンボ玉は細片となっていたものもあるが、 4個体が確認された。 4点 ともベースとなる

ガラス玉に黄色 (ペールイエロー)の別のガラス素材を埋め込んでいるもので、大形でベー

スが紺色に近いもの (■8)と 、小さ目でベースが明るい緑色のもの (117・ 119。 120)に分

かれる。孔の内壁には熱によって溶けた痕跡がある。

勾玉 (121)

ヒスイ製の勾玉で、湾曲が弱く、頭部がやや尖り気味となる。穿孔は主に図右側の側面よ

り行われており、両側面に細かい剣離が生じている。研磨は全体に丁寧であり、滑らかな形

状を有する。

ガラス玉 (122～291)

173点について図示したが、この他に細片となっていたものも多いため、本来副葬されてい

た実数はこれをかなり上回るものと推定される。

173点を法量の分布の集中度から3つのグループに分けると

①径が121unを越える大きさをもつもの (122、 123)2点

②径が7.6～ 10.21mllま での玉が含まれるやや大きいもの■点

③径が1.8～ 711mの玉が含まれ最も大多数の資料 (160点 )が含まれるグループ

となる。①はいずれも明緑色系統で、重量的にも他よりも隔絶して重く、形態的にも類似し

ている。ガラス玉の中でもやや違った用法が想定される。②③はさらに分類に検討の余地が

あり、径が3.5mll前後がその境界の候補としてあげられるだろう。

次に色調の面から整理すると、紺系統 (オ ックスフォードブルー、ミッドナイトブルー、

ウェストミンスター、ブックゥィング、パープリッシブルー、ウルトラマリン、インキブル

ー、シアンブルー、コバルトブルー)が69点、濃緑 (マ リングリーン、サファイアブルー、
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第23図 SM1001出土玉類 (1)

一-367-―



◎ ① ◎ ③ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ o
97-lP O CD⇔ Φ ⑪ ∞ oO① ① OO①
⑥ ◎ ◎ ◎ ◎ ⑨ ③ ◎ ◎ ③ ◎ ◎ ③ ⑨ ◎
①  CD O cD cD ⑭  CIl tt ω □ ⑩  ①  ①  ⑪

呵192-206

◎ 0◎ ◎ ◎ ◎ @◎ ◎ ◎ ◎ o◎ ⑥ ◎
q7-2養D O O Oの 9 CII Φ ⑭ の CD tt o O

◎ O① ◎ ◎ ⑥ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ③ (① ◎ ◎

cl CD D ⑮ Φ ① O ρ Cl ⑮ ① Cl tわ ① の
222-236

◎ ◎ ◎ ◎ ① ◎ ◎ o◎ ◎ ◎ ◎ ⑥ ◎ ◎

cFl ① ① Oの の 〇 〇 ① cl ⑩ 口 Φ C1 0
237-251

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ (ω o o ③  ③ ◎

O ①  O O CII CD O tt cp tt CD ito D O CD
252-266

O ◎ ◎ 。 (い (o 19 t●  o ●
282-291    D (Ю こつ 硼 ED “° こわ

◎
　
０

◎
　
０

◎
　
０

◎
　
①

◎
　
Ｄ

◎
　
ｏ

◎
　
Ｏ

◎

　
ｏ

◎

　

①

◎
　
⑪

◎
　
Ｄ

◎
　
①

③
　
Φ

◎
　
０
８‐一

◎
　
　
０
２

(D

t硼
292-

⑬ o
咆3司P
①
幽
314-

◎

Ｄ

Ｏ

軸

①

④

◎

ｍ

◎

硼

◎

ｏ

◎

喩

①

⑭

◎

⑭

◎

臼

◎

田

③

の

◎
⑪

①
⑩

⑥

⑪

①

⑩

◎
⑩

①

⑪

◎

０

０
醐
♀

◎

∽

◎

囲

◎
⑭

①

①
０２

◎

。
３２３

(D

〔」渇

①

⑭

◎

①

5 cm

第24図 SM1001出土玉類 (21

―-368-―



ティールグリーン、ピーコックブルー、プルシアンブルー、プルシアングリーン、マートル

グリーン)系統が59点 と多く数量上のピークがある。黄色・青緑系統 。緑系統も幾分みられ

るが、紺・濃緑系統と比較した場合その比率は低い。また、後述する 1号墓 。3号墳でみら

れるような、法量と色調の相関関係はみられず、色調ごとに分類した場合の各玉の法量には

ばらつきがある。

土玉 (292～323)

32点が出上した。径が5.9～ 8.5mm、 厚みが4.6～ 6.851Hllの範囲におさまる。形態。法量とも

に範囲内でのばらつきが日立つ。

その他の遺物 (第25図 )

白磁 (324)

口縁部のみの破片であるが、反転によって口径が16.Ocmに復元された。幅広の玉縁の口縁

をもつもので、削り出しの高台を伴っていたものと思われる。釉は厚めに施釉され、灰オリ

―ブ色に発色する。口縁部か

ら体部にかけて釉の垂下がみ

られる。横田賢次郎・森田勉

両氏の分類
(6)に よるⅣ-2

類に相当し、12世紀代の所産

と考えれる。

瓦器 (325)

緩やかなカーブをもつ浅い

皿形の瓦器椀。底部中心をわ

ずかにはずれた位置に、断面 第25図 SM1001出土白磁碗・瓦器

三角形の低い貼付け高台が付く。口縁部はナデによって外側へ屈曲している。外面はユビオ

サエが顕著である。内面には幅 2 mm程度の原体による簡略化されたヘラミガキがみられ、見

込みでは螺旋状となる。尾上分類
(7)の HI-3～Ⅳ-1期に相当し、13世紀後半代の年代が与

えられる。

1号墳周辺の須恵器 (第26図 )

1号墳周辺の表土中、堆積土あるいは攪乱土内より出土した須恵器は、どの遺構に本来伴

うものであるか断定することができないものであるが、 1号墳から遊離したものである可能

性が最も高いものである。いずれも須恵器で、器種には蓋杯、高杯、甕が含まれている。
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第26図 SM 1001周 辺出土須恵器

杯蓋 (86～ 90)の うち、89はかなり器高が高い特徴を有するが、いずれも肩部の稜が退化

し、日縁端部内面の稜もわずかな沈線の痕跡として残るのみであり、同時期のものと考える

ことができる。杯身 (91～ 95)は小破片のみで、全体の形状は捉えにくいが、立ち上がりが

短いものが中心である。高杯96は杯部と脚部との接合部で、短脚高杯であろう。脚部97は三

方向に円孔を有し、裾に鋭い突線を巡らせる。高杯または台付壷の可能性がある。甕は口縁

部によって 3個体が識別された。口縁部の形態・口径にバリエーションがあるが、いずれも

体部最大径が40～50cm程度のものと思われる。 1号墳に確実に伴うものと比較すると、甕の

個体数が多いという特徴がみられ、本来の副葬位置の違いを反映している可能性がある。

まとめ

1号墳は山田古墳群 Aを構成する古墳の中で外部施設。内部施設あるいは副葬品などに関

してももっとも豊富な内容をもつ。周濠を有する墳丘径10m、 横穴式石室全長7.05mは規模

としては決して大きな部類にはいるものではないが、 1号墳に付随する小竪穴式石室 5基や

2号墳 。3号墳の規模を考慮すると群内での存在が際だっている。

副葬品のうち須恵器は蓋杯を中心としており、その数において県内でももっとも多い部類

に含まれる。甕は横穴式石室内の埋土中からは出土せず、墳丘の周辺から出上した。古墳で

の祭祀形態を示すものであろう。馬具については、轡・鐙・貝製雲珠の金具などが出上し注

目される。県下では上板町柿谷 2号墳、菖蒲谷西山B4号墳、山崎 2号墳、板野町、蓮華谷
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(H)4号墳、美馬町段の塚穴太鼓塚古墳、徳島市ひびき岩16号墳などで馬具の出上が知ら

れるが、出土古墳数・出土馬具数のいずれについても少なく、そうした中で貴重な資料とい

うことができる。

築造時期は出土須恵器群の検討から6世紀の後葉におさえることができ、 7世紀の中葉・

後葉―にそれぞれ追葬が行われている。また、断定はできないものの6世紀末から7世紀初頭

にも追葬の可能性があり、一世代20～40年間隔の継続的な利用の状況を窺うことができる。

1号石室墓 (ST1001)(第 27図 )

位置と現状

1号墳の墳頂部、横穴式石室の東側のF-5グ リッドに位置する.。 北側には2号石室墓が

隣接して築かれている。 1号墳の墳丘部の表土を除去中に検出された。検出時には、天丼石

第27図 ST1001実測図
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は北側に架けられた一石を除いて原

位置にはなかった。また、東側の側

壁は土圧によって外側へわずかに倒

れていた。石室墓内には二次的な堆

積上が 3層 にわたって堆積していた

が、平行な堆積であり盗掘や攪乱は

受けていない。 (第28図 )

墓墳の規模・形態

墓墳は 1号墳の墳丘部の盛 り上を

終えた後に、墳丘を切 り込んで、掘

り込まれている。墓墳は、北端を 2

号石室墓の墓墳によって一部切られ

ている部分を復元すると、長軸 2m、

短軸1.43mの小判形で、 1号墳の墳

丘検出面から0.35～0.4mの 深さが

ある。

石室の構築状況

墓墳内に基底石を据えるための穴を 5 cmほ ど掘りくばめ、壁体を積み上げる。その際、壁

体と墓墳との間には数度に分けて上を入れ裏込めとしていた。石材は用いていない。両小口

と側壁の大形の石については、平坦な面を壁体とするために竪積とし、墓損との隙間を上で

埋め裏込めとしている。側壁の残りと2段目以上は小口積みとしている。基底石を積んだ時

点では平面プランは北半が広く、南側がすぼまっている。 2段日以上では三角積とし緩やか

に持ち送って、 3段ないし4段を積んだ時点で天丼石を置いている。現存する天丼石は壁面

の上半に使用されたのとほぼ同形同大の砂岩の自然石である。

床面の形成

砂岩の平たい自然石を 2枚敷き、南側の小口寄りに隙間を砂岩の円礫などによって充填し

ている。従って、北が広く南側が狭いプランはこの 2枚の礫床の形状に則したためであろう。

床面形成に際しては、床面の水平を保つために礫の下面の形状に合わせて、裏込めと同様の

上 (第28図 第 5層)を敷いているが、土圧のためか結果としては南側へわずかに傾斜して
いる。

法量 。主軸・頭位

石室墓の規模は内法で長さ1.2m、 最大幅0.47mで、北側がやや幅広の平面プランをなす。

主軸はN-8°  Eで、後述する遺物の出土状況からやや東よりの北側に頭を向けていたこと

L=6180(m)

lm

にvSミい黄色25Y7/3砂質± 4 にしSミ tヽ黄橙色10YR6/3砂質土
にしこくい黄色25Y6/4砂質± 5 灰黄褐色10YR5/2砂 質土
灰黄色25Y6/2砂質±  6 にしSミい黄橙色10YR6/3砂質土
(炭化粒を小量含む)

第28図  ST1001土層図
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が推察される。

遺物の出土状況 (第29図 )

出土遺物は、須恵器が 6点 とガラス玉などの装飾品類が100点である。石室内に堆積した土

は天丼石の下面にまで 3層の上が平行な堆積状況を示しており、盗掘などの改変を経なかっ

たことが分かる。従って、以下に述べる遺物の出土状況と組み合わせは本来の副葬状況をそ

のままとどめるものである。須恵器は石室内床面の南東隅に蓋杯 2組 と短頸重、提瓶がそれ

ぞれ 1点の計 6点がかためられた状態で出上した。蓋杯のうち341～343は杯蓋341・杯蓋343・

杯身342の順で重なっていた。提瓶345は壁面にもたせかけるように立った状態で出上した。

また、ガラス玉99点 と土玉 1点の計100点がやや北よりに帯状に集中し、石室の礫床床面よ

りもわずかに浮いた状態で出上した。これらのガラス玉が首飾りとして用いられていたと仮

定すると、頭の位置は北側ということになろう。また、この場合土器は足元側に集められて

いたことになる。

A一 A′ L=6180(m)

∞
―

∞
、

AL

Ｆ
＝

ｏ
″

∞
ｏ
（
∃

）

第29図 ST1001遺物出土状況図

一
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出土遺物 (第 30・ 31図 )

須恵器

2組の蓋杯341～344は出土状況や焼成から、図のように341と 342、 343と 344セ ットにあっ

34   3η

た こ とが分 か

る。杯身はいず

れも偏平な器形

で立ち上がりの

退化と内傾化が

進行している。

立ち上がり内面

の屈曲は弱い。

杯蓋も杯身同様

に偏平で、口縁

部はいずれも丸

くお さめてお

り、内面に沈線

は巡らない。た

だし、344の 回縁第30図 ST1001出土須恵器

部外面にごくわずかな外への屈曲がみられる。提瓶345は吊り手部分が退化して機能しなくな

り、単なる突起として表現されている。口縁部も単純に丸くおさめる形態である。偏球形の

壷部の片面を回転カキメ調整で、もう一方の面を回転ヘラ削りで調整している。形態などか

ら、提瓶の中でも新しい傾向をもつ。短頸壷346は肩の張らない形態で回縁端部はやや平坦に

おさめられ、ごくわずかに外反している。焼成などからみて346に伴う蓋は元々なかったよう

である。これら6点の須恵器はTK209型式と共通の特徴を有する。

玉類

ガラス玉99点 と土玉 1点の計100点が出上した。前述のような出土状況や石室自体の遺存状

況から100点が一連のものであったと考えられ、その組み合わせを考える上でも貴重な資料と

いえる。

ガラス玉

総数で99点の出上をみた。いずれもが石室内北よりまとまって出上したものである。法量

の面からみると径が1.9～2.8mmに、厚みが0.8～ 1.8mmに そのほとんどの個体が集中しており、

ばらつきが少ないといえるであろう。 1号墳のガラス玉と,ヒ較すると、河ヽ形のものが中心で
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第31図 ST1001出土玉類

ある。そうした中で、348・ 355・ 415は径が 4 mll前後あり、大きめである。孔径は0.71nln～ 1.5

mlnま でのばらつきがあるが、1.llnll、 0。 91mll、 0.7mmに それぞれピークがあり、 1号墳・3号墳

のガラス玉に比べて全体に小さい傾向がある。

ガラスの色調の面からみると、濃緑 (サファイアブルー)が最も多く、94点を数える。そ

のほかの色調としては明緑 (オパールグリーン)1点 (411)、 緑 (ディープグリーン)1点

(354)、 黄 (シ トロンイエロー、ペールイエロー)3点 (348・ 382・ 415)がある。これを法

量との比較という観点からみると、紺系統は法量的にほとんどばらつきがみられず、画一的

ともいえる。紺系統と比較すると明緑 。緑 。責の各系統は法量的にみても濃緑のグループよ

りも明らかに大きく、特に径における差が著しい。こうした点は 3号墳出上のガラス玉とも

共通する特徴である。製作技法 。二人との関わりを追求するためにはさらに資料の蓄積が必

要である。

土玉

1点のみの出土である。 1号墳でみられた土玉と,ヒ較すると、ほぼ平均的なサイズ 。重量

をもつ。装飾品総体としてみた場合、99点のガラス玉の中で 1点の上玉がどのように用いら

れたかは不明である。
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1号墳周囲で検出された小竪穴式石室 5基の中で、もっとも遺存状況がよいものである。

1号墳の墳丘を切り込んでいることから、1号墳に従属的な位置づけをする事が可能である。

法量上からは、成人の伸展葬が困難なため再葬墓と考えられる。天丼石の架構方法などにつ

いて、他の 4基の構造を復元するに当たって貴重な資料である。

5基の中で須恵器とガラス玉を副葬品としてもっていたことも注目される。須恵器は蓋杯

と壷類による6点で、基本的な副葬パターンが分かる例としても重要である。

副葬土器の型式からは 6世紀の後葉の年代が与えられる。 1号墳の年代と同時期かまたは

直後の段階に築かれており、その関係の強さを示唆している。

2号石室墓 (ST1002)(第 32図 )
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位置と現状

1号墳 の墳頂

部、横穴式石室の

東側のF-5グ リ

ッドに 1号石室墓

に隣接して位置す

る。 1号石室墓と

同様 1号墳の墳丘

部の表土除去中に

検出された。壁体

は 2段分しか残っ

ておらず、天丼石

は原位置をとどめ

ていなかった。ま

た、北側の側壁は

土圧によって内側

に傾いていた。石

室墓内には二次的

な堆積上が 3層に
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第32図  ST1002実測図

わたって堆積していた (第33図 )。

墓境の規模・形態

墓墳は 1号墳の墳丘と1号石室墓の墓墳を切って掘り込まれている。小判形を呈し、長軸

1.23m・ 短軸1.08mの規模をもつ。
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A― A′

石室の構築状況

石材はいずれも砂岩で、板石の平坦面を石室の内

側に向けて立て基底石とし、墓墳との隙間を砂質土

で充填し裏込めとしている。 2段目は自然石のやや

丸みをもつ石を基底石に載せ小口積みにしている。

壁体は 2段目までで、天丼石を架構していたものと

考えられる

床面の形成

礫床や貼り床などの特別な施設を設けず、墓墳底     
十

をそのまま床面として利用している。

法量・主軸・頭位

石室墓の内法は長さ0.63m、 中央部の幅が0.28m

の長方形プランを呈し、西側はわずかに幅広くつく

られている。主軸はN-80°一Wである。頭位は遺物が出上しなかったために不粥であるが、

西側がやや幅広くつくられており西側に頭を向けていた可能性が強い。

遺物

石室墓内から検出された遺物はなかった。

1号石室墓と同様、 1号墳の墳丘に築かれている。礫床による床面をもたない点が特徴で

ある。上部構造は 1号石室墓に類似したものが復元される。法量からは 1号石室墓同様、再

葬墓とみられる。また、位置関係において 1号石室墓と対となっているものの、法量 。副葬

遺物において劣っている点は、群構成上の重要な問題である。

出土遺物をもっていないため年代は推定となるが、 1号石室墓の墓墳を切っていることか

ら、 6世紀後葉以降であるが、再葬墓としての性格からみて 1号墳 。1号石室墓に近い、 6

世紀後葉の新しい段階に位置づけうる。

3号石室墓 (ST1003)(第 34図 )

位置と現状

1号墳北東部、G-6グ リッドより1号墳周濠の外縁に接するようにして検出された。 3

号石室墓の北西側には小日部分を接して、4号石室墓が築かれている。 削平によって大部分

が失われており、壁体の 2段日はわずかに北側コーナーに残るのみで、遺存状況は良好とは

いえない。南西側の側壁が外側へ倒れた状態で検出されたほか、壁体を形成していたと考え

られる石材が礫床上面に崩落していた。また、原位置を保つていると考えられるその他の壁

L=6200(m)

L=6200(m)

1 に,Sくい黄褐色10YR5/4砂 質土
2 に,Sミい黄色25Y6/4砂質土
3 にしこヽい黄色25Y6/3砂質上

(炭化粒を小量含む)
4 にvきくい黄色25Y6/3砂質土

第33図 ST1002上層図
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第34図  ST1003実測図

体についても、

土圧によってわ

ずかずつではあ

るが、内傾して

いる。

墓壌の規模・

形態

墓墳は基盤層

を掘り込んで形

成されており、

その形状は隅丸

長方形を呈し、

長軸2.18m、 短

軸1.01mをはか

る。基盤層への

掘り込みは現状

で最も深い部分

で約0.3mを 測

る。その一部は

4号石室墓の墓

墳によって切ら

れている。

石室の構築状況 (第35図 )

東側側壁は一部倒壊した側壁の本来の位置が明らかであったため、抜取り穴に据えること

によって形状を復元している。墓墳を掘った後、基底石を据え礫床を敷設する。北側の短側

壁の小日の石材の外側には人頭大の砂岩を裏込めとして用いている。礫床下部と壁体の裏込

めの砂質土とに差異は認められず、ここまでの工程は一連のものと考えられる。壁体は短側

壁では横長となるように、長側壁では縦長となるように板状の石材を使い分けている。北西

部のコーナーでは 2段目の壁体が遺存しており、基底石と同様の石材を小口積みにしている。

床面の形成

床面は砂岩のやや大きめの平たい礫と小形の円礫を用いて全面に敷き詰められている。平

たい礫は南小口沿いに最も大きい石を用いているほか、床面の南側は全般に大きめの石材が

Ｆ
Ｈ

Ｐ

ｏ
只

∃

）

lm
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目立つ。この南小日の礫は

枕石の可能性がある。円礫

はこれらの平たい礫の間隙

を埋めるように充填し、床

面を平坦に整えているが、

中央部分が 5 cm程度くばん

でおり、死屍安置のためあ

るいは有機質の骨蔵器がお

かれている可能性がある

が、類例が知られておらず、

断定は困難である。

法量 。主軸 。頭位

A― A′

B― B′ L=6160(m)

L=6160(m)

責褐色25Y5/6砂質土
明黄褐色25Y6/6砂質土
黄掲色10YR5/8砂質土

lm

第35図 ST1003土層図

石室墓の法量は内法で長軸1.46m、 短軸0.45mを測る。礫床床面からの高さは最も残りの

良い部分で約0.35mである。平面プランは基本的には長方形であるが、南側でわずかに膨ら

んでいる。主軸はN-30°一Eで、頭位は不明である。

遺物の出上状況 (第36図 )

礫床中央部やや南より、西側の側壁と礫床

の隙間からは鉄鏃が 2点出土した。長頸鏃と

方頭鏃が各 1点づつで、いずれも切先は北側

に向いている。 2点 とも破損しており、良好

な状況ではないものの、副葬時の状態をほぼ

そのまま残しているとみられる。

出土遺物 (第37図 )

鉄鏃

447は片刃造長頸鏃で、茎部中央を欠く。切

先は鈍く、鏃身関は角関で、関部はわずかな

台形関である。茎部には木質が遺存し、その

上端は幅 l nlln未満の紐状繊維を左回りに巻き

付けて留めている。448は平造方頭鏃で、鏃身

関部から茎部を欠く。鏃身関部の形態が不明

である。

―-379-―
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ST1003出土鉄鏃

1号墳の墳丘外に築かれた石室墓で、規模の面からは

1号石室墓よりも大きく、県内におけるこの形態の石室

墓の中でも大形の部類に含まれる。法量上は伸展葬を可

能としているが、構造からみて、再葬墓とみておきたい。

また、中央部がくばむ構造も再葬方法についての問題を

提起するものである。

副葬遺物として、鉄鏃 2点が出上した。 1号石室墓よ

りも質量ともに少ない点は位置関係も含めて、 1号墳と

の関連の強さに因るものであろう。年代は鉄鏃の形式か

ら1号石室墓などと同じ6世紀の後葉～末にかけてのも

のとみられるが、土器が出上しなかったため、細かい位

置づけをすることはできない。

4号石室墓 (ST1004)(第 38図 )

位置と現状

1号墳の北東部、G-6グ リッドで検出された。前述の 3号石室墓と接している。検出さ

れた時点で上部構造のほとんどが削平を受けており、基底石についても東側・南側のすべて

の壁体が失われており、また東側の墓墳の肩も削平されていた。一方石室墓の北西部では 2

段目の壁体が遺存しており、部位により遺存状況に差異が認められる。

墓境の規模・形態

墓墳は基盤層を掘り込んで形成されており、その形状は西側がやや幅広の隅丸の長方形を

呈している。失われた東側の墓墳を復元すると長軸1.26m、 短軸は幅広の西側で0.95m、 東

側で0.53mを測る。墓墳の掘り込みは現在の基盤層から約0.25mである。墓墳の一部は 3号

墓の墓墳を切っている。

石室の構築状況 (第39図 )

墓墳を掘削後、基底石のための掘り方を掘りくばめる。掘り方の深さは用いた石材の形態

によってまちまちであるが、 5～ 10cmにおさまる。基底石を据え、礫床床面を形成するが、

その際の裏込めは墓墳掘削時の上を用いている。壁体の基底石はいずれも砂岩の板石を用い、

その平坦面を壁面として利用している。 2段目の壁体は砂岩の平坦な自然石を用い、その小

日の平坦部分を壁面としている。

床面の形成

長軸0.65mの砂岩の大形の平坦な石材をまず置き、西側小口には人頭大の平坦な石材を用

いて、床面の平面形態を長方形に整えている。さらに拳大の砂岩礫によって隙間を充填して
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いる。床面は標高61.60

mでほぼ平坦である。

法量 。主軸 。頭位

石室墓の規模は内法

で長軸0.8m、短軸0.36

mの長方形プランをな

す。主軸はN-70°一E

であるが、頭位方向は

不明である。

遺物

出土遺物は全くみら

れなかった。

3号石室墓に隣接す

る石室墓で、規模的に

は 3号石室墓と比較し

てかなり小形である。

ここでは礫床に大形の

板石を 1枚用い、その

回りにもやや大形のも

′洋

(Ш )00を9=1            ′g一 G

第38図  ST1004実測図
A― A′

L=6200(m)

L=6200(m)

1 明黄褐色25Y6/6砂質土
2 明黄褐色10YR6/6砂質土

第39図 ST1004土層図

B― B′
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L=6200(m)
のを使っている点が特徴である。法量からみて、

再葬墓とみられる。したがって、副葬遺物はな

かったものの、 6世紀後葉～末の年代が想定さ

オ化る。

5号石室墓 (ST1005)(第 40図 )

位置と現状

1号墳と2号墳の墳丘の外側、正-4グ リッド

より検出された。 2基の横穴式石室の開口部か

らは、ほぼ等距離である。表土掘削の際に検出

されたが、この時点ですでに天丼石などは失わ

れていた。しかし、北半では壁体がほぼ 3段残

っており、 5つある石室墓の中では 1号石室墓

B― B′

lm
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第40図  ST1005実測図

に次いで遺存状況がよい。南側では小日の壁体が外側へ崩落していたが本来の位置が復元で

きた。なお、 5号石室墓の西側に隣接して、石室墓に共通する石材が集中して出土する地点

があり、石室墓 (6号石室墓)の可能性が考えられていた。しかし、 1～ 5号石室墓でみら

れるような壁体の構造や礫床の施設をもっていないために、主体部ではないと判断した。

墓墳の規模・形態

墓墳は基盤層を掘り込んで形成されており、長軸1.73m、 短軸1.20mの規模をもつ。特に

遺存状況の良い北側では基盤層からの掘り込みは0.40mを越えるが、盛り上などは確認され

ていない。
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石室の構築】犬況 (第41図 )

図上では、砕けて原位置を離れ

ていた南側小日の壁体の石材の接

合によって本来の位置に復元して

いる。墓墳掘削後、基底石を据え

礫床を敷設する。その際、基底石

の裏側と礫床の下部には同様の上

を用いて裏込めとしている。石材

はすべて砂岩の自然石を用いてい

るが、基底石には平坦面をもつ石

を立てて利用している。基底石の

短側壁では薄い石材を横長で用い

ているため背が低く、土圧によっ

A― A′ L=5950(m)

B― B′ L=5950(m)

て内傾している。長側壁では厚み 1 黄褐色25Y5/6砂質±  o           lm

のある石材を利用している。基底 : 需要福琶〔j孫:1縫圭
石による平面プランは南側が広 第41図  ST1005土層図

く、北側が狭い台形を呈している。しかし、北側小口では基底石の両側に、石材を小日を内

側に向けて添えるように用いており、 2段日以上のレベルではプランは丸みをもち、緩やか

に持ち送っている。基底石と小口積み 2段で、天丼石の架構を行っているのであろう。

床面の形成

砂岩の自然石で、径10～ 15cln程度の平たいものを基本に用い、それらの隙間を径 5 cmほ ど

の小礫で埋めて礫床としている。南側小口には 1辺約20cm、 厚さ 5 cmの平たい礫を礫床の上

に置く。礫床レベルでの平面プランでは南側が北側に比べて幅広の台形状を呈していること

からも、礫床上の石が枕石に用いられていた可能性が考えられる。

法量 。主軸・頭位

石室墓の法量は内法で長軸0.85m、 短軸0.45mを測る。最も遺存状況の良い北東隅部分の

礫床床面からの高さが約50cmである。主軸は南北よりやや右廻りに振った状態(N-14° 一E)

であるが、枕石らしい石を用いることや平面プランから南側に頭を向けていた可能性が高い。

遺物の出上状況

石室墓外側の北西角の部分、及び石室墓上面において数点の須恵器の出土をみた。調査時

に棺外副葬の可能性も考えたが、他の遺跡を含めた石室墓の例や時期的にばらつきがみられ

ることを考慮すると本来の副葬土器ではないとみられるが、埋葬後の祭祀に伴う可能性も考
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えられ、参考のために図を付した。
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出土遺物 (第42図 )

須恵器

蓋杯が 1組、杯身

形態逆転後の杯が 2

点、平瓶が 1点出土

した。蓋杯 (449・ 450)

は蓋 。身のいずれも

がやや径が大きく偏

平である特徴 をも

つ。450の 口縁部のつ

くりは薄く、立ち上

がりは短 く、内傾化

が進行 してお り、

TK209型 式 に属 す第42図 ST1005周辺出上須恵器

る。451・ 452は杯身形態の逆転後のもので、法量がやや異なるが口縁端部がナデによって外

反するものである。TK48型式・飛鳥Ⅳ式である。平瓶は偏球形の体部に単純な形態の口縁部

をもつ。体部上面の円形浮文は吊手の痕跡器官である。調整は全般に行き届かず、器壁は粗

い。口縁の形態などから蓋杯と同じ時期かその次の型式に位置づけられる。

5号石室墓は墳丘の前面部に築かれていたが、遺存状況はよい。 1号石室墓と基本的に同

じ構造をもっているが、規模的には大形の 1号・ 3号の各石室墓、小形の 2号 。4号の各石

室墓のちょうど中間である。法量から再葬墓とみられるが、人骨は出上していない。遺物は

石室墓の外で出上したものであり、年代を決める精密な資料とはならない。築造の年代は他

の 4基同様の 6世紀後葉～末とみるべきであろう。

2号墳 (SM 1002)

位置と現状

1号墳が位置する尾根の中心部より南東寄り、 JoK-4～ 6グ リッドにまたがって位置
する。盛り上部分が完全に流失しているために、調査前の地形測量時点では墳丘としての認

識ができなかった。逆に古墳としての認識を受けていなかったために、横穴式石室や副葬遺

物が保護されたということもできよう。また、横穴式石室内には石室に用いられているのと

同形同大の石材が十数点落ち込んでいた。石室内の堆積は平行堆積であることから、石材を
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I― I′断面

IY=M劇

L=6000(m) 1 黄褐色25Y5/6砂質土

第43図 SM1002墳丘図

盗るための上面の破壊以外には、盗掘も行われていないとみてよいだろう。

墳丘

墳丘・周濠および横穴式石室のための墓墳は地山削り出しによって形成されているが、盛

り上部分は流失しており、その盛り上の工程については墓墳の裏込めから若干復元できる程

度である(石室の構築の項)。 現存する墳丘は周濠を含めた径が5.2m、 高さ0.5mで あった(第

43図 )。 本来の高さは2.2m前後、盛り上部分は約1.2～2.lmは あったと推定することができ

る。

周濠

周濠は、墳丘が流失している石室前面部を除く全周に巡っていた。 1号墳周濠との境界に

あたる北西側では幅2.2m、 深さ0.lmを測り、 1号墳の墳丘を一部切り込んでいた。堆積は

黄褐色の砂質上で、しまりが悪い。
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横穴式石室 (第44図 )

石室の構築

地山を長径3.08m、 短径2.05mに掘りくばめて墓墳としている。壁体の構築と同時に裏込

め部分の上を何層にも分けて充填している(第45図 )。 その堆積は西側壁においてもっとも遺

存状況がよく残っており、基底石の裏込めも含めて 6層が確認できた。 6層はいずれも黄褐

色の砂質上で、炭化物を含む層があり(4層 )、 しまりが良好な層 (7・ 8層 )と不良な層 (6・

9層 )がみられる。このことから1号墳同様に、盛り上が行われている部分に関しても連続

的な工程が行われていることが想定される。

横穴式石室は無袖式で、玄室の平面形態は開口部寄りが丸く膨らむ胴張り形態をとってい

る。墳丘径からみてもこれ以上大きく伸びる形態となることはないであろう。奥壁は主とし

て板石 2枚を立てて用い、その横にももう1石添えるような小形の石材を立てている。これ

らの奥壁及び壁体の最下段については、やや偏平な石材の平坦面を内側に向けて据えるいわ

ゆる腰石で、 2段日以上の石材は小回積みとしている。腰石は右側壁よりも左側壁に、開口

部寄りと比較して奥壁近 くに大形の石材が使われている。右側壁中央部では腰石も小日積み

が行われている。奥壁コーナーでは、 2段日は側壁にもまたがる三角積みを行っており、丸

みを作り出している。側壁に関しても緩やかに持ち送っている。

横穴式石室各部の計測値は、金長2.52m、 奥壁から閉塞石までを玄室とみると玄室長2.02

m、 奥壁部での幅0。 86m、 中央部の幅1.17m、 開田部での幅1.04m、 残存高0.68mである。

閉塞石

検出段階の開口部分に砂岩の自然礫が小口積みにして 2段分据えられていた。積み重なり

や須恵器の状況からみて閉塞石であろう。特に上を多く詰めた痕跡はなく、石のみによるも

のとみられる。遺存する石材が 2段しかなく、追葬による積み替えについては不明である。

床面

砂岩の平たい川原石を敷いた礫床による床面が 1面形成されていた。敷き詰め方は、奥壁

沿いの 4石をまず置き、その後壁体に沿うように行っている。したがって、中央部付近では

整然と配列していない。奥壁部分は標高59。 25m、 開口部付近で59.10mと 向かって緩やかに

傾斜している。人骨や原位置での装飾品の出土がなかったために、埋葬の状況については不

明であるが、規模や礫床の構築からみて主軸に平行な中央部への一体の埋葬を基本として作

られていることが分かる。

遺物の出土状況 (第46図 )

閉塞石の内側に須恵器の杯身 2点、杯蓋 1点の計 3個体が原位置で出上した。鉄製品は鉄

鏃と刀子が石室内の各所に散乱している状態で、切先の方向にも規則性はなく原位置から遊
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第44図 SM1002横穴式石室実測図
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L=6000(m)

L=6000(m)

lm

1 浅黄色25Y7/4砂質±            6 浅黄色25Y7/4砂質土
2 浅黄色25Y7μ砂質±            7 に,こミい黄色25Y6μ砂質土
3 にしざい責色25Y6/4砂質±          8 浅黄色25Y7/6砂質土
4 灰黄色25Y6/2砂質土(炭化粒を小量含む)  9 浅黄色25Y7/4砂質土
5 にvミい黄色25Y6/4砂質土

第45図 SM 1002横穴式石室土層図

離している。

玄室内の遺物の出土の状況は大きく4つ に分けることができる。壁面に沿うように出上し

た鉄器は切先が揃い、種類 もまとまっており、原位置を保っているか側壁 と礫床の隙間に転

落したと考えられるグループである。このグループはさらに奥壁に沿い切先を西へ向ける一

群 と、東側の側壁に沿い切先を奥壁側 (北側)へ向ける一群 とに分かれる。奥壁の一群には

長頸片刃鏃・圭頭鏃 。柳葉鏃が、東側壁のグループには方頭鏃・柳葉鏃 。圭頭鏃が含まれ、

鉄鏃の形式ごとのまとまりはみられない。

玄室内床面上の閉塞石沿いから出土した須恵器 3点は土圧などの力によって細片となって

はいたものの、その場で破砕したものでいずれも復元することによって完形 となるもので、
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第46図 SM1002遺物出土状況図

据えられたものと考えられる。

玄室内床面上中央部から出上した鉄器は切先も揃わず、破片となっているものも多い。床

面よりも数cm浮いた状態で出上した。刀子、鉄鏃が含まれる。原位置を保っていた壁沿いの

いずれのグループにも刀子が含まれていないことから、上記の 3つ とは異なるグループを形

成していた可能性がある。

閉塞石と側壁の隙間から出上した耳環は、その出上位置から意図的にその場所へ置かれた

ものではない可能性が高い。追葬時に閉塞石をはずして、前の遺体・副葬品の移動を行った

轡 濯
454

lm
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'と出上遺物 (第 47・ 48図 )

須恵器 (454～457)

0                    10Cn

第47図 SM1002出 土須恵器

閉塞石の内側部分からまとまって出上した杯身 2点、杯蓋 1点の 3点、さらに床面から浮

いた状態で出上しており、原位置から遊離していた杯蓋 1点の計 4点が出土した。 4点の須

恵器は色調などからみて、454と 455。 456と 457と いう組み合わせが考えられ、蓋身とも扁平

化が進み、やや小形である。蓋杯の立ち上がりはほぼ直線的に内傾し、端部はやや尖り気味

におさまる。454の 口縁端部外面には刀子などの先端の鋭利な工具による斜行する文様がみら

れる。これらの須恵器はいずれも、TK43型式の範疇におさまるものである。

鉄器

鉄鏃 (458～ 470)

458・ 459。 460・ 461は両丸造腸快三角形鏃である。458は棘状関を、459。 461は台形関を、

460は両角関を有する。これら4点には逆束」の形態。反りに差異が認められる。460・ 461の逆

刺の反り。快は弱い。462・ 463は片丸造長頸鏃である。462の鏃身関は角関と斜め関で左右が

異なり、頸部長などは不明である。463は刃部右側がやや膨らみ気味で、鏃身関は両角関であ

る。464・ 465・ 466はいずれも長頸鏃の頸部から茎部にかけての破片であるが、460・ 461に は

直接接合しない。464は顕部・茎部ともに断面長方形で棘状関を有する。465。 466は断面長方

形を呈する。467・ 468は平造圭頭鏃である。467の鏃身の関は両角関で、刃部は拡大気味で、

関部にかけて内側に反りがみられる。468は完形品で、鏃身の関は棘状関で、刃部は467よ り

も鋭い。茎部に木質が遺存する。469・ 470は平造方頭鏃である。469の鏃身の関は両角関で、

茎部は断面不整円形を呈する。470は完形品で、刃部はやや円頭状を呈し、関部から刃部に向

かつてやや開き気味である。

鏃身部の観察から、腸挟三角形鏃で逆刺が外反するもの 2点、逆刺の短いもの 2点、圭頭

鏃 2点、方頭鏃 2点、片丸造三角形長頸鏃 2点 という組成である。全体で10本 と決して豊富

ではないものの、多種にわたっている点で興味深い。

刀子 (471～ 474)

いずれも玄室中央部分から出上したもので、図化した 4個体以外にも別個体となる可能性
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第48図 SM1002出土鉄器・耳環

のある破片があった。471は刃部などを欠く。刃は無関で、背は角関を有する。茎は細身であ

る。472は切先・茎尻を欠く。研ぎ減りのためか刃部が鋭い。刃は角関で、背にも角関を有す

る。473は切先のみの残片である。背は明瞭な段をなさない。474も やはり欠損が多い。

刃は無関で、背には角関を有する。

耳環 (475)

銅芯銀張りで、径4.2～ 4.811111の 中実の銅管を芯として用いている。表面の銀が剣落し、ま

た銅芯も腐食が著しく、遺存状況は良くない。
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まとめ

2号墳は墳丘径・高さとも小さく、日立ちにくいがために残された古墳である。西側に隣

接する 1号墳との強い関連性を窺わせる古墳である。墳丘や横穴式石室の規模では 1号墳を

下回っているが、墳裾を接するように築造され、横穴式石室のやや胴が張る形態が 1号墳の

玄室と共通する点は注目される。

遺物については、須恵器の副葬は4点 と貧弱であったが、鉄鏃 。刀子が床面よりまとまっ

て出上し、その形式も多岐にわたっている。須恵器の型式からは 1号墳と同様の 6世紀の後

葉の築造が考えられるが、周濠の切合い関係からは 2号墳がより新しく位置づけられ、 6世

紀後葉の中でもやや新しい段階のものであろう。
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B 斜面部の遺構 (第49図 )

X126′罰+=蜘

第49図 南東斜面部地形図 IY=84,550
斜面部における遺構は、調査区が尾根上部分から幅を狭める地点に集中している。古墳時

代の遺構は標高50.5m前後の斜面で検出された 3号墳のみである。中世墓は斜面の上位より

において 1～ 4号墓が検出された。
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3号墳 (SM 1003)
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第50図 SM1003横穴式石室実測図 。上層図

位置と現状

1号墳・ 2号墳の位置する尾根の稜線からみて南東側の斜面、G・ F-9グ リッドに位置

する(第49図 )。 横穴式石室を主体とする古墳であるが、上面及び玄室の前面を大きく削平さ

れており墳丘及び石室の大部分が失われていた。周囲の等高線の若干の乱れが 3号墳築造の

時点の地形を少しでもとどめていると仮定すれば、墳丘径が 6～7.5m程度に復元できる。削

平を受けている横穴式石室の前面では基底石に用いられているのと同形同大の石材が点在し

ているが、レベル的に一致しておらず原位置を保ってはいない。横穴式石室の奥壁よりの基
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第51図 SM1003遺物出土状況図

底石と礫床床面の一部が遺存しており、床面上のわずかな堆積土内から玉類・耳環・須恵器

が出土した。

横穴式石室 (第50図 )

全体に遺存状態が悪く、玄室奥壁側にのみ石材が原位置を保つていた。主軸をN-73°一W

とし、東南東に開回する。墓墳は幅が180cmで、深さ15cm以上に掘りくばめ 2層の砂質土 (第

49図 1層、 2層)で墓墳の底面形状を整えた後、砂岩の自然礫による基底石と礫床を敷いて

いる。基底石は3石が原位置にあり、平たい面を上下とし小口を内側に向くように据えられ

ている。玄室のプランは墓装の平面形から胴張りになっていたと想定される。墓墳の形態か

ら復元される玄室幅は最大で1.15m、 奥壁部で0.85mである。
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礫床は砂岩の一辺10～30cmの平たい礫を敷き詰めている。検出された範囲ではほぼ平坦で、

そのレベルは標高51.30mである。人骨の出土はなかったものの、装飾品類の出土状況から 1

体の中央部への埋葬状態が明らかとなった。玄室幅からみると主軸に平行な埋葬が行われて

いたようである。

遺物の出土状況 (第51図 )

須恵器は墓墳の上面の、やや床面より浮いた状態で破片となって出上した。したがって、

これらは原位置から遊離しているとみることができる。また、玄室前面の削平箇所の浮いた

位置から出上した須恵器片が数点出上しており、 3号墳に伴うものとみられるため、後に一

括して実測図を掲載した (第54図 )。

一方耳環を含む装飾品類は、その集中の度合いや出土レベルが床面直上であることからみ

て、原位置を保っているものとみられる。耳環479の出上位置を中心をする中央部付近には勾

玉・切子玉・算盤玉・管玉・土玉・ガラス玉の 3号墳出上のすべての種類が40cm× 25cmの狭

い範囲に集中し、被葬者の上半身の位置に比定できる。 1点遊離していた耳環478は 479と の

セット関係が確実であり、若干の移動も考慮する必要がある。

横穴式石室出土遺物 (第52～53図 )

須恵器 (476・ 477)

3号墳に確実に伴う須恵器は蓋杯の 2点のみで、476はほぼ完

形品である。476・ 477はいずれも天丼部が丸みを帯びる器形で、

肩部の稜は退化している。476の回縁部内面には緩やかな沈線が

巡る。これらに伴う杯身は出土していないが、周辺で出土したも

のに年代的に近い須恵器がみられ、 3号墳との関係が考えられ

る。これらについては別項で紹介する。TK43型式に相当する。

装身具 (478～ 526)

石室の遺存状態の悪さから見れば、玉類については意外ともいえるほどの種類と点数が出

上した。

耳環 (478～ 480)

法量。遺存状況とも異なる3点が出上している。478は銅地銀張りで、径 6～ 71n41の 中実の

銅管を芯として使用しているが、芯の太さは一定ではない。環の内側の銀張り部分が本来の

形状をよくとどめているのに対して、環の外側は表面の銀の剖落が著しい。479は 478よ りや

や大形の耳環で、銅地銀張りである。径 7～ 8 11ullの 中実の銅管を芯として使用している。表
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面の銀張りは非常に遺存状況がよく光沢をとどめているが、部分的に亀裂が生じている。以

上の 2点はセットをなすものであろう。480は最も遺存状況の悪い耳環で、太さが1.7～ 4.25

mmと一定しない銅管を使用している。

勾玉 (481)

C字状を呈するもので、馬璃製である。中間部分の腹や背の部分が長く、頭や尾の部分は

やや角ばつている。穿孔は主に図右側の側面より行われ、左側側面では孔周辺に細かい剣離

がみられる。表面はすべて研磨の対象となっており、研磨の単位は明瞭に観察できるが、そ

のことは全体の形状が滑らかではないことを示す。また、各所に粗い面がみられ、研磨がそ

の部位に及んでおらず研磨の前段階の表面の状態をとどめている。

切子玉 (482)

六角形 2面 と長台形12面で構成される切子玉で、半透明の水晶製である。内側には原石の

ゎずかな亀裂が観察できる。側面部中央の稜は不明瞭である。穿孔は基本的には上面からの

片面穿孔であるが、下面にも劉離がみられる。穿孔後、剣離の生じた部分は再び研磨が施さ

れている。

算盤玉 (483)

切子玉を小形にして、台形の面を簡略化した形態である。材質的にも482と 肉眼観察では類

似しており、半透明である。片面穿孔で、側面中央の稜は波打っており研磨の状況をとどめる。

管玉 (484～ 489)

管玉は材質によって 2種類が認められる。484・ 486・ 487・ 488は碧玉製で硬質であり、濃

緑色 (ボ トルグリーン)の色調をもつ。485・ 489は緑色凝灰岩製で軟質であり、淡緑色 (フ

レンチグリーン)の色調をもち、481については細片となっている。いずれのグループも片面

穿孔で、面径の大きい側より主たる穿孔を行っており (487を除く)、 研磨の際には穿孔の方

向が関係していたと考えることができる。また、碧玉製の486・ 487に は成形時の破損を丁寧

に研磨し、補修した痕跡があり、形態に乱れが生じている。488の破損部には研磨はみられな

いものの、ローリングが観察でき、破損後もかなりの使用期間があつたことを窺わせる。

土玉 (490～ 492)

3点の出上があり、色調にもわずかな違いはあるものの、同工の手によるものであろう。

1号墳出上の土玉と比較すると、ほぼ平均的な法量である。破損している個体の断面を観察

すると、胎土は精良でごく細かい粒子の混入物をわずかに含む。

ガラス玉 (493～ 526)

34点の出土があったが、 1号石室墓出上のがラス玉と比較すると、法量・色調いずれの面

でもバリエーションの幅が広く、これらの玉類が本来のセットであったか否かに関わらず、

豊かな組合せをもっていたことが分かる。
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法量の面からは径が2.65～ 3.811un、 厚みが1.5～ 3.2mlllに集中しており、このグループの範疇

を大きい側へはずれるものと、小さい側へはずれるものとの主に3つのグループに分けるこ

とができる。孔径は0.9111m～1.4mmま での幅がある。ピークは1.2nullと 1.Olnmと にある。傾向と

しては 1号墳のものにやや近い。色調の面からみると、黄 (シ トロンイエロー)2点、紺系

統 (ブックウィング、コバルトブルー、パープリッシブルー、オックスフォードブルー、シ

アンブルー)6点、青緑系統 (シーグリーン)8点、濃緑系統 (マートルグリーン、ピーコ

ツクブルー、プルシアンブルー)3点、明緑系統 (フ レンチタークオーズ、オパールグリー

ン)13点、緑 (タークオーズグリーン)1点、橙 (マ ングリンオレンジ)1点 と数量的に豊

富な 1号墳・ 1号墓を上回っている。これを法量との関係でみると、紺・青緑両系統は最も

集中する範囲にほぼ含まれ、明緑・黄両系統には大きい法量をもつものが含まれており(493・

494・ 495・ 501・ 502・ 503・ 504)、 1号墓と同様の傾向がある。

3号墳周辺出上の須恵器 (第54図 )

3号墳の周辺において出上した須恵器は、この古墳に伴っていた可能性が高い。 3号墳の

横穴式石室で出土した須恵器が非常に少なかったため、年代などを検討するのに重要な資料

528

となろう。

杯蓋527は 回縁部のみ

の破片であり、全形は不

明であるが、回縁部内面

の緩やかな沈線に特徴が

ある。杯身は528・ 530に

代表されるようにいずれ

も小片で、立ち上がりが

やや長く、体部の器壁が薄くつくられている傾向がある。こうした点からは、当遺跡内でも

やや古い特徴を示すものともいえるが、TK43型式の範疇にはおさまるもので、横穴式石室出

上のものと年代的な矛盾はない。

まとめ

3号墳は斜面上に築かれた、東南東に開口する横穴式石室を主体とする古墳である。横穴

式石室の一部を残してそのほとんどが破壊されていた。墓墳から復元される弱い胴張りの玄

室形態は2号墳のそれと共通のものであり、同様の小形の石室であったと想定できる。耳環

が 3点出上していることから最低 1度の追葬が行われている。

副葬品では全体の内容は推定にとどまるが、須恵器が少なく装飾品類が豊富であったこと

527                                        0

詩=―十一―>
く`、         十        t,多  529

第54図 SM1003周 辺出土須恵器

9  -… ,Cm
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は注目される。装飾品は集中した出土状態からみて、追葬による若干の混入の可能性も否定

できないが、追葬による一体の埋葬次のものと考えられる。同様の小規模の横穴式石室であ

る2号墳が装飾品が少なく、鉄器類を比較的多く副葬していたのとは対照的である。

築造年代は周囲で出土した須恵器を含めてみても、 6世紀の後葉で問題はないと考えられ

る。しかし、1号墳や2号墳の占地条件を考慮すると、2号墳同様に1号墳よりは新しく築

かれたものとみることが妥当であり、6世紀後葉の中でも新しい段階に築かれたのであろう。

1号中世墓 (ST2001)(第 55図 )

位置と現状

2号墳と3号墳の中間地点となる尾根の南東斜面、F～G-7～ 9グ リッドに構築されて

いる。標高にして51.Om～ 53.Omに またがり、前後の地形と比較すると傾斜がかなり急な地

点である点は以下で述べるこの遺構の性格と関係があるものとみられる。この遺構について

は、最初に斜面を階段上に整形した段階から石組による基壇をもつ中世墓を構築し、埋没す

る段階まで各段階を経ている。そこで、検出状況を概観し、構築の段階を順を逐ってみてゆ

くことにする。

また、基壇状遺構はほぼ全形を確認することができたが、下部の遺構の一部については調

査区外へ延びており、中世墓の各施設を全体で捉えようとする場合には慎重に扱わねばなら

ない。

第 1段階 (第57図 )

尾根の南東側の斜面をの一部を階段状にカットすることにより、数段からなる平坦面に整

形し、土坑 SK01を築く段階である。ただし、平坦面は厳密に言えば平坦とはなっておらず緩

やかな傾斜をもつが、後に基壇状遺構が築かれる上位の箇所は下位に比べてより傾斜の度合

いが弱くなるよう整形されている。中央部を帯状に、また斜面下位よりの部分、北東部分の

いずれもが攪乱を受けているが、平坦面の規模は長さが南西側の最大部分で4.55m、 北東部

分で2.60m、 幅が3.80mの規模を測り、面積は13.5∬以上ということとなる。SK01は平坦面

の調査区壁に近い南西よりに築かれている。

SK01 下位よりの部分が削平されているが細長い長楕円形の平面プランをもつ土坑であ

る。主軸方向はN-20°一Wで、長さ2.35m、 最大幅0。 97mを測る。底面には 6～ 15cmの レベ

ル差をもつ一段低い掘り込みがみられる。この掘り込みをのぞくと底面のレベルはほぼ平坦

である。土坑内はほとんどがしまりをもたない砂質上で埋められている。北西側の断面 (A一

A′)では底面全面に 2 cm～ 10c14の 厚みをもって焦土ブロック (第 2層 )が混入している。両

側の壁面はいずれも赤変しており、坑内において火葬が行われたことを示している。さらに
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体

||ト

明黄褐色10YR6/6砂質土
明黄褐色10YR6/6砂 質土(炭化物を小量含む)
明黄掲色25Y7/6砂質土
(炭化物を小量含む)一 SP01埋土

4 暗責褐色10YR6/6砂 質土
5 明黄褐色10YR7/5砂質土一SD01′埋土

(焦上を小量含む)
6 黄掲色25Y5/6砂質土―SD01埋土
7 黄褐色25Y5/4砂質土

第55図 ST2001検出状況図・土層図
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SK01上面には細長 く焦上が広がってい

る部分がみられ、土坑埋没後にも火葬を

行つていたことになる。この焦土面は第

2段階 。第 3段階において築かれる溝

(SD01・ SD01')に よって、切り込まれ

ている。

第 2段階 (第58図上)。第 3段階 (第58図下)

この二つの段階では、等高線に平行す

る同様の規模の 2条の溝が築かれる。

SD01・ SD01' いずれも上からみて 2

段目となる平坦面の落ち際に掘り込まれ

てセゝる。切り合いからSD01、 SD01'の順

で築かれたことが分かる。SD01は SD01'

1 暗褐色10YR3/3粘 質土 (表上)
2  に.ミいE策摂訴ヨ10YR5/3砂 質土
3  明黄褐色10YR6/6砂 質

=上4 明黄掲色10YR6/6砂 質土 (炭化物を小量含む)

: 遷戻墾色】髯 V茅晃逼鈷第贅粍勃宅多≒亀毬十1sK04埋土
7 明黄褐色10YR6/2砂 質土
8 明黄褐色10YR7/6砂 質上一SD01′

'里

土

(焦土を小量含む)
9 黄褐色25Y5/6砂質量i一 SD011里土
10 に.Stい黄色25Y6/4砂質二L― SK01埋土

第56図 ST2001南西壁面上層図

か
状
ペ

L=5540m

と=5400(m)

第57図 ST2001第 1段階
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L=5400(m)

明黄褐色10YR7/5砂質土一SD01′揮十
(焦上を小量含む)

黄褐色2.5Y5/6砂質土一SD01担 +
黄褐色25Y5/4砂質土

第58図 ST2001第 2段階 (上)・ 第 3段階 (下 )
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のわずかに北側に位置しているが、SD01'に よって切られておりその規模は明かではない。方

位や流れの方向は SD01'と 同様であろう。清内にはしまりの弱い砂質上が堆積している。深さ

は20～25cmで ある。SD01'を切っているSD01'は直線的にN-55°一Eに延びる溝で、検出延長

3.87m、 幅0.50～ 0.55mを測る。深さは20～ 30cmである。底面のレベルは南西から北東へ約

3°傾斜しており、流れがあったとすればこの方向となる。溝にはやや粘質のある砂質土が堆

積しており、焦上のブロックが断片的に混入していた。SK01に伴う焦土面を切っているため

である。 2条の溝はほとんどが重なるように延びており、同様の役害Jを もって掘削されたも

のが埋没したため再掘削されたと推定できる。調査区外に広がる関連遺構に伴う可能性も残

されているため、その機能は不明である。

第 4段階 (第59図 )

この段階には 1段目から2段目にかけて基壇状遺構の基礎となる方形の石組を築き3基の

ピット、2段目に火葬施設 SK02を、4段目ににSK03を築く。長方形の石組は砂岩の自然礫

からなり、25cm～ 40cm四方のものを基本に小形の礫で隙間を埋めている。石組に際しては、

盛り上は基盤層と同様の砂質土 (第55図第 2層、第56図第 4層)を用いて平坦な形状に整え

ている。SK01、 SD01・ 01'の埋没状態に20cm程度の盛り土 (第56図第 7層 )に よって整地を

行った上に築かれている。また、調査区外に広がっているために、土層観察のみによってそ

の存在が認識され、内容を明らかにすることができなかった遺構として SK04がある。SK04

は土層観察によって (第56図第 5・ 6層 )、 整地層と石組との間に築かれていることが明かで

ある。

この時点で 1段目と2段目の段差は解消されて、一つの面として使われる。石組の主軸は

N-55°一Eで、長さ3.03m(内 法2.43m)、 幅1.17m(内 法0.50～ 0.65m)を 測る。 2段目、

3段目においても同様の石列が検出されており、基壇状かまたはそれに類する遺構が築かれ

ていた可能性があるが、SP01な どのような下部遺構は見られない。

SK02(第 60図) 2段 目のやや下位に築かれた土坑で、南東側が攪乱を受けており全形はつ

かめないものの、長径51cm、 短径43cmを測る不整円形を呈する。坑は直線的な傾斜で平坦な

底面に達する。浦内の堆積は 3つ に分かれる。第 1層 は適度なしまり具合をもつ砂質上で、

炭化物を少量含む。第 2層 は砂質上であるが、炭化物もより多く含みさらに灰を含むことも

認識された。第 3層は炭化物と灰の単純層である。埋土中からは、土師質土器小皿・鉄釘・

人骨が出土した。土師質土器532は ほぼ完形での出上であるが、他 2点は小片での出上であり

これらは本来この施設への副葬品として納められたものではないとみられる。鉄釘 (538・ 539)

は頭部の形態が異なっており、複数の埋葬であった可合最陛も残されている。堆積及び出土遺

物から有機質の蔵骨器を用いた埋葬施設であったと考えられる。
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SK03(第 61図) 4段 目に築かれ

L=5240(m)
上のやや大形のものまでが用いら    ＼上!ノ       す       L~型

を豪様岳とこ身侯R景音語環岳ヱ

壱1齢鮮 m恥会ぽ
n

ある。長径74cm、 短径69cmの不

円形を呈する。埋土は砂質土で

まりが尋弓く、炭化物や人骨片は含 2焼催笠 t暑扉財質土
(炭化物・灰を多く含む)

まれ ず 、焦 土 面 も認 め られ な い。 3 黒褐色25Y3/峡化物と灰の混合層

坑内からは堆積の上位部分で土師 第60図 ST20m.SKO卿緬図憎拙土状況図

lm

1 明黄褐色25Y6/6砂質土

第61図  ST2001・ SK03平断面図・遺物出土状況図

ることから、火葬は行われず埋葬のみを行う施設で  L=5410(m)L三 54141m)

あったと考えられる。

SP01・ SP02・ SP03(第 62図) 石組の内側、北東辺

の石列に接するように並んで築かれていたピット3

粥 齢
0

1 明黄褐色25Y7/6砂質土
(炭化物を小量含む)

基である。北東からSP01・ 02・ 03と した。SP01は径 第62図 ST2001・ SP01・ 02・ 03平断面図

25～30cmの不整円形で、深さは16cmで ある。SP02は SP01と 39cm、 SP03と 19硼の間隔をもつ。

長軸38cm、 短軸32cmの橋円形で、深さは16側である。SP03は径33硼の不整円形で、深さは11

cmである。埋土はいずれも炭化物をわずかに含む砂質上で、内部に蔵骨器 。人骨は認められ

なかった。

第 5段階 (第63図 )

第 4段階で築かれた長方形の石組に礫を充填して基壇状の施設とする段階である。充填さ

れる礫は径約10cmの円礫を用いている。円礫は長方形の基壇状施設内だけではなく、下位の

石列との隙間やその南側にも同様にみられる。特に第 4段階に築かれた SK02についても、基

壇またはそれに類する形態の石組をもっていたことが想定される。

基壇状施設の構築と並行して、墓の上表施設としての五輪塔の設置が行われた。五輪塔の

各部位は倒壊または破壊によって原位置を遊離していたが、凝灰岩製地輪545は基壇状施設の

南西側の一角に位置し、原位置またはそれに近い状況にあるものとみられる。基壇状施設の

北東部分には、空風火水地のうち水輪を除く各部位が出土した。出土した 7個体の内、 3個
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第63図 ST2001第 5段階

体が凝灰岩製、 4個体が砂岩製であるが、いずれにしても本来の組合せは復元できない。

出土遺物 (第 64・ 65図 )

土器

土師質土器小皿 (532～534)

3点 とも口径 6～ 7 cmで、口縁の形態などに若干の相違がある。底部の遺存している572・

573は、いずれも底部に回転ヘラギリ技法を用いている。3点 ともくすんだ淡黄色で、胎土は

やや粗い。底部の形態や日縁端部のおさめ方にわずかな違いがみられる。回転ヘラ切り技法

の使用から14～16世紀にかけての時期を当てることができるが、県内資料の整備が進んでい

ないため、より細かい時期の比定は現状では困難である。
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上師質円筒形上器

数点の出上がみ

られたが 2点だけ

が図化可能であっ

た。いずれも円筒

形の器形をもち端

部では外面に弱く

(535・ 536)

Ч

邸篇 ぷ    9叩
536が 11.5clnで あ    ｀

、    1    ///537

る。外面には板ナ 第64図 ST2001出土土器・鉄釘

デまたは板押圧後にナデ調整をしている。内面は粘土紐接合時の痕跡を明瞭にとどめ、口縁端

部内面には指オサエを施している。底部の形態は不明であるが、名西郡石井町浦庄遺跡
(3)

・阿波郡市場町上喜来遺跡
(9)な どから同様の回縁形態の円筒形土器が出上している。火葬墓

あるいは再葬墓として利用された遺構からの出土ということを考えれば、蔵骨器として利用

されていた可能性がある。

東播系須恵器 (537)

基壇状遺構内より体部中半以上の破片 1点が出上した。外側へ直線的にに開き、やや外面

に肥厚し日縁端部を丸くおさめるものである。調整はおおむね回転ナデによっているが、内

面は回転ナデ後の斜め上方へのナデが著しい。森田稔氏の編年
°°の第H期第 2段階に相当

し、12世紀末葉から13世紀初頭に位置づけられる。

鉄釘 (538・ 539)

頭部を平たく仲ばして折り曲げたものと方形のものとが各 1点ずつ出土した。いずれも欠

損しているために正確な寸法は不明であるが、538は頭部幅0.9cmで、金長が 5～ 6 cm、 539は

頭部幅1.5cmで、全長は6.5～ 7 cmと なる。身部の断面形態はいずれも方形である。

五輪塔 (540～ 546)

1号中世墓に伴う五輪塔は空風輪 3点、火輪 1点、地輪 3点の計 7点である。出土時には

点在しており、水輪が欠落していることから五輪塔としてのセットは復元できず、個別に所

見を記すことにする。

空風輪 3点のうち541は凝灰岩製、542・ 543は砂岩製でいずれもほぼ完形品である。石材に

よって形態上はそれぞれが異なっている。540は空輪部分・風輪部分のいずれもが細長い形態

をもち、空輪の頂部はわずかに突出するのみである。また、風輪の下部の突起は欠損しては

いるものの、 2 cm程度の安定した突出度をもつ。541・ 542はやや幅広の形態で空輪には明瞭
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第65図 ST2001出土五輪塔

な突出をもつ。下部の突起の形態や空輪と風輪のバランスが異なる。

砂岩製の火輪543は上面に径3.7cm、 深さ1.8cmの断面短形のほぞ穴をもつ。傘部にはわずか

な反りがある。下面は平坦で、藝によるカロエ痕がみられる。

地輪 (544～ 546)は石材によって形態がまったく異なる。砂岩製の544は ほぼ立方体の形態

をもち、上面には径3.85cm、 深さ0.85cmの 断面U字形のほぞ穴を穿つ。凝灰岩製の545・ 546

は幅・奥行きに対して高さが 1/2以下と低 く、上面下面とも平坦である。側面と下面には藝

による整形の痕跡を非常に明瞭に残し、側面では整形時の左右方向へ、下面では外から内側
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への整形が行われている。整形に使用された藝のうち刃幅の明かなものは545が3.6cm、 546の

側面が1.2cm、 下面が3.5cmである。

こうした五輪塔のうち、空風輪の形態、砂岩製火輪の傘部の反りからみて、凝灰岩製のも

のにより古い傾向がみられる。しかし、石材の違いが形態に制約を与える可能性があり、こ

こでは中世末というような幅のある年代の位置づけにとどめておきたい。

以上のように、 1号中世墓は2基の火葬施設 (SK01・ SK04)と 2基の埋葬施設 (SK02・

SK03)、 それに覆う基壇状施設またはそれに類する集石、基壇状施設の上表施設としての五輪

塔、という3つの中世墓としての要素をもっていた。そして、それらが築かれていく状況は

以下の通りである。

第 1段階→第 2段階→第 3段階→第 4段階→第 5段階

整地   SD01  SD01'  SK02  基壇状施設

SK01 SK03  五輪塔設置

SK04

SP01

SP02

SP03

長方形石組

これによると、火葬施設・埋葬施設の 2組が異なる段階で形成されていながら、最終的に

基壇状施設へと結びついている点が興味深い。築造された年代は出上した土器からだけでは、

厳密におさえることができないが、五輪塔の型式からみると近世のものも含まれており、築

造から五輪塔による継続的な供養にいたる年代幅を数十年を基本 としていると見積もれば、

中世末の15世紀頃とみることも可能であろう。類似した遺構 として県内では、阿波郡市場町

上喜来遺跡
Qりが知 られているが、築造の諸段階が明確に逐えるという点で本遺跡例は注目さ

れる。今後、中世土器 と遺構出上の五輪塔の資料の畜積 と編年が期待される。
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2号中世墓 (ST2002) (第66図 )

IY=螂 0 IY=馴
か南東部斜面の

標 高49。 3m、

F・ G-9。 10

グリッドにおい

て検出された。

調査区がくびれ

る部分で、砂岩

の石材などが帯

状に連なって出

上したことから

存在が確認され

た。砂岩の自然

石に混じって、

砂岩製・凝灰岩

製の五輪塔や五

輪板碑が散見さ

れる。検出時点

で砂岩の石材に

凝灰岩製の五輪

塔の水輪 。地輪

が混入していた

ことから、T部

遺構があること

が予想された。

X l吼捌+ +_吼捌

+_丘罰

IY=M胴
4m

第66図 ST2002検出状況

上位の浮いた石材や五輪塔などを除去すると、土坑 (SK01)の上面に火輪・水輪。地輪が重

なってに出上した。また、SK01は溝 SD01を切って形成されるほか、SK02も SD01の延長上

より検出された。調査区東壁において検出された一群の石材については、下部遺構が伴って

いなかったが、調査区外にその中心となる別遺構があったと考えることができる。

SK01(第68図)火 葬を経た人骨を埋納した土坑である。ややいびつな円形で、長軸0.88m、

短軸0.70m、 深さ0.30mを測る。土坑の上面には凝灰岩製の地輪と水輪が本来の位置関係の

状態で重なって出土し、その北側には火輪が幾つかの断片となって出上していたため、倒壊

した状態が非常によく分かる。空風輪こそ失われていたもの本来は一組が揃って墓標として
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用いられていたこ

とが想定できる。

土坑内の堆積には

焦土が含まれてい

ないことからこの

遺構内では火葬が

行われていなかっ

たが、第 3層は炭

化物 と灰の混合し

た堆積であり、火

葬人骨はこの層と

共 に SK01に持ち

込まれたことが想

定される。その後

基盤層と似た性質

SK02(第 68図)や や変

形した円形で、長軸0.85

m、短軸0.67m、深さ0.09

mを測る。上部に砂岩製

の五輪塔が散見されたも

のの、SK01の様な五輪塔

の集中した出土はみられ

なかった。鉄釘が 1点第

1層中より出土 してい

る。第 1層には多量の炭

化物を含んでいることか

ら、SK01と 同様の築造過

程が復元できる。これら

のことより、SK01の様な

五輪塔による表象施設を

供えていたかについては

SK01 1 に,Sくい黄色25Y6/4砂質土
2 浅黄色25Y7/4砂質土
3 黒色25Y2/1炭化物・灰の混合層
4 灰責色25Y7/2砂質土

SD01 暗灰黄色25Y5/2砂質土
SK02 1 灰黄褐色10YR4/2砂質±  2

(炭化物を多く含む)

IA′

L=5050(m)

lI=書キ■
    蚕軍董蚤華軍巨琴

専吾
m0

5 灰黄色25Y7/2砂質土
(4層 より炭化物多く含む)

6 黄灰色25Y5/1砂質土

灰黄褐色砂質±10YR6/2砂 質土

（
Ｅ

）
ｏ
い

０
い
＝

コ

札
第67図 ST2002平面図・断面見通し図

の第 2層、さらに第 1層が五輪塔の地輪を据えた後に堆積したと考えられるため、火葬人骨

を埋納した後に第 2層によって整地し、五輪塔を据えるという一連の行為が復元できる。うゝ一運

/

X

第68図 ST2002下部遺構平断面図
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不明であるが、有機質の骨蔵器におさめた火葬人骨を埋納した土坑として機能していたこと

を想定しておきたい。

SD01(第 68図)長 細く伸びており、その規模は全長1.10m、 最大幅0.36mを測る。主軸方
向はN-58°一Eである。底面のレベルは北東側へ緩やかに傾斜している。溝は全般に浅い落

ち込み上を呈しており、深さは最も深い部分で0.06mで ある。溝内の北東部寄 りには径

0。 17～0.20mの浅い落ち込みがある。出土遺物や、溝内の堆積状況からは性格を特定するこ

とは困難であり、SK01・ SK02と の位置関係を考慮して火葬に伴う可能性を指摘するのにとど

めておく。

出土遺物 (第69～72図 )

鉄釘 (564)

頭部を平たく仲ばして折り曲げたものが SK02よ り1点出上している。頭部幅0.85cmで、全

長 6～ 7 cmと なるものである。蔵骨器などに伴うものであろうか。

五輪塔 (547～ 563)

SK01に伴うもの (第69図 )

出土した五輪塔の各部位はいずれも凝灰岩製であり、セット関係を復元するのに良好な状

況であった。

出土状況から火輪554・ 水輪549・ 地輪552のセット関係が明かである。火輪554は石材が脆

いために細かい破片となっていた。上面に径8.2cm、 深さ5。 lcmの矩形のほぞ穴を穿つ。傘部

には緩やかな反りがある。水輪549は 554同様十数片に割れて一部を欠損していたが、接合に

よって図のように復元できる。胴体部分の最大径を上位寄りにもつ。上面には高さが1.lcmの

偏平なほぞがある。552は幅・奥行きに対して高さが 1/3に近く偏平である。下面には特に

撃による整形痕が著しく、 3 cm以上が端面より削り込まれている。塾の刃幅は3.2cmである。

空風輪547は空輪と風輪のくびれのみの残存で遺存状態はきわめて悪い。火輪553は全体の

形状はとどめているものの、各端部が摩耗している。上面には径7.Ocmの ほぞ穴を穿つが、深

さが1.4cmで ほぞ穴として機能していたかは疑間である。水輪550は上半を欠損している。下

面はほぼ平坦である。地輪551は小型で偏平である。法量・石材からみれば空風輪547・ 火輪

553と セットとなることが想定される(第70図 )。 552の ように明瞭な塾による整形痕は残さな

ヤゝ。

その他 (第71図・第72図 )

空風輪 2点はいずれも砂岩製で、砂岩製のものの中ではやや細身の特徴をもつ。555は下面

に明確な平坦面をもつ。火輪557は凝灰岩製で、一部を欠損しているもののシャープな造りで

あり、上面のほぞ穴には明確な下端がある。水輪559は凝灰岩製で磨滅が著しく、本来の形状
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第69図 ST2002・ SK01出上五輪塔
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をとどめている部分は少ない。

台座560は広い範囲に破片が広がっており、帰属する遺

構が不明であるが、 2号中世墓周辺からもっとも多くの

破片が出上した。凝灰岩製である。上面には一辺38cmに

復元される平滑に整形された平坦面を有し、下面には径

12.85cm、 高さ8.5cmの大形の穴をもつ。

0  五輪板碑は砂岩の自然石を利用し、その平坦な自然面
を利用して五輪塔の各部位を浮き彫りに刻み、背面は舟

底形に塾によってカロエが施されている。561はやや全体に

幅広で、当遺跡出上のものとしては寸詰まりの感を受け

る。自然面を側面の一部に生かし、背面には藝による大

きな加工痕がある。火輪の傘の部分は反り上がっている

40帥 がヽ全体の形に制約を受けるためか水輪・地輪は偏平な

第70図 ST2002・ SK01出土コ翻鞭元図 形に刻まれている。562は 561とこ比べるとやや細身ではあ
るが、刻まれた五輪塔各部位の形態はやはり偏平なものとなっており、そのためか空輪頂部

にはやや間隙を残す。塾によるカロエは背面から頂部にまでゆきわたり、一度の加工によって

削り落とす量はやや少な目である。563は 2号中世墓の中でも最も細身のもので、頂部を欠損

している。裾部分の形態は利用した石材の形態に制約され、丸くなっているため、地輪本来

の形態が描写されていいない。基による加工は大きな単位で行われている。

2号中世墓の状況を整理しておくと、SK01・ SK02の二つのほぼ同一の規模を有する2基の

埋葬施設とその上表施設からなるものであった。いずれの遺構にも、強い焼成の痕跡は認め

られなかったため、火葬は別の施設で行われている。周辺にみられる砂岩製の石材について

も後述する3号中世墓や 4号中世墓同様に基壇状の施設を有していたとみることが可能であ

るSK01では、上表施設として据えられた五輪塔が現位置で出上した。五輪塔のセットがおさ

えられたことと共に、中世墓における上表施設の状況が窺える貴重な資料である。出土した

土器がないため、築造年代は明確にしがたいが、SK01の上面に据えられた五輪塔の型式が 1

号中世墓のものよりも古い要素をもっている。ただし、五輪塔の材質が型式差に関与してい

る可能性も現段階では否定できず、 2号中世墓自体に火葬施設をもたないことや供養の年代

幅を考慮すれば 1号中世墓と同様中世末と考えておきたい。また、周辺で点在していた五輪板

碑などは継続的な供養によるものとみられ、近世まで供養の対象とされていたことが想定される。
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第71図 ST2002出土五輪塔
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第72図 ST2002出土五輪塔・SK02出土鉄釘
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3号中世墓 (ST2003)(第 73図 )

南東部斜面、緩やかな傾斜地のE・ F～ 10・

11に おいて検出された。標高は48.2mにあた

る。耳ヒ西側の ST2002、 南俣1の ST2004と はそ

れぞれ約 2m離れている。検出時において石

材が匡字形に組まれていることが明かとなっ X=126′ 360

たが、調査区外に一連の遺構が広がっている

ものとみられ、本来は「□」字形であつたと

想定される。匠字形石組の北側には空風輪 3

点、火輪 1点が散乱していた。

匡字形石組は南北の長さが2.34mで、北辺

では1.39m。 南辺では1.52mが検出された。

いずれも砂岩製の自然礫で、形態 。大きさに

はばらつきがみられ、特に規則
サ
陛は窺えない。

X=126′ 360

o                 2m

第73図 ST2003検出状況

北西コーナーでは 2段目が残っている。この部分の高さは下部の上坑検出面から0.41mで あ

る。下部の上坑を埋めた段階で砂質土による若干の盛り上を行い(第74図 1層 )、 石組を築き

始めている。

石組内中央部より、やや歪んだ

円形の上坑が 1基検出された (第

74図 )。 この上坑も調査範囲の関係

で全形は不明であるが、長径0.88

mで、短径は0.80mに復元される。

深さは0.25～ 0.41cmである。ほぼ

半分の高さに段が巡る。底面は平

らに整えられている。坑内にはマ

ンガンを少量含む 2層の砂質上が

平行に堆積していた。炭化物や人

骨、その他の遺物は認められなか

った。上坑の壁には焼けた状況は

観察されなかった。しかし、土坑

の規模・形状や石組施設、散乱す

る五輪塔の状況から埋葬施設とみ

られる。

灰オリーブ色5Y6/2
砂質土
灰色5Y6/1砂質土
灰黄色25Y6/2砂質土

|

χ≒:為θ

9         1        21m

第74図 ST2003平面図断面見通 し図
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第75図 ST2003出土五輪塔

出土遺物 (第75図 )

五輪塔 (565～ 568)

凝灰岩製の空風輪 1点 (565)、 砂岩製の空風輪 (566・ 567)。 火輪 (568)の計 4点が出土

した。本来の組合せは復元できない。565は軟質であるために、空輪部分が摩滅してやや細身

となっている。566は頂部は尖り気味である。下方への突出もしっかりしている。567は他の

2点 と,ヒ較して大形であるが、同じ砂岩製の566と比較すると頂部や下方への突出にシャープ

さが欠けている。568は下面にくり込みをもたない。稜線がシャープで566と の組合が想定で

きる。

3号中世墓について若子のまとめを行っておくと、調査範囲の関係上全体を調査すること

ができなかったが、匡 (□)字形の石組を伴う埋葬施設である。しかしながら、埋葬施設で

ある土坑内では火を焚いた痕跡は認められず炭化物も出上しないことから、埋葬が行われた

1号中世墓 SK02、 2号中世墓 SK01と 比較すると、火葬を経ないで埋葬に至っている点が異

なる。石組の上部の構造は破壊されているため不切であるが、石組によって基壇状の施設と

し五輪塔を上表施設として設けていたことが想定されるが、地輪など五輪塔の下位の部材が

付近から出上していない。築造された年代は土器の出上が出上していないことから決めがた

いが、五輪塔の形態が 1号中世墓 。2号中世墓出上のものと同様の傾向を有することから、

これらに近い中世末の年代を想定しておきたい。
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4号中世墓 (ST2004)(第 76図 )

DoE-10・ mにおいて検出された中世墓で、

本遺跡において最も南で検出された遺構である。

3号中世墓とは隣接する位置にある。標高47.75m

の等高線に沿うように帯状に石材が広がって検出

された。検出状態において石材は、

「

字形の部分

とこれにつけ加わる西側の部分とからなるとみら

れた。一部は調査区外へ伸びており、匠字形にな

っていたものと想定される。

「

字形石組の北西コ

ーナーでは 2～ 3段分の石組が残る。これらの

「

字形石組の北側にはさらに石材や五輪塔が散乱

していることからみて、上部構造を伴っていたこ

とがわかる。

「

字形の石組の

西側からは、下部遺構が検出

されなかった。

「

字形の内側では、不整円

形の上坑が検出された (第 77

図)。 土坑は長軸0.93cm、 短軸

0.79cmの 規模をもつ。浅い皿

形 の掘 り込 みで、深 さは

20～30cmで ある。埋上には少

量のマンガンを含む砂質上が

平行に堆積しており、焦土・

炭化物 。人骨などは認められ

なかった。他の中世墓の状況

からみて火葬を経ていない埋

葬施設であると考えられる。

出土遺物 (第78図 )

五輪塔 (569～ 572)

第76図 ST2004検出状況

と=4900(m)

第77図 ST2004平面図・断面見通し図

砂岩製空風輪 3点、凝灰岩製水輪 1点が出上した。空風輪は、 1～ 3号中世墓のものと比

較すると、大形の傾向がある。砂岩製のやや寸胴となる特徴はここでもみられる。特に569は

風輪部のみの破片であるが、下半が強く張る傾向をもつ。570は重量12.8kgで特に大形のもの
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である。水輪571は

頭頂部が欠損して

おり、全体の形状

は不明であるが、

やや胴長の傾向を

もつ。これは五輪

塔の形態変遷の中

では、やや古い特

徴である。

4号 中世墓 で

は、

「

字形または

匡字の石組を伴う

埋葬施設を有して

いた。斜面の下位

側が切れているこ

とになるが、破壊

のため失われてい

たとすれば□字形第78図 ST2004出土五輪塔

の石組であったとも考えられる。上部の構造は不明であるが、基壇状の施設とし五輪塔を上

表施設としていたとみられ、 3号中世墓と類似した構造が指摘できる。方形の石組を伴う中

世墓ではその一辺を共有した石組を連続して築くことがしばしばみられるが、西狽1のやや崩

れた石組については当てはまらなかった。築造年代は出土土器がなかったために不明である

が、出上した五輪塔の形態の特徴が他の中世墓出上のものと類似しており、それらとの近い

中世末年代を想定するにとどめておきたい。

中世墓周辺出上の上器 (第79図 )

中世墓周辺からは、古墳時代に属する須恵器と中世に属する土師質土器の 2種がみられた。

それらの帰属する遺構は不明ではあるが、 3号墳や中世墓群との関わりから重要と思われる

ものもあり、図示を行った。

須恵器の蓋杯にはやや形態差が認められる。574は 日径・器高・立ち上がりについて他の 3

点と異なる特徴をもち、古い型式の特徴をもつ。これらについては、TK43型式～TK209型式

にかけてのものであり、本来古墳に副葬されたものであろう。
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第79図 中世墓周辺出土土器

581・ 582は同様の形態をもつが別個体の口縁部で、 1号中世墓で出土した円筒形の土師質

土器と形態的に類似している。581は直立する器形で口縁端部が内側への折り曲げがやや強い

ものである。内面には縦方向のハケ (6条/cm)が端部付近まで施され、回縁部内外面には指

頭圧痕が顕著である。582も 円筒状に直立する器形であるが、581と

'ヒ

較して端部の折り曲げ

が弱い。外面のハケは斜め方向 (5～ 6条/cm)に もみられ、内面にはやや粗い原体 (3～ 4

条/cln)に よる横方向のハケが施される。 2点 とも調整の不十分な内面の器壁が粗く、砂粒の

浮き出しが著しい。遺構に伴っていないものの、調査区外にさらに中近世墓の分布が広がっ

ていることから、 1号中世墓出土土器と同様蔵骨器の用途が考えられる。

遺構に伴わない五輪塔 (第80～83図 )

本来の位置を離れて出上したもののうち、遺存状況の比較的良いものから28点選び図化を

行った。以下では、これらをST2001周 辺で出土しST2001に 伴う可能性が高いもの(第80図・

第81図 )と 、ST2002以南で出上しST2002～2004ま たは調査区外に広がる別遺構に伴うもの

(第 82・ 83図 )に大きく分けて記述する。

ST2001周 辺で出上した五輪塔は砂岩製のものが中心である。空風輪は 7点でいずれも砂岩

製である。部分的に欠損しているものも含まれるが、遺存状況はおおむね良好である。高さ

20～ 30cm、 幅が風輪の上端で15～20cmの範囲におさまるものである。各部位の形態などに若

干の違いがみられる。その中でも590は もっとも大形で、空輪頭頂部の突出や下部の突起は明

瞭である。火輪591は凝灰岩製で各所が破損して欠損している。幅・奥行きに対してやや高い。
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第80図 遺構に伴わない五輪塔 ST2001周 辺 (1)
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第81図 遺構に伴わない五輪塔 ST2001周辺 12)
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第32図 遺構に伴わない五輪塔 ST2002～2004周辺 (1)
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第83図 遺構に伴わない五輪塔 ST2002～2004周辺 12)
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上面には径6.15cm、 深さ3.65cm、 下面には径10.3cm、 深さ2.5cmの 円孔をそれぞれ穿つ。水輪

は592、 594～ 598が砂岩製、593が凝灰岩製である。592、 594～ 598は火輪の下面にほぞ穴を穿

つものがあることから上下を正確に特定できなかった。最大径が中央部にこない偏球形で、

片面に弱いほぞをつく。593は表面の剣落が著しく、原形はほとんどとどめていない。地輪

599～601は砂岩製で、立方体に近い形態を呈する。599・ 600は上面に浅い円孔を穿つ。599の

下面は平坦に仕上げられていない。601は上面も平坦ではなく、未製品であろうか。

ST2002以南の五輪塔は砂岩製と凝灰岩製が相半ばしている。602は凝灰岩製の空風輪で、凝

灰岩製としてはやや高さに比して幅広の形態である。606・ 607はいずれも凝灰岩製の火輪で

欠損部分が大きい。いずれも下面にほぞ穴をち、傘部の反りはほとんどない。603～ 605は水

輪である。605は上下とも明確な平坦面をもち、ほぞをもたない。608は凝灰岩製の地輪で、

他の地輪と比較すると、幅・奥行きに対する高さが著しい。五輪板碑はD-4グ リッドを中
心に 3点が出土した。いずれも砂岩製で、自然石を利用し、自然面に五輪塔を浮き彫りとな

るように線刻したもので、背面の成形は塾によって舟底形にカロエを加えたものである。611は

五輪塔の各部位にさらに梵字を刻んだもので、空輪より下へ向かって「キヤ・力・ラ・バ 。

ア」で、「空風火水地」を表したもので、五輪塔に刻まれる文字としては最も一般的なもので

ある。
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3 まとめ

1 古墳群の築造課程

今回の調査では、尾根上において横穴式石室を主体とする2基の円墳 (1号墳 。2号墳)

と5基の小竪穴式石室 (1～ 5号石室墓)力 、ゞ南東斜面部では 1基の横穴式石室 (3号墳)

が検出された。それぞれの築造と追葬の過程を副葬された須恵器の年代から示すと次の通り

となる。

1畿

1号石室墓

2号石室墓

3号石室墓

4号石室墓

5号石室墓

2手郭衰

3手郭責

第84図 各遺構の造営過程
1号墳は出土状況が安定していなかったものの、排水溝内と前庭部にかけて100個体近くの

須恵器が出上した。須恵器は複数型式にまたがるものの、もっとも古いグループである6世

紀後葉のものが大部分を占め、この年代の築造であることになる。 2号墳はその周壕が 1号

墳の墳丘を一部切り込んでいることが確認され、 1号墳より後出することが確実である。出

上した須恵器は蓋杯 2組と多くはなかったが、年代を決め得る資料である。 1号墳築造段階

のものと型式差はなく、 6世紀後葉の段階でもわずかに新しい年代を想定した。 3号墳は横

穴式石室から出上した須恵器は杯蓋 2個体分で年代決定にはやや弱いが、周囲で出土した須

恵器についても同型式である。 6世紀後棄の築造とみられるが、 3号墳が築かれた南東斜面

部分に尾根に先行して古墳を築造することは考えにくいため、1号墳の直後の年代を与えた。

したがって、古墳の築造は 6世紀の後葉～末にかけてすべて終了していることになる。

追葬については、 1号墳と2号墳・ 3号墳の各古墳で行われている。 2号墳は耳環の移動

を、 3号墳は耳環の点数 (3点の出土)を根拠としており、それぞれの年代は不明であるが、

1号墳での場合のように長期間にわたる追葬ではなかったものと想定できる。 1号墳では出

土須恵器から7世紀中葉と後葉にそれぞれ追葬が行われていることが確実である。その他に

須恵器の形態が 2段階程度に型式分類が可能であること、 7世紀中棄までの追葬までの間隔

●

Q
●?
Q
a
●―
●―

―

●  集造

○
追葬

()追 葬の可能性

? 時期不明
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が長すぎることから西暦600年頃の追葬を想定している。耳環が 3点出上しており、金銅製の

1点 (112)を初葬に伴うと仮定した場合、残りの 2点 (113・ 114)は早い段階での追葬に伴

うとみられる。

1号墳周囲の 5基の石室墓のうち、年代決定の根拠となる副葬須恵器をもつものは 1号石

室墓のみである。 5号石室墓の場合は数点の須恵器が上面などから出土しているものの、こ

れらの須恵器に年代幅がみられることを考慮すれば、埋葬後の祭祀などの可能性は否定でき

ないが、むしろ 1号墳の横穴式石室より掻き出されたとみなしうる。 1号石室墓出土の須恵

器は 1号墳出土の須恵器のうち古いグループと同じ特徴を有するもので、 1号墳と同年代で

ある。墳丘を切り込んでいるため、墳丘の盛り上よりも新しい段階に築かれている。 3号石

室墓には、須恵器の出土はなかったものの、鉄鏃が 2点出上し、その形式からほぼ 6世紀後

棄～末におさまるものとみられる。2号石室墓・4号石室墓はそれぞれの墓墳が 1号石室墓・

3号石室墓の一部を切り込んでいるが、副葬土器がなかった。厳密な年代は決めがたいが、

5基がともに再葬墓とする見方に基づけば、築造の年代幅はなく、まず同時期とみてもよい

であろう。 1・ 2号、 3・ 4号の 2基一単位となる2組の小竪穴式石室は規模的にも大小の

組合せとなっており、隣接して築かれており、群構成上の特徴の一つである。

1号墳を晴矢とする古墳群の築造は、 6世紀末までにそのピークを迎え、新しい古墳の築

造は行われない。各横穴式石室に追葬が行われ、1号墳では100年間にわたる継続的な利用が

行われる。この後、中世墓が南東斜面部に築かれるまでの期間の遺構は検出されていない。

しかし、 8世紀後半～ 9世紀前半の須恵器蔵骨器 (1)、 12世紀の白磁 (324)、 13世紀の瓦器

(325)な どによって、なにがしかの活動 (火葬墓などの再利用・盗掘)は想定されるが、明

確な痕跡は残していない。

以上のような築造状況を整理すると、 1号墳の築造を契機として周辺に横穴式石室や小竪

穴式石室が築かれている。墳丘規模や後述する横穴式石室の構造・副葬品の組成などからみ

ると、1号墳の群内における優位は揺るぎないものである。古墳群の群構成については、県内

において明かな事例は少ない段階であるが、 1号墳にみるような群における「主墳」の位置

づけを得る古墳はきわめて稀である。県内にはこの年代に前方後円墳は知られておらず
(1)、

墳形の上からの階層性は窺うことができないものの、さほど墳丘規模においても大きい部類

でもなく
(2)、
横穴式石室の規模についても同様である。つまりは全県的な広い規模での比較

では、注目される度合いは低いが、群内における相対的な位置は非常に高いということにな

るのであろう。そうした場合、 2・ 3号墳や 1～ 5号石室墓については従属するような主体

部であり、被葬者についても同様の関係にあるとみてよい。後期古墳は同族墓としての性格

を与えられる場合が多いが、山田古墳群Aの各古墳についての関わりの強さは特殊な例とし

て注目される。
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横穴式石室の構造

3基の横穴式石室の調査を通じて構造が細部まで明確になったのは 2号墳のみである。 1

号墳は床面直上にまで攪乱が及んでおり、一部の基底石と掘り方によってその形態を判断せ

ざるを得なかった。玄室は基本的に長方形のプランで、わずかに中央部が膨らむ胴張りの傾

向も併せもつ。玄室の規模は全長が2.7ないし3.2m、 幅が最大幅1.55mと さほど大規模では

ない。奥壁は2石で構成されているらしい。基底石は小日積みで、いわゆる腰石は用いない。

排水溝を有する。

2号墳は小型の横穴式石室を有する。無袖式で、羨道部が省略されているか、きわめて短

い形態である平面形は長方形プランで、中央部で大きく膨らんでいる。側壁は一部腰石を用

い、 2段日以上で徐々に持ち送っている。偏平な砂岩礫床を持つ。

3号墳はごく一部のみの遺存で、墓墳の形態により幸うじて玄室がわずかな胴張りを有す

ることがわかる。その他の構造は不明であるが、復元される法量が 2号墳の計測値とほぼ一

致しており、年代が近いことも考慮すれば同様の形態を持っていたことが推定される。

小竪穴式石室の構造

5基の小竪穴式石室は、壁体の構造に関すれば共通している。すなわち、長側壁において

基底石は板石を立てて横穴式石室と同様の腰石として用いている。ただし、 1号石室墓につ

いては西側の側壁のほとんどを小日積みとしている。短側壁部分はすべて 1石の立石により

構成され (5号石室墓はやや異なる。)、 3号石室墓では裏込めを用いている。 2段目以上は

やはり小日積みである。高さは 1号・ 5号石室墓で0.45mであり、この数値は平面形の規模

に関わらずほぼ変わらないものとみられる。 1号石室墓で 1石が架構状態で検出された。こ

うした小竪穴式石室において天丼石までを含めた構造が明らかな例として県内では麻植郡鴨

島町吐気山 2号墳第 2・第 3石室しかない
(3)。 吐気山 2号墳の小竪穴式石室は用いている石

材が結晶片岩であり、短側壁も小日積みにするなどやや違いもみられるが、おおむね法量な

どにおいては近似しており、同様の構造とみてよいであろう。

床面は主体部ごとに状況がやや異なる。板石を主に用い、隙間を小円礫で補うもの(1号。

4号石室墓)、 平たい円礫を用いるもの (3号・ 5号石室墓)、 特別な施設を設けないもの (2

号石室墓)がある。法量や次項でみる副葬遺物の面においても規則性は見いだせず、床面の

構造については、どのような選択が行われたかは不明である。

2 出土遺物について

副葬品組成

1～ 3号墳・ 1～ 5号石室墓の副葬遺物を一覧表にすると以下のようになる (次頁表)。
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遺物

遺構名

須 恵 器 装 飾

武   具 馬  具 工具

鉄 鏃

大

　
　
刀

轡  鐙
珠

刀

　

　

子

蓋 高  平 提 短
逮   頸 甕

杯 杯  瓶 瓶 壷

耳 勾 管 切 算 卜管 ガ 土

子盤系 又
環 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉 玉

三 方 圭 長

角

形 頭 頭 頸

1号墳

1号墓

2号墓

3号墓

4号墓

5号墓

2号墳

3号墳

○ ○ ○ ○  ○ ?
○    ○ ○

？

Ｏ

Ｏ

○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○
○ ○

○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○

1号墳では、須恵器・装身具・鉄鏃・大刀・馬具を含む。須恵器には蓋杯
。高杯・凰・平

瓶・甕などの各器種で構成され、副葬土器として一般的なものがすべてみられる。装身具に

ついては、実数ももっとも多く、構成する種類もほば出そろっている。馬具は山田古墳群A

では唯―の出土で、轡・鐙が 2組みられた。農工具類はみらないことと鉄鏃の点数も少なく、

本来の組合せからはかなり欠けている可能性があるが、副葬遺物の組成としてはもっとも充

実しているということができる。 2号墳は須恵器・鉄鏃・刀子が出土し、装身具は耳環 1点

のみであった。須恵器は蓋杯が 2組で、きわめて少なく最低限の単位であつた可能性がある。

鉄製品の副葬遺物の中に占める位置が高いところに特徴がある。鉄鏃については 1号墳出土

のものよりも、実数・形式数で上回つている。反面装身具の比率の低さが強調される。 3号

墳では須恵器・装身具が出土した。須恵器は杯蓋 2点できわめて少なかったが、横穴式石室

の依存状況を考えればやむを得ない。装身具類は山田古墳群Aでみられるすべての種類を備

えており、その位置づけが高い。武具・馬具類の出土は全くなかった点は好対照である。

石室墓においては、1号石室墓には須恵器 6点 と玉類100点が、3号石室墓には鉄鏃 2点が

副葬されていた。群構成でみたように、 2基一組の小竪穴式石室のうちの規模の大きなもの

に伴っており、ここにランク付けが働いていることが明瞭である。また、 1号石室墓と3号

石室墓とを比較すると、規模的には 3号石室墓が大形である。このことは、築造された位置

と不可分の関係とみておきたい。

総合すると、立地的にも規模的にも中心となる 1号墳が、須恵器
。武具・馬具・装身具を

副葬品としてももっとも豊富である。 2号墳では鉄製品中心、 3号墳では装身具のみの副葬

となっており、 1号墳とは対照的である。副葬遺物に現れたこうした違いは、被葬者集団内

の関係をも表しているものとみられる。 1号墳が群構成において軸となっていることは、遺

物の組合せの上からも説得力をもつ。
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馬具

馬具は素環鏡板付轡と鐙がそれぞれ 2組出上しており、 2セ ットの馬具の副葬が想定され

る。 7世紀以降の追葬段階の土器の副葬量がきわめて少ないものであることから、新しい段

階での副葬は行われていないものとみられる。したがって、初葬あるいは初葬から時間を隔

てないで行われた可能性のある追葬に伴うもので、本来の組合せからは大きくは離れていな

いものと考えられる。

馬具の中には県下初の出上である貝製雲珠の飾り金具が含まれていた。四国においては香

川県高松市南山浦11号墳においてその出土が確認されている (4)が、その出土数はきわめて

少ない。全国的には関東地方と北部九州に集中しており、集成を行った宮代氏はイモガイの

生息範囲との比較から大和朝廷による配布と地方生産の二つの可能性を想定している
(5)。

山田古墳群Aにおいては、横穴式石室の構造が今一つ明瞭でないため、どのような要因で貝

製雲珠がもたらされたかは判断しかねるが、ここでは前者の可能性を重視しておきたい。

装身具

出土遺物総数600点余りのうち半数以上を占める。ガラス玉・土玉がそのほとんどではある

が、耳環・勾玉・切子玉・管玉・ トンボ玉などを含み、多様な種類をもつ。 1号墳で玄室奥

壁付近から排水溝にかけてと出土範囲が広く、遺体への装着状況などは明らかにし得ない。

ガラス玉・土玉が、圧倒的な数を占める。 1号石室墓からはガラス玉99点 と上玉 1点が出土

した。追葬がなく帯状に集中していたことから、原位置にありかつ本来の組み合わせを示す

例として注目される。2号墳では耳環が 1点出上したが、追葬された遺体には伴っておらず、

またガラス玉などはどちらの遺体にも装着されていない。 3号墳は横穴式石室の遺存する範

囲が狭かったが、玄室の奥壁に近い箇所に集中していた。耳環が 3点含まれていることから

1体分ではなく、 2体目も含めた装身具が集中していた可能性がある。算盤玉が含まれてお

り、 1号墳よりも豊富な組み合わせをもつことになる。土玉が 3点のみの出上で、実数は不

明ながら全体に占める割合が低い。この点は 1号石室墓の状況と共通する。

そのうち、出土数のもっとも多かったガラス玉についてみると、サイズ 。色調の点で出土

古墳それぞれの傾向をもつ。1号墳では径が 3～ 4 mmのサイズにピークが集まり、2～ 3 mm・

3～ 4m14の ものが続き、やや大きめである。また、 5 mm以上のものも少なからずみられる。

12mmを越える2点は他のガラス玉とは異なる装着方法が想定できる。 3号墳では、 1号墳の

ものと近いサイズをもつものが多いが、径 6 mm以上のものは含まれない。 1号石室墓では 2

～ 3 mmに ピークがあり、このサイズに当てはまらないものは非常に少ない。重量は径にほぼ

比例しており、同様の傾向がある。色調は『色名帳』によって細別したものを、色の系統ご

とに再度まとめた (第85図 )。 l号墳では、紺系統が半数を占め、その残りを濃緑。明緑の緑
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山田 Al号 墳

色系統が約半数づつを占める。緑黄 。青緑・緑などの系統はごく少数しか含まれない。 3号

墳では、明緑系統が 3分の 1以上を占めもっとも多く、濃緑・紺系統の割合が少ない。黄・

橙の比率が高いのは、絶対数が少ない (34点)ためであろうか。 1号石室墓では濃緑系統が

大多数を占め、それ以外の

ものはきわめて少ない。サ

イズ。色調からみると主体

部ごとに状況が異なってい

る。一体への装着かどうか

疑間を残しているが、本来 第85図 山田古墳群 A出土ガラス玉の色調構成

の組合せを残す 1号石室墓のガラス玉のサイズが横穴式石室出上のものよりも小さいである

ことから、主体部構造と同様にガラス玉にもランク付けが行われているとみることができる。

類例をさらに整えて検討すべき課題である。

3 中世墓の構造と群の構成

4基の構造と年代について

4基の中世墓は南北に伸びる尾根の南東斜面部に築かれていた。調査区外には、次項でみ

るようにさらに中近世墓が広がる。ここでは、 4基の構造とその位置づけについて簡単に整

理しておきたい。

もっとも高い位置に築かれた 1号中世墓は斜面を階段状にカットして平坦面を作 り出し

て、火葬施設を築いた後に、埋葬施設を設け(一部は火葬施設を利用)、 墓壇状の石組を築き、

上表となる五輪塔を置く。埋葬施設のうち SK02は、骨蔵器として円筒形の土師質土器を用い

ている。火葬施設には煙道を設けていない。その他の 3基について、火葬骨の埋葬施設を覆

う石組を築く2号中世墓では、五輪塔の一部が埋葬施設 (SK01)の上面で原位置をとどめて

いた。 3号・ 4号中世墓でもそれぞれ若干の五輪塔が出土していることから、すべての中世

墓に五輪塔が伴っている。骨蔵器が検出されなかった多くの埋葬施設では、有機質の骨蔵器

の存在が想定される。

4基の中世墓の年代は、紀年銘のある遺物がみられなかったことから、土器や五輪塔の形

態などに拠るが、それらの資料の編年は確立しておらず、幅のある推定の域を出ない。 1号

中世墓や 2～ 4号中世墓周辺で出土した土師質の円筒形土器は、類例が増えつつある段階で

年代をおさえうる状況ではない。浦庄遺跡の年代の根拠が正しければ (文永 7【 1270】 年銘

の板碑)、 存続期間がかなり長いようである。五輪塔の型式は火輪の傘部分の反りや水輪の最

大径の位置などについて、凝灰岩製のものが砂岩製のものよりも古くなる傾向がある。造墓

の方法として、中心地から外へ向かって、高い位置から低い位置へ継続して築く傾向が認め

責
紺
諦
離
嚇
縁
橙

国
囲
レ
霞
□
□
圏

山田A3号墳 山田Al号墓
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られている (6)。 また、火葬墓としての機能からも、1号中世墓を築いた後に 2～ 4号中世墓

が築かれた可能性が高い。しかしながら、五輪塔の先述の型式上の特徴からは 1号中世墓の

ものは新しい傾向がある。このことは継続的な供養にも起因するとも考えられるが、五輪塔

の形態が石材による規制を受け、凝灰岩製のものに古い形態を残していることも考えうる。

近世初期に位置づけられる五輪板碑
(7)は
、ゃゃまとまって出土した 2号中世墓周辺のもの

でも中世墓築造段階のものとは考えにくく、築造時から若干の時間を隔てた時点での供養に

よるものとみられる。したがって、 2号中世墓を含めた 3基の火葬施設をもたない火葬墓に

ついては、 1号中世墓において、各段階で認められた時間差は2～ 4号中世墓築造の年代差

との対応の可能性がある。築造時以降の供養についても石造物を根拠とする他はないが、五

輪板碑よりも新しい形態のもの (一石五輪塔)な どがみられず、江戸時代の初期段階で終了

しているようである。

調査区周辺の中近世墓群

調査が行われた尾根の南東斜面の里道に沿うように、現在も五輪塔などが散乱し中近世墓

が広がっている様子が観察される(第86図 )。 調査された 4基の中世墓の位置づけにも関わる

部分であり、地点ごとの状況を整理しておきたい。

第①地点は 2・ 3・ 4号中世墓

にもっとも近い位置にある。径 7

～ 8mの塚状の土盛 りがある。五

輪塔や積み石などは現況ではみら

れない。

第②地点は里道東側に沿い約10

mにわたって、五輪塔などがみら

れる。わずかに集石らしいものも

みられるが、特別な施設はみられ

ず別の中近世墓などから集められ

てきた可能性が高い。いずれも砂

岩を素材としており、空風輪 3点、

火輪 3点、水輪 8点、地輪 4点が

認められた。

第③地点は里道の西側に隣接す

る地点で、南北 5～ 6m、 東西3.5

mの不整円形を呈する塚状の高ま第86図 中近世墓の広がり
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りがある。現状での高さは lmを上回る。盛り上の隙間には結晶片岩などの円礫による積み

石の状況がみられる。墓標の施設はない。

第④地点はもっとも下位の水田近い位置にある。 7～10m四方の範囲に五輪塔類が集中す

る。意図的に砂岩礫を積み上げた感のある集石箇所や基壇状の施設があり、そうした中に五

輪塔などが散見される状況である。五輪塔には空風輪 2点、火輪 5点 (う ち 1点に梵字)、 水

輪13点、地輪 1点、五輪板碑 5点があり、ほかに仏像類の墓標が 5点ある。これらは集積さ

れる状態に不自然な状態であり、他の中近世墓から集められたものであろう。

以上の 4地点の状況を整理すると、 2地点に塚状の盛り土が注目される。 1～ 4号中世墓

において上部構造が築造当初の形態を保っているものがなかったが、 1号中世墓のような基

壇状の石組を築く場合と第①・第④地点の塚状に盛り上を行う二つの形態が並存しているよ

うである。盛り上の行われた中近世墓の詳細は不明であるが、上表としての五輪塔が確認で

きないことから下部構造なども異なっている可含Z陛がある。五輪塔や仏像類はすべて砂岩製

で凝灰岩製のものはみられなかった。五輪塔の各形式においても、 1～ 4号中世墓出上のも

のよりも古い特徴を有するものはなかった。仏像類の型式からは、室町時代の終わりから江

戸時代の初頭と考えられる
(8)。 五輪塔などの特徴からみると、1～ 4号中世墓と同年代かや

や新しい可能性が想定される。したがって、これらの 4地点に展開する中近世墓も1～ 4号

中世墓と一連の流れの中で築造され、継続した供養が行われたものとみられる。現在も中近

世墓の間を縫うように残っている里道は、この形態がどの段階までさかのぼるかは不明であ

るが、以上みてきたような造墓活動の名残である可能性が非常に高い。

また、調査地点のすぐ南側の水田面には寺院があったとの古老の伝承がある。

中世墓群の類例との比較

山田古墳群Aの 4基の中世墓に関して、これまでの限られた県内の調査例 (9)か ら類似す

るものを見つけるのは困難である。

奈良県宇陀地域の中世墓群は群単位の調査が数力所で行われており、群構成を検討する上

でモデルケースとなりうる地域であり、楠元哲夫氏
Qの と白石太一郎氏

°つによって考察がな

されている。宇陀郡榛原町野山遺跡群
α
"。 同町所在能峠遺跡群

(Dな どの 6遺跡の中世墓群

について調査が行われ、その意義が整理されている。楠元。白石両氏の論を参考にしながら、

その位置づけを検討してみよう。立地条件においては、尾根の稜線状を用いる例が一般的で

あり、古墳の立地条件と重なる場合が多いとされている。野山遺跡群野山支群では尾根の稜

線上状に5世紀を中心とする古墳群の墳丘の頂部や裾部に中世墓が 8基築かれるのとは別

に、北西側の斜面ではテラス状に平坦面を削り出し34基の中世墓を築いている。(以下の文中

では野山支群北斜面)。 年代的にほぼ同時期であり、副葬遺物に差異がみられることから、階
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層差を表現しているものとみられる。山田古墳群Aでは、尾根上では古墳が築かれたのみで、

中 (近)世墓は南東斜面に集中しており、古墳の墳丘や主体部を利用した痕跡はみられない。

斜面部を中心に展開する中世墓群としては、福岡県北九州市白岩西遺跡
Qゆ があるが、墓群

の規模が格段に大きく(13群 230基以上)、 隣接する寺院や特定氏族との関係で捉えうるなど、

実態の解明の度合いに優る。

構造の面で比較すると、墓の上部構造に石組をもつものはきわめて普遍的で、多くの例が

知られている。野山支群北斜面の場合、中世墓のほとんどに石組を伴つており、その形状に

もばらつきがみられ、山田古墳群Aにおける 2～ 4号中世墓の状況に類似している。 3・ 4

号中世墓のように、石組を匠または□字形とする方法もまた一般的である。そうした中で側

辺を共有 して連続的に築 く例 も頻繁にみられ、宇陀地域に関すれば野山支群北斜面

ST03～ 05や奈良県宇陀郡榛原町大王山遺跡東尾根地区
a9、 その他の地域に目を移せば二重

県松坂市横尾墳墓群A区の南西斜面 °°などでみられる。 4号中世墓において連続した造墓

を想定したのもこうした例をぶまえたからである。火葬施設を伴う場合と伴わない場合とが

あり、宇陀地域においても遺跡ごとに異なる様相をもつ。こうした点は、火葬墓に用いる蔵

骨器の材質や五輪塔の保有状況にも現れている。

以上諸点について比較検討を加えてきたが、尾根全体を覆うような大規模な中世墓群と数

基程度で構成される中世墓群とでは、墓に現れる以前に造営主体そのものに大きな差異があ

ることが当然予想される。造営主体たる集落遺跡の考古学的資料や文字史料の研究の畜積が

望まれ、その基本的な条件をまず満たしうる遺跡の一つになり得たことが大きな成果といえ

よう。

江

(1)美 馬郡穴吹町三島 1号墳は前方部。後円部にそれぞれ横穴式石室をもってる前方後円墳とす

る見方があるが (A)、 墳丘の形態からの批判的な見方もあり (B)、 一墳丘二石室の構造とみ

た方が妥当性が高いように思われる。

A 岡山真知子「三島古墳群の研究」『徳島考古』倉lJfJ号 徳島考古学研究グループ 1983

B 菅原康夫『日本の古代遺跡 39 徳島』保育社 1988

(2) 菅原康夫「徳島県」 (『古代学研究』第120号・円墳特集 1990)の一覧による。

(3) F吐気山古墳発掘調査概報』鴨島町教育委員会 1982

(4) 『南山浦古墳群調査報告書』 (高松市教育委員会 1985)掲載の第26図 414。

(5) 宮代栄―「いわゆる貝製雲珠について」F駿台史学』76号 1989

(6)楠 元哲夫「中世後半期における集団墓地―とくにその生成と展開をめぐって一」『末永先生

米壽記念 献呈論文集 坤』明新印刷 1985
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(7) 坪井良平「山城木津惣墓墓標の研究」『考古学』第10巻第 6号 1939

(8) 注 (5)文献

(9)徳 島県下における中世墓の調査例については、辻佳伸氏の以下の成果にまとめられている。

辻佳伸「徳島県の中世墓―火葬墓の展開に関する予察―」F徳島県埋蔵文化財センター研究

紀要 真朱』第 2号 1993

(10) 注 (4)文献

(11) 白石太一郎「奈良県宇陀地方の中世墓地」『国立歴史民俗資料館研究報告』第49集 1993

(12) 『野山遺跡群 I』 奈良県立橿原考古学研究所 1988

『野山遺跡群 H』 奈良県立橿原考古学研究所 1989

(13) 『能峠遺跡群 I(南山編)』 奈良県立橿原考古学研究所 1986

(14) F白岩西遺跡』北九州市教育文化事業団 1984

(15) 『奈良県宇陀郡大王山遺跡』榛原町教育委員会 1977

(16)A 『近畿自動車道 (久居～勢和間)埋蔵文化財発掘調査概報 H』 二重県教育委員会 1986

B 『三重県の中世墓』三重県埋蔵文化財センター 1992

以上の注に挙げた文献のうち、原典資料に接することのできなかった遺跡があり、それらについて

は注 4・ 16Bの他に以下の文献を参考にした。

参考文献

『仏教芸術』第182号 特集 。中世の墳墓 1989
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第 1表 Q-5・ 6グリッド須恵器観察表

番 号
挿 図
図 版
位置 器種 潅
ω
形態上の特徴 調整の特徴 色 調 胎 土 焼成 回転台 備考

1

5

11

Q ―
4・ 5

蔵骨器 口径

10 0

器高

16 8

最大

15 5

頸部

11 4

丸みをもち上半よりに最

大径をもつ体部に、短 く

立ち上がる日頸部 と脚台

をもつ。口頸部は上方ヘ

強 く屈曲し、日縁端部は

やや四角 くおさめ、上面

に端面を作 り出す。脚部

は全周にわたって欠失し

ている。

体部は下から 3分の 1以

下の部位に回転ヘラ削 り

が施される他は、回転ナ

デ調整である。脚部内面

はナデ調整により削りの

痕跡はほとんど観察でき

ない。肩部外面に指頭圧

痕。

(外 )黄灰色

(内 )暗灰黄色

密、径0 5mm未

満の砂粒 ごく

わずかに含む

良好 反時計回

り

第 2表 SM1001出土須恵器観察表

号
図
版

番
挿
図
位置 器種 漣
ｍ
形態上の特徴 調整の特徴 色 調 胎 土 焼成 回転台 備考

2

14

8

前庭部 杯蓋 口径

12 4

器高

4 45

天丼部は丸みをもち、緩

やかなカープで口縁につ

ながる。日縁は端部でわ

ずかに外反する。器壁が

全体に厚い。

天丼部外面は回転ヘラ削

り、その他はナデ調整。

天丼部内面は回転ナデ調

整後、一定方向ナデ。

灰色 密、径 3 mm未

満の砂粒やや

多 く含む

良好 時計回 り 天丼部

外面に

「 |」

字のヘ

ラ記号

3

14

8

羨道部

前庭部

杯蓋 口径

13 0

器高

40

口径に比 して偏平な体部

で、全体に器壁は厚い。

天丼部外面は回転ヘラ削

り、その他は回転ナデ調

整。天丼部内面は回転ナ

デ後、一定方向ナデ。

暗青灰色 密、径 l mm未

満の砂粒わず

かに含む

良好 時計回 り 「T」

のヘラ

記号

4

14

羨道部 杯蓋 口径

116

器高

40

半球形のプロポーション

をもつ。日縁部内面にご

くわずかな くばみがあ

る。

天丼部外面に回転ヘラ肖1

り、その他は回転ナデ調

整を施す。天丼部内面は

回転ナデ後、一定方向ナ

デ。

灰色 密、径 3 mm未

満の砂粒含む

良好 時計回 り 天丼部

外面に

「×J

字のヘ

ラ記号

5

14

8

前庭部

周濠

杯蓋 口径

13 2

器高

51

背が高 く丸い天丼部をも

つ。日縁は丸 くおさめる。

天丼部外面に回転ヘラ削

り、そのほかは回転ナデ

調整。

(外 )灰色

(内 )灰白色

情良 やや軟質 時計回 り

6

14

8

羨道部

前庭部

杯蓋 口径

12 95

器高

42

丸みをもつ天丼部 と端部

が丸 くおさまる日縁部 と

からなる。

天丼部外面は回転ヘラ削

り、その他は回転ナデ調

整。

灰色 精 良 良好 時計回 り

7

14

8

羨道部 杯蓋 回径

14 6

器高

41

口径に比してやや偏平な

器形で、日縁部はやや内

湾気味であり。口縁部は

やや四角い。

天丼部外面は回転ヘラ削

り、その他は回転ナデ調

整。

オリーブ灰色 密、 2 mm未満

の砂粒わずか

に含む

良好 時計回 り 内面に

鉄錯付

着

8

14

8

羨道部

前庭部

杯露 口径

15 0

器高

44

丸みをもつ天丼部 と薄い

つ くりの回縁部 とからな

る。日縁端部 は丸 くおさ

められている。

天丼部外面は回転ヘラ削

り、その他は回転ナデ調

整。

灰色 密 良好 時計回 り

9

14

8

羨道部 杯蓋 口径

13 5

器高

4 55

やや背が高 く、丸い天丼

部 と緩やかなカープをも

つ肩部からなる。口縁端

部は丸 くおさめている。

天丼部外面は回転ヘラ削

り、その他は回転ナデ調

整。

(外 )黄灰

(内 )灰 白色

密、径 2 nm未

満の砂粒少し

含む

良好 時計回 り 溶着物

あり

10

14

羨道部 杯蓋 口径

14 6

器高

27

緩やかなカープの肩部 と

丸 くおさめる日縁端部 を

もつ杯蓋破片。

残存部位は回転ナデ。粘

土紐接合時の絞 り痕顕

著。

(外)灰色

(内 )灰 自色

密、径05m未
満の砂粒やや

多 く含む

良好 不明
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号
図
版

番
挿
図
位置 器種

法量
lal
形態上の特徴 調整の特徴 色 調 胎 土 焼成 回転台 備考

11

1営

8

羨道部

橿石下

杯蓋 回径

13 5

器高

44

全体に丸い器形で、口縁

も内湾する。日縁端部は

丸 くおさめられている。

天丼部外面は回転ヘラ削

り、その他は回転ナデ調

整。

(外 )灰色

(内 )オ リープ

灰色

密、径 lm木

満の砂粒ごく

わずかに含む

良好 時計回り

12

14

羨道部 杯蓋 口径

13 8

器高

43

丸みをもつ天丼部にやや

内湾する口縁部をもつ。

日縁端部は丸 くおさめ

る。

天丼部外面は回転ヘラ削

り、その回転ナデ調整。

(外)灰色

(内 )灰 白色

精良 良好 時計回 り

13

14

羨道部 杯蓋 回径

146

器高

39

天丼部は平坦で、緩やか

なカーブの肩をもつ。日

縁端部は丸くおさめてい

る。

天丼部外面は回転ヘラ削

り、その他は回転ナデを

施す。削 り面に植物繊維

の圧痕あり。

(外 )灰黄色

(内 )淡黄色

やや粗 良好 時計回り 39に類

似

14

羨道部 杯蓋 口径

13 65

緩やかな肩部をもち、日

縁は丸 くおさめる。

残存部位 は回転 ナデ調

整。

(外 )灰色

(内 )灰 白色

精良 良好 不明

羨道部 杯蓋 口径

13 0

緩やかなカーブで回縁部

にいたり、やや尖 り気味

に】,さ まる。

残存部位 は回転 ナデ調

整。

(外)灰色

(内)灰白色

やや粗、径 1

mm未満の砂粒

やや多 く合む

良好 不明

羨道部 杯蓋 回径

150
丸みをもつ肩部 と、先端

をやや細 く仕上げる回縁

部 とからなる。

天丼部外面は回転ヘラ削

り、その他は回転ナデ調

整。

灰白色 精良 良好 反時計回

り

17

14

羨道部 杯蓋 口径

139
稜をもたない肩部 と先端

をやや細 く仕上げ、丸 く

お さめる口縁 とか らな

る。日縁部内面には非常

に弱い稜がある。

残存部位は回転ナデ。 (外 )浅黄色

(内 )灰 白色

精良 やや軟質 不明

18

14

羨道部 杯蓋 日径

14 5

器高

32

緩やかなカーブをもつ口

縁部の破片で、回縁端部

は厚 く仕上げられてい

る。

残存部位は回転ナデ。 (外 )灰色

(内)灰自色

密 良好 不明

19

14

8

羨道部 杯藍 口径

13 1

器高

40

全体に丸みをもち、日縁

端部はやや厚く丸くおさ

めている。

天丼部外面に回転ヘラ削

り、その他は回転ナデ調

整。粘土紐接合の痕跡が

亀裂 として観察できる。

ヘラ削リエ具の上 まった

痕跡か ら工具の幅が17
cn以上であることが分か

る。

灰色 精 良 良好 時計回り

20

14

羨道部 杯蓋 口径

13 0

器高

41

丸みをもつ天丼部から、

直立する日縁部へとつな

がる。口縁端部は丸くお

さめる。

天丼部外面は回転ヘラ削

り、そのほかは回転ナデ

調整。天丼部内面は回転

ナデ後、一定方向ナデ。

灰色 密、径0 5mu末

満の砂粒やや

多 く含む。

良好 反時計回

り

21

14

8

羨道部 杯蓋 回径

13 4

器高

42

天丼部にヘラ切り時の平

坦面を残す。日縁部は大

きく開き、端部は丸くお

さめる。

天丼部外面は回転ヘラ削

りがなく、ヘラ切り後無

調整。その他は回転ナデ

調整。

灰白色 精良 良好 時計回り 26、 27、

29と類

似

22

14

羨道部 杯蓋 回径

13 3

肩部は緩やかなカーブを

もち、日縁端部は丸くお

さめる。

残存部位は回転ナデ。 (外 )責灰色

(内 )灰 白色

精良 良好 不明

23

14

8

杯蓋 口径

12 6

器高

43

丸い天丼部に、直立する

日縁部をもつ。口縁部内

面には稜線がめぐる。

天丼部外面に回転ヘラ削

り、その他は回転ナデを

施す。内面回転ナデによ

る凹凸著しい。

灰色 密、径 l md未

満 の 砂 粒 含

む。

良好 反時計回

り

司

Ｈ

樹

＝

＝

Ｈ

Ｈ

ｌ

日

Ｉ

Ｂ

Ｂ

Ｉ

Ｂ

Ｉ

Ｂ

Ｉ

Ｂ

日

！

日

Ｉ

Ｂ

Ｂ

Ｉ

Ｂ

Ｉ

Ｂ

Ｉ

Ｉ

Ｂ

Ｉ

Ｂ

Ｉ

Ｉ

Ｂ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

！

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｂ

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝
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号
図
版

番
挿
図
位置 器種 遅
⑪
形態上の特徴 調整の特徴 色  調 胎 土 焼成 回転台 備考

24

14

8

羨道部

前庭部

杯蓋 日径

130

器高

41

天丼部は緩やかな丸みを

もち、口縁部は直立また

はわずかな内湾である。

日縁内側にはナデによる

凹部がある。

天丼部外面は回転ヘラ削

り、その他は回転ナデ調

整。

灰白色 やや粗、径 2

mm未満の砂粒

わずかに含む

良好 時計回 り

25

14

羨道部 杯蓋 口径

13 2

器高

3 65

平坦な体部に外側へ開く

回縁部が付 く。日縁部内

面にはごくわずかな沈線

がめぐる。日縁部が厚手。

天丼部外面には回転ヘラ

削り、その他は回転ナデ

調整。

緑灰色 密、径 l mm赤

満の砂粒含む

良好 反時計回

り

２６

・４

８

羨道部 杯蓋 回径

11 0

器高

41

器高に比してやや口径が

小さい。口縁部外面には

弱い稜線がめぐり、端部

は丸 くおさめる。

天丼部外面は回転ヘラ削

り、その他は回転ナデ調

整。回転ヘラ削 りは粗 く、

ヘラ切 りの痕跡を明瞭に

残す。天丼部内面は回転

ナデ後、一定方向ナデ。

灰色 密、径 l du未

満の砂粒わず

かに含む

やや軟質 時計回り ハケ状

工具の

圧痕、

29と 類

似

27

14

8

羨道部 杯蓋 回径

11 35

器高

4 1

体部は全体に丸 く、肩部

には日縁部 との境 となる

ごく弱い稜がある。日縁

端部はわずかに外側へ肥

厚 し、丸 くおきめる。

天丼部外面は回転ヘラ削

り、その他は回転ナデ調

整。天丼部内面は回転ナ

デ後、一定方向ナデ。

灰色 密、径0 5mm未

満の砂粒含む

やや軟質 反時計回

り

ヘラ状

工具の

圧痕あ

り

２８

‐４

８

羨道部 杯蓋 口径

12 5

器高

33

平坦な天丼部をもち、そ

のままのカーブで回縁に

つながる。器壁が非常に

厚 ヤゝ。

天丼部外面には回転ヘラ

削 りがなく、ヘラ切 り後

回転ナデ。その他は回転

ナデ調整

(外 )暗 赤 灰

色・ 赤灰色

(内 )灰 自色

密、径 5 mm未

満の砂粒含む

良好 時計回 り 56、 57、

60と類

似

29

14

8

譲道部 杯蓋 口径

11 4

器高

34

やや平坦な天丼部 をも

ち、口縁部は強いナデに

よってわずかに外反して

いる。器壁は全体に薄く

仕上げられている。

天丼部外面は回転ヘラ削

りがなく、ヘラ切り後の

調整がない。その他の部

分は回転ナデ調整で、天

井部内面は回転ナデ後一

定方向ナデが施されてい

る。

灰色 精良 良好 時計回 り ハク状

工具の

圧痕

30

14

8

羨道部 杯蓋 回径

11 4

器高

36

天丼部はやや偏平で、肩

部に緩やかなカーブがあ

る。日縁部は丸くおさめ

る。

天丼部外面は回転ヘラケ

ズリ、その他は回転ナデ

調整による整形を施す。

天丼部内面には回転ナデ

後、一定方向ナデを施す。

灰色 精 良 良好 時計回 り

31

14

8

羨道部 杯藍 口径

11 8

器高

37

肩部が丸く、全体に厚く

仕上げられている。日縁

端部は単純に丸くおさめ

られている。

天丼部外面は回転ヘラケ

ズリ、その他は回転ナデ

調整。天丼部内面には回

転ナデ後、一定方向ナデ。

(外 )褐灰色

(内 )灰色

密、混入砂粒

やや多い。

良好 時計回 り

前庭部 杯 口径

12 0

受部

13 8

立上

08

やや深い杯部に上方へま

っすぐ立ち上がる口縁部

をもつ。立ち上が り内面

の屈曲はない。

残存部位は回転ナデ。 灰色 密 良好 不 明

33

15

羨道部 杯 口径

11 75

器高

38
受部

14 35

立上

09

浅い皿形の体部に、内傾

する日縁が付く。口縁端

部は細 く仕上げられてい

る。

底部外面 は回転 ヘ ラ削

り、その他は回転ナデで

調整されている。回転ヘ

ラ削 りの範囲は他のもの

に比べ広い。

(外)灰色 。明

オ リープ灰色

(内 )灰色

密、径 2 1Fal未

満の砂粒やや

多 く含む

良好 反時計回

り

底部外

面に

「×」

字のヘ

ラ記号
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号
図
版

番
挿
図
位置 器 種 進
ｍ
形態上の特徴 調整の特徴 色  調 胎  土 焼成 回転台 備考

羨道部 杯 回径

12 7

受部

14 8

立上

0 75

歪の大きい小破片である

が、口縁が直立する形態

をとる。口縁端部 はわず

かに外反し、立ち上が り

内面の屈曲はほとんど見

られない。

底部外面は回転ヘラ削

り、その他は回転ナデ調

]警。

明オ リーブ灰

色

密、径 l mm未

満の砂粒少し

含む

やや軟質 不明

前庭部 杯 口径

12 0

受部

14 2

立上

08

やや深い体部に上方へ反

り上がる立ち上が りをも

つ。立ち上が り部分はや

や厚手。

底部外面 は回転 ヘ ラ削

り、その他は回転ナデ調

]警。

灰自色 精良 良好 反時計回

り

３６

・５

９

羨道部

前庭部

杯 口径

13 1

器高

47
受部

15 0

立上

10

やや深い杯部に内傾する

立ち上が りをもつ。立ち

上が りは本遺跡の須恵器

の中ではやや長い。立ち

上が り内面 の屈 曲 は弱

底部外面は回転ヘラ削

り、その他は回転ナデ調

整。底部内面は回転ナデ

後、一定方洵ナデ。

(外 )灰色

(肉 )オ リーブ

灰色

精良 やや軟質 時計回 り

37

15

前庭部 杯 口径

13 4

受部

15 8

立上

07

やや深い杯部に短 く太い

立ち上が りをもつ。立ち

上が り内面 の屈 曲 は弱

残存部位は回転ナデ。 灰白色 密、径 l IIm未

満の砂粒含む

良好 不明

羨道部 杯 口径

13 0

受部

15 0

立上

09

浅い皿形の体部に直立す

る短 い立ち上 が りを も

残存部位は回転ナデ。 灰自色 精 良 軟質 不明

39

15

9

羨道部 杯 口径

14 2

器高

38
受部

16 6

立上

08

浅い皿形の杯部 と、上方

へ立ち上がる日縁部 とか

らなる。立ち上が り内面

の屈曲は弱い。

底部外面 に回転 ヘ ラ削

り、そのほかは回転ナデ

を施す。

灰白色 密、径0 5mm未

満の砂粒わず

かに含む

軟質 時計回 り

羨道部 杯 口径

12 6

器高

37
受部

15 0

立上

08

浅い皿形の杯部に内傾し

て立ち上がる日縁部をも

つ。全体に薄く仕上がっ

ている。

底部外面 に回転 ヘ ラ削

り、その他は回転ナデ調

整。

灰白色 精良 軟質 反時計回

り

41

15

9

羨道部

前庭部

杯 口径

12 6

器高

43
受部

15 3

立上

07

丸い体部に短い立ち上が

りが付 く。立ち上が りは

内傾 して端部近 くでごく

わずかに外反している。

立ち上がり内面にはやや

強い屈曲がある。

底部外面 に回転 ヘ ラ肖U

り、その他は回転ナデ調

整。

灰色 密、径 2 nd未

Hitの砂粒含む

良好 反時計回

り
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号
図
版

番
挿
図
位置 器種 濾
ｍ
形態上の特徴 調整の特徴 色 調 胎 土 焼成 回転台 備考

42

15

羨道都 杯 口径

13 6

受部

16 0

立上

07

短 く内傾して立ち上がる

日縁部をもつ。立ち上が

り部分は薄 く仕上げられ

ている。

残存部位は回転ナデ。 浅黄色 精良 軟質 不明

４３

・５

９

羨道部 杯 日径

11 9

器高

39
受部

13 5

立上

07

底部に明確な平坦面を残

す。立ち上がりは短 くわ

ずかに内傾している。日

縁内面にはやや強い稜が

あり、端部はやや尖つて

いる。

底部外面は回転ヘラ削

り、その他は回転ナデ調

整。底部内面は回転ナデ

後、一定方向ナデ。

褐灰色 精 良 良好 反時計回

り

４４

‐５

９

羨道部 杯 口径

12 9

器高

33
受部

15 1

立上

07

浅い皿形の杯部に内傾す

る立ち上がりをもつ。立

ち上がり内面には屈曲は

ない。

底部外面 に回転ヘ ラ削

り、その他は回転ナデが

施されている。

灰自色 密、径0 5mm未

満の砂粒わず

かに含む

軟質 不 明

45

15

羨道部 杯 口径

13 8

器高

33
受部

16 0

立上

07

浅い皿形の杯部に短 く直

立する立 ち上が りが付

く。立ち上が り部内面の

屈曲は全 くない。

底部外面は回転ヘラ削

り、その他は回転ナデ調

整。

灰白色 密、径0 5mm末

満の砂粒わず

かに含む

軟質 反時計回

り

46

15

周漂 杯 口径

12 4

器高

35
受部

14 35

立上

0 65

浅い皿形の体部 と短 く上

方へ立ち上がる口縁部 と

からなる。立ち上が りの

内面の屈曲が明瞭 であ

る。

底部外面は回転ヘラ削

り、その他は回転ナデで

調整されている。

(外 )灰 自色・

灰色

(内 )灰 白色

密、径 2面未

満の砂粒含む

良好 時計回 り

47

15

9

羨道部 杯 口径

1095

器高

3 65

受部

13 2

立上

06

浅い皿形の体部に短い立

ち上が りをもつ。立ち上

が りは内傾し上方へ屈曲

して、丸 くおさめる。

底部外面は回転ヘラ削

り、その他は回転ナデ調

整。底部内面は回転ナデ

後、一定方向ナデ。

(外 )オ リーブ

灰色・ 灰白色

(内 )灰色

精 良 良好 時計回 り 「 |」

のヘラ

記号

４８

・５

９

羨道部

前庭部

杯 口径

12

器高

42
受部

14 0

立上

0 65

浅い皿形の体部に短い立

ち上がりが付く。立ち上

がりは内傾し、内面に屈

曲はない。

底部外面 は回転 ヘ ラ削

り、その他は回転ナデ調

整。回転ナデ調整は粗雑

でヘラ切 りの痕跡が明瞭

に残る。

浅黄色 精良 良好 反時計回

り

49

15

羨道部

前庭部

杯 回径

14 5

受部

17 2

立上

07

短 く内傾 して立ち上がる

日縁部 をもつ。杯部は立

ち上が りに比 してやや深

底部外面に回転ヘラ削り

その他は回転ナデ調整。

灰白色 精 良 軟質 時計回り
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号
図
版

番
挿
図
位置 器種 潅
⑪
形態上の特徴 調整の特徴 色 調 胎 土 院成 回転台 備考

50

15

羨道部 杯 口径

12 8

受部

15 5

立上

0 45

やや深い体部に短 く内傾

する立ち上が りが付 く。

底部外面 は回転 ヘ ラ削

り、その他は回転ナデ調

整。

灰白色 精 良 軟質 反時計回

り

51

15

羨道部 杯 口径

11 7

器高

46
受部

14 1

立上

04

深い杯部 と短 く上方へ反

る口縁部 とからなる。立

ち上が り内面の屈曲は鋭

底部外面 に回転 ヘ ラ削

り、そのほかは回転ナデ

を施す。

灰白色 やや粗 良好 反時計回

り

緑色の

自然釉

付着

52

15

9

羨道部 杯 日径

12 5

器高

55
受部

14 85

立上

0 25

やや深い杯部 に、非常に

短い立ち上が りをもつ。

立ち上が り内面には弱い

屈曲がある。

底部外面 は回転 ヘ ラ肖」

り、その他は回転ナデ調

整。

(外 )明オ リー

ブ灰色

(内 )灰 白色

精良 良好 反時計回

り

53

15

9

羨道部 杯 回径

11 2

器高

43
受部

14 0

立上

0 45

浅い皿形の体部に短い立

ち上が りが付 く。立ち上

が りは内傾 してお り、や

や厚手で、内面の屈曲は

ない。

底部外面は回転ヘラ削

り、その他は回転ナデ調

整。

淡黄色 密、径 2 mm木

満の砂粒含む

(外 )良好

(内 )やや

軟質

時計回 り 底部外

面に自

然釉付

着

５４

‐５

９

前庭部 杯 回径

1195

器高

34
受部

98
立上

03

浅い皿形の体部に短い立

ち上がりが付 く。立ち上

がりは肉傾が顕著で、内

面には弱い屈曲がみられ

る。

底部外面には回転ヘラ削

りがなく、不整方向のナ

デによって調整されてい

る。その他は回転ナデ調

整。底部内面は回転ナデ

後、一定方向ナデ。

灰色 密、径 2 mm未

満の砂粒わず

かに含む

良好 不明 「×」

のヘラ

記号

５５

・５

９

羨道部 杯 口径

12 2

器高

31

口径に比 して器高、立ち

上が りが低い。立ち上が

り内面の屈曲は弱い。

底部外面は回転ヘラケズ

リ、そのほかは回転ナデ

によって調整 されてい

る。外面の一部に板ナデ

状の痕跡。底部内面に回

転ナデ後の一定方向ナ

デ。

灰色 精良 良好 反時計回

り

56

15

9

羨道部 杯 口径

11 85

器高

39
受部

13 3

立上

0 55

浅い皿形の杯部に、非常

に短 い立 ち上 が りを も

つ。立ち上が り内面はや

や強 く屈曲している。

底部外面は回転ヘラ削

り、その他は回転ナデ調

整。底部内面は回転ナデ

後、一定方向ナデ。底部

外面のヘラ削りが粗いた

め、ヘラ切 りの痕跡が観

察できる。

(外 )灰黄褐・

灰白色

(内 )赤灰色

精 良 良好 時計回り

57

15

9

羨道部 杯 口径

12 05

器高

39
受部

13 7

立上

0 45

底部に平坦面をもつ。底

部内面はナデにより凹凸

が著しい。立ち上がりは

極端に太く、短い。立ち

上がり内面の屈曲は全く

ない。

底部外面は回転ヘラ削

り、その他は回転ナデ調

整。

(外 )暗赤灰

(内)灰 白色

密、径 l mI未

満の砂壮やや

多 く含む

良好 時計回 り
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号
図
版

番
挿
図
位置 器種 通
ｍ
形態上の特徴 調整の特徴 色 調 胎 土 焼成 回転台 備考

58

15

9

羨道部 杯 日径

9 75

器高

35
受部

12 1

立上

03

浅い体部に、短い立ち上

がりが付 く。立ち上がり

の内傾は顕著で、内面の

屈曲も強い。

底部外面はヘラ切 り後の

調整はなく、その周辺部

に回転ヘラ削りがみられ

る。その他は回転ナデ調

整。底部内面は回転ナデ

後、一定方向ナデ。

灰自色 密、径 2Hm木

満の砂粒わず

かに含む

良好 反時計回

り

59

15

9

羨道部 林 回径

117

器高

32
受部

13 0

立上

04

杯部には明確な平坦面が

あり、立ち上がりは短く

内傾している。立ち上が

りの内面の屈曲は全くな

底部外面は回転ヘラ削

り、その他は回転ナデ調

整。

(外 )褐灰

(内 )灰 自色

密、混入砂粒

やや多い。

良好 時計回り

60

15

9

杯 口径

13 0

器高

27
受部

15 5

立上

06

非常に浅い体部に、短く

内傾する日縁部がつく。

立ち上が りは基部が太

く、先端ほど尖つている。

底部外面には回転ヘラ削

りがな く、ヘラ切 り後の

調整はみられない。その

ほかは回転ナデ調整。

黄灰色 精 良 良好 不明

61

15

9

羨道部 杯 日径

10 7

器高

44

外側へまっすぐ開く口縁

をもつ杯。底部は中央が

尖り気味で、平坦ではな

底部外面は回転ヘラ削

り、その他は回転ナデ調

ヨ呈と。

(外 )灰 自色

(内 )に ぶい黄

橙色

精良 良好 時計回り

62

15

9

周漂 杯 口径

14 5

器高

44
脚端

10 0

平底にまっすぐ開く回縁

をもつ。貼 り付け高台は

断面台形を星している。

全面回転ナデ。高台の内

側 に回転ヘ ラ肖Uり の痕

跡。

黄灰色 精 良 良好 不明

63

15

周濠 杯 日径

13 8

緩やかに立ち上がる口縁

をもつ。

全体に回転ナデな (外 )明オ リー

ブ灰色

(内 )灰 自色

精 良 良好 不明

高杯

蓋

口径

13 5

器高

4 25

丸い天丼部に低いつまみ

が付 く。口縁は丸 くおさ

める。

天丼部外面は回転ヘラ削

り、その他は回転ナデが

施されている。

灰色 密、径 5 ndま

での砂粒がや

や多く含まれ

る。

良好 反時計回

り

天丼部

外面に

「 ‖」

状のヘ

ラ記号

前庭部 高杯

蓋

口径

14 5

器高

47

つまみを付ける蓋で、肩

部にはやや弱い稜と沈線

がめぐる。つまみは偏平

で中央部には明確な稜を

もつ。

天丼部外面は回転ヘラ削

り、その他は回転ナデ調

整。つまみ接合時に回転

ヘラ削りの痕跡をナデ消

している。

灰自色 密、径0 5ma木

満の砂粒わず

かに含む

やや軟質 時計回 り

前庭部 高杯

蓋

口径

15 6

器高

53

丸みをもつ体部につまみ

を付ける。肩部にははっ

きりした稜をもつ。日縁

部は内湾しているが、端

部はごくわずかに外反し

ている。つまみは偏平で

鋭角的な稜をもつ。

天丼部外面は回転ヘラ削

りを施しており、その範

囲は本遺跡内の他の杯蓋

よりも広い。その他の部

分は回転ナデ調整で、つ

まみ接合時のナデは一部

回転ヘラ削りの痕跡を消

している。

灰白色 密 良好 時計回 り
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号
図
版

番
挿
図
位置 器種

法量
lcml
形態上の特徴 調整の特徴 色 調 胎 土 焼成 回転台 備考

67

16

10

前庭部 有蓋高

杯

口径

13 3

受部

15 4

立上

0 55

浅い皿形の体部に短い立

ち上がりをもつ杯部に、

おそらく短脚の脚台が付

く有蓋高杯片である。立

ち上がりは短く内傾し、

受け部はナデによって内

側へ折られている。

底部外面 は回転 ヘ ラ削

り、その他は回転ナデ調

整である。底部外面は回

転ヘラ削 り後、脚台の接

合の際のナデによって一

部分ナデ消されている。

(杯部外)

緑灰色

(杯部内)

褐灰色

密 良好 時計回り

前庭部 有蓋高

杯

回径

12 8

器高

13 8

口径に比して短い立ち上

がりをもつ杯部と、八の

字状に開き端部が上下に

拡張する脚部からなる。

全体に回転ナデによって

整形されている。杯部底

外面には回転ヘラ削りが

施 されているが、脚部接

合字のナデにより大半が

消されている。

灰色 精良 良好

前庭部 高杯

脚部

脚端

14 5

杯部 の大部分を欠失 した

高杯脚部片。 2状の沈線

によって 2段 構成 とな

り、それぞれに長方形の

透かしを前後 2方向に穿
つ。脚端は水平 となり、

端部は上下にやや大きめ

に拡張している。

残存部位は回転ナデ調

整。脚端内面には強い国

転ナデによって田部が生

じている。

明オ リーブ灰

色

密、径 l mm未

満の砂粒やや

多 く含む

良好 不 明

70

16

10

羨道部 杯

部

高

脚

脚端

13 6

杯部の大部分を欠失する

高杯の脚部片。脚部は弱

い 2条の沈線によって 2

段の構成になっており、

それぞれにスリット状の

透かしを前後 2方向に穿

つている。上段は筒状、

下段は八の字状に未広が

りとなる。脚端水平にな

っており、端部は上下に

拡張している。拡張部外

側には弱い凹部を作り出

している。

杯部外面の残存部位は回

転ヘラ肖り 。脚部はない

外面とも回転ナデ調整。

杯部への接合部はやや強

いナデ。

明オ リープ灰

色

やや粗、径 2

mm未満の砂粒

わずかに含む

良好 不 明

71

16

10

羨道部 無蓋高

杯

杯部

回径

63
丸い底と緩やかに立ち上

がる口縁部とからなる。

下半には上下 1状の沈線

で区画された文様帯があ

り、櫛結列点文で充填さ

れている。回縁部は丸く

おさめる。

底部外面は回転ヘラ削

り、その他は回転ナデ。

列点文は回転ナデの後に

施されている。

オ リーブ灰色 密 良好 反時計回

り

脚部と

接合可

羨道部 高杯

脚部

脚端

11 6

八の字状に広がる脚部

で、端部は斜め上方に拡

張する。弱い 2状の沈線

によって上下に区画 さ

れ、長方形透かしを前後

2ヶ 所に穿つ。

残存部位は回転ナデ。 明オリーブ灰

色

精良 良好 不明

羨道部 高杯

脚部

脚端

107
八の字状に末広がりで、

端部には下方にのみ弱い

拡張がある。

全体に回転ナデ。 緑灰色 精良 良好 不明

羨道部 高杯

脚部

脚端

11 0

八の字状に末広がりに開

き、端部が上下にわずか

に拡張する。

全体に回転ナデで、脚端

の内外はナデによって拡

張をつ くりだしている。

灰白色 密、径 l lnm未

満の砂粒をや

や多く含む。

良好 不 明

羨道部 杯

部

一局

脚

脚端

10 4

八の字状に末広がりの脚

部。端部 はやや肥厚し、

端面にごくわずかな沈線

がめぐる。

全体に回転ナデ。 明オ リーブ灰

色

精 良 良好 反時計回

り
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番 号
挿 図
図 版
位置 器種 濾
ω
形態上の特徴 調整の特徴 色 調 胎  土 焼成 回転台 備考

75

16

10

羨道部 短頸重 口径

71
器高

80
最大

11 0

頸部

62

体部はその下半に最大径

をもち、肩部はなだらか

である。口頸部は緩やか

に外反 し、さらに端部で

外側へ折 り曲がる。

体部下半は回転ヘラ削

り、その他は回転ナデ調

整。

灰色 緒良 やや軟質 時計回 り

羨道部 短頸壷

蓋

口径

10 25

器高

31

平坦な天丼部に直立する

日縁部が付 く。口縁部は

外面で外側へ小さく屑曲

し端部は丸 くおさめてい

る。

天丼部外面に回転ヘラ削

りはな く、ヘラ切 りの痕

跡が明瞭に残る。その他

は回転ナデ調整。

灰色 密、径 3 Ha未

満の砂粒やや

多 く含む

良好 時計回り

77

16

10

前庭部 短頸壷 口径

00
器高

60
最大

10 5

頸部

64

偏平な球形の体部から短

い口縁部上方へのびる。

体部 と白縁部の境目の届

由は内外面 とも弱い。

体部下半外面は回転ヘラ

削り、その他は回転ナデ

調整。体部内面はォデに

よる凹凸が顕著。

灰色 精 良 良好 時計回 り

羨道部 台付短

頸重

口径

79
器高

14 35

最大

16 6

頸 部

84
脚端

90

体部最大径部分が張 りだ

した算盤玉形の壷部にロ

縁を丸 くおさめる口縁が

付 く。脚部は八の字状に

開き、斜め上方に大 きく

拡張している。脚部に 3

ヶ所の円形透かし。

壷部外面下半のみ回転ヘ

ラ削 りで、その他は回転

ナデ調整である。頸部内

面には、日頸部接合時の

絞 りの痕跡がある。

灰色 精良 良好 時計回り

79

16

11

前庭部 隠 口径

15 3

器高

20 0

最大

85
頸部

42

小形で偏球形の壷部に、

細長い筒状で上方で大き

く開き、逆「く」の字状

に屈曲する口頸部がつ

く。壺部は三条の沈線に

よって文様帯を構成し列

点文を充填している。穿

孔は残存 していなかっ

た。日顎部の上4/5に 沈線

や突帯で画された 3つの

文様帯をもち、上からへ

ラによる縦の条線文 :条

線文 :列点文となってい

る。

壷部外面は回転ヘラ削

り、その他は回転ナデ。

部分的に文様が回転ナデ

によって消されている。

(内外面 )

青灰色

(断面)褐色

精 良 良好 時計回 り

30

16

11

羨道部 磁 日径

10 1

器高

11 8

最大

80
頸部

55

やや上半よりに斜め下へ

の穿孔がある球形の壷部

に大きく朝顔形に広がる

日頸部が付 く。頸部は体

部や口縁の広がりに比ベ

細い。壺部の中央と頸部

中央には 1条の弱い沈線

がめぐる。頸部は弱く内

側へ屈曲して回縁へとつ

ながり、日縁端部はその

まま丸くおさめる。

壷部の底部外面は静止ヘ

ラ削り、その他は回転ナ

デ調整。

淡黄色 密、径 3 1om未

満の砂粒含む

良好 不明

81

16

11

周漂 鳳 最大

128

頸部

5 75

二条の弱い沈線を体部最

大径に巡 らせる。口頸部

は欠失 している。

底部外面 は回転 ヘ ラ削

り、そのほかは回転ナデ

調整を施す。

暗灰色 精良 良好 時計回 り
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号
図
版

番
挿
図
位置 器種

法量
ω 形態上の特徴 調整の特徴 色 調 胎 土 焼成 回転台 備考

82

17

11

前庭部 平瓶 回径

56
器高

13 2

最大

15 1

頸部

3 75

体部 は底部が丸 く、天丼

部が平坦 となる通常 と逆

さとなる形態。短 く外反

する日縁は、体部の縁辺

の平坦面の境目に付けら

れている。通常の器形 と

逆さになるために、粘土

円板の充填は底部内面で

行われている。

体部下半 はタタキ成形

後、カキメ調整を施す。

上半は回転ヘラ削りによ

る成形。

灰 白 精良 良好 時計国 り 天丼部

全体に

「十」

字のヘ

ラ記号

83

17

羨道部 平瓶 ? 日径

62
外側へ大 きく開 く平瓶の

口縁片。日縁部内面には

ナデにより、弱い凹部が

生じている。

残存部位は回転ナデ、体

部への接合部 はタテナ

デ。

灰色 精 良 良好 不明

84

17

11

前庭部 平瓶 回径

70
器高

16 9

最大

180

頸部

62

体部上半に最大径をもつ

丸い体部の、上面の中心

からややずれた部位に日

頸部が付 く。底部は平底

に近い。口頸部はわずか

に外側に開く。

体部下半には回転ヘラ削

り、その他は回転ナデ調

整が施されている。体部

上面には最終的に粘土塊

の蓋の痕跡が明際に観察

できる。

灰白色 密 良好 時計回 り

85

17

羨道部 甕 ? 口径

14 0

口縁部が直立する。端部

には平坦面をもうけ、内

面倒が月巴厚する。

内外面 とも回転ナデ。 灰自色 精 良 軟 質 不明

第 3表 SM 1001出土鉄鏃計測表

第 4表 SM1001出土耳環計測表

第 5表 SM1001出土切子玉計測表

(単位llun)

(単位cm)

(単位ml)

番号 形 式 金 長 刃部長 刃部幅 刃部厚 茎部長 茎部幅 茎部厚 備 考

三角形 07

三角形 0 25

片刃長頸 10 07

不明

番号 材 質 技 法 縦 径 横 径 幅 厚 重さ(g)

金銅 中空 28 80 31 00 8 25 10 25

銅地銀 中実 27 80 30 80

銅地銀 中実 24 35 26 10 6 00

番号 出上位置 A B C D E F G H 重さ
(g) 色 調 備 考

玄室 20 95 14 10 9 65 水晶製、半透明 片面穿孔
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第 6表 SM1001出土管玉計測表

第 7表 SM1001出土 トンボ玉計測表

第 8表 SM 1001出土ガラス玉計測表

(単位lntll)

(単位nllll)

(単位mlll)

番号 上面径 下面径 厚  み 上面孔径 下面孔径 重さ(g) 色 調 備 考 穿孔方法

6 95 21 50 19 1 91 ティールグリーン 碧玉製 両面穿孔

番号 出上位置 径 厚  み 孔 径 重さ(g) 色 調 備 考

117 ペールイエロー・タークオーズ 一部欠損

1045 ペールイエコー・タークオーズ

羨道部 1200 1010 1 50 ペールイエロー・タークオーズ 一部欠損

玄室 1002 8 70 タークオーズ 一部欠損

番号 出上位置 径 厚 み 孔 径 重さ(g) 色 調 備 考

羨道部 12 90 40 カクタスグリーシ

羨道部 12 25 9 50 32 カクタスグリーシ

玄室 10 20 ベールタートルグリーン

28 0 70 オックスフォードブルー

玄室 8 72 22 ミッドナイトブフレー

8 65 5 65 20 オックスフォードブルー

玄室 18 ミッドナイトブルー

玄室 19 ミッドナイトブルー

玄室 8 12 10 0 71 オックスフォードグルー

玄室 16 サファイアブルー

7 95 24 オックスフォードプルー

玄室 22 ッヾドナイトブルー

玄室 7 60 18 ウェストミンスター

玄室 18 ディープグリーン

玄室 6 25 16 オックスフォードグルー

玄室 6 20 18 0 16 ブックウィング

玄室 6 15 21 ―ヾプリッシブルー

玄室 5 75 0 11 サファイアブルー

玄室 5 50 0 15 ブックウィング

0 17 ピーコックブルー

玄室 5 32 0 15 ミッドナイトブルー

玄室 0 18 サファイアプルー

011 プルシアンブルー

玄室 2 40 17 サファイアプルー

146 玄室 1 8 0 12 ミッドナイトブルー
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番号 出上位置 径 厚  み 孔 径 重さ(g) 色 調 備 考

13 0 11 ブックウィング

玄室 18 ブックウィング

玄室 3 50 14 0 08 フレンチタークォーズ

該室 4 75 2 45 14 ウルトラマリン

玄室 4 70 4 22 13 ―ヾプリッシブルー

玄室 4 50 2 75 0 07 シーグリーン

153 2 75 プルシアンブルー

4 45 2 10 10 ブルシアンブルー

羨道部 2 70 サフアイアブルー

玄室 3 25 11 インキブルー

玄室 12 オックスフォードブルー

玄室 ―ヾプリッシブルー

玄室 15 ―ヾプリッシブルー

羨道部 2 35 12 0 06 ぐ―プリッシブルー

玄室 2 50 16 ビリジャン

玄室 16 シーグリーン

玄室 2 55 17 シーグリーン

玄室 13 タークオーズ

玄室 1 70 15 シーグリーン

玄室 4 20 ティールグリーン

玄室 ンーグリーン

168 羨道部 4 10 2 80 ピーコックブルー

玄室 0 09 オックスフォードブルー

玄室 4 10 2 15 14 ブックウィング

玄室 フレンチタークオーズ 細 片

玄室 2 95 0 07 グルシアンプルー

玄室 エメラルドグリーン

玄 室 パープリッシブルー

0 07 ―ヾプリッシブルー

玄室 16 プルシアングリーン

玄室 14 ピーコツクブルー

12 ベニスグリーン

14 タークオーズ

玄室 2 60 11 ミモザ

玄室 3 90 2 10 12 オックスフォードブルー

玄室 16 タークオーズグリーン

玄室 3 10 ウルトラマリン
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番号 出土位置 径 厚  み 孔 径 重さ(g) 色 調 備 考

玄室 グライドグーニッシブルー

玄室 3 90 2 70 パープリッシブルー

玄室 3 90 オックスフォードブルー

玄室 3 90 3 10 0 07 ベエスグリーン

玄室 フレンチタークオーズ

玄室 グリーンフレア

玄室 ベエスグリーン

玄室 3 80 シアンブルー

玄室 3 75 グルシアングリーン

玄室 3 75 2 10 インキブルー

玄室 3 75 ベニスグリーン

3 75 プルシアンブルー

サファイアブルー

玄室 3 62 2 40 lユ ベニスグリーン

玄室 10 0 05 ナイルプルー

199 玄室 3 60 0 06 ナイルプルー

玄室 12 0 05 ピーコックプルー

玄室 1 1 オックスフォードブルー

2 25 1 4 0 02 プルシアンブルー

玄室 3 55 2 20 12 0 03 パープリッシブルー

玄室 3 55 ―ヾプリッシブルー

玄室 14 ベニスグリーン

206 玄室 15 0 06 ナファイアプルー

玄室 0 05 オックスフォードブルー

玄室 フレンチタークオーズ 一部欠損

玄室 12 パープリッシブルー

玄室 12 0 07 プックウィング

玄室 0 03 ブルシアングリーシ

玄室 0 03 ナファイアブルー

玄室 12 0 05 プルシアングリーン

玄室 12 0 06 プルシアングリーン

玄室 11 シーグリーン

玄室 1 90 ウェストミンスター

1 70 13 ディープグリーン

玄室 サファイアブルー

玄室 12 ドライアド

11 タークオーズ
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番号 出上位置 径 厚  み 孔 径 重さ(g) 色 調 備 考

該室 14 0 03 ピーコックブルー

玄室 3 35 0 05 サファイアブルー

223 玄室 サファイアブルー 一部欠損

玄室 3 35 0 03 プルシアンブルー

女室 3 35 オックスフォードブルー

玄室 3 35 ベニスグリーン

玄室 プルシアンブルー

玄室 3 32 12 ベニスグリーン

玄室 プルシアングリーン

玄室 1 70 10 0 03 ―ヾプリッシブルー

玄室 12 ンーグリーン

12 プルシアンブルー

1 80 11 ―ヾプリッシブルー

3 25 マートルグリーン 一部欠損

玄室 3 25 2 70 12 ベニスグリーン

10 ―ヾプリッシブルー

玄室 プルシアンブルー

玄室 3 17 プルシアングリーン

玄室 3 15 1 70 12 プルシアングリーン

玄室 3 15 2 15 1 4 ウル トラマリン

3 15 10 ベエスグリーン

―ヾプリッシプルー

玄室 3 10 1 55 プルシアングリーン

サファイアブルー 一部欠損

玄室 ナイトブルー

11 0 06 ベエスグリーン

玄室 3 05 0 05 ―ヾプリッシブルー

3 00 0 03 シアンブルー

玄室 3 00 11 0 02 プルシアンブルー

玄室 3 00 0 05 ドライアド

玄室 2 95 ウルトラマリン

252 2 95 ベニスグリーン

玄室 12 プルシアングルー

玄室 コバル トブ,レー

玄室 グルシアンブルー

玄室 2 85 12 ―ヾプリッシブルー

玄室 2 82 1 75 0 02 ―ヾプリッシブルー
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(単位mlll)

番号 出土位置 径 厚  み 孔 径 重さ(g) 色 調 備 考

玄室 2 80 10 オックスフォードブル

玄室 2 75 12 ―ヾプリッシブルー

玄室 2 72 10 コバル トプルー

玄室 1 70 ナイトノルー 細片

262 玄室 2 70 1 70 10 プルシアングルー

玄室 ―ヾプリッシブルー 一部欠損

玄室 2 65 2 85 ナイルブルー 一部欠損

玄室 2 65 サファイアブルー

玄室 13 グルシアングルー

1 70 10 ウェストミンスター

玄室 11 ピーコックブルー

玄室 2 55 1 10 11 ―ヾプリッシブルー

玄室 2 52 10 ミッドナイトブルー

玄室 11 パープリッシブルー

玄室 12 パープリッシブルー

諏室 10 ピーコックブルー

玄室 1 20 10 サファイアプルー

玄室 11 オックスフォードブルー

1 25 10 ピーコックグリーン

07 ピーコックブルー

玄室 2 20 10 サファイアプルー

玄室 10 コバルトブルー

玄室 1 10 サファイアプルー

玄室 オックスフォードブルー

玄室 001 サファイアプルー

玄室 2 00 タークオーズ

玄室 サファイアブルー 一部欠損

玄室 ピーコックブルー

2 75 プルシアンブルー 細片

玄室 ウェストミンスター

ベエスグリーン 細 片

ナファイアプルー 細片

パープリッシブルー 細片

玄室 0 01 サファイアプルー 細 片
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第 9表 SM 1001出土土玉計測表

番号 出上位置 径 厚  み 孔 径 重さ(g) 色 調 備 考

玄室 0 18 黒色 一部欠損

玄室 6 20 14 暴褐色

玄室 16 黒純 一部欠損

玄室 黒色

玄室 6 25 13 黒色

玄室 5 75 黒褐色 一部欠損

玄室 黒褐色

玄室 8 00 赤黒色

玄室 黒褐色

玄室 0 27 黒褐色 一部欠損

玄室 0 33 黒褐色

303 玄室 7 75 黒褐色

玄室 黒色 一部欠損

7 65 赤黒色

玄室 0 45 赤黒色 一部欠損

玄室 7 57 暗赤灰色 一部欠損

黒色

玄室 7 70 17 赤黒色 一部欠損

玄室 1 7 赤黒色

玄室 17 赤黒色

7 10 15 黒色

玄室 16 赤黒色

玄室 6 75 5 50 0 21 黒褐色

玄室 [5 赤黒色 一部欠損

玄室 5 00 黒褐色

玄室 0 11 黒色 一部欠損

15 赤暴色

玄室 14 黒褐色

玄室 6 40 14 黒褐色

14 0 17 黒色

玄室 13 黒褐色

玄室 黒褐色 一部欠損
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第10表 SM1001周辺出土上器観察表

号
図
版

番
挿
図
位置 器 種 遅
⑪
形態上の特徴 調整の特徴 色 調 胎土 焼成 回転台 備考

324

25

11

玄室 自磁碗 口径

16 0

外狽」へ まっす ぐ開き、日

縁部は外面を折 り曲げ、

端部は丸 くおさめる。

残存範囲は全面に施釉さ

れ、買入は見 られない。

釉の厚 さは平均 して03
1mで、口縁部外面では07
Hmを測る。

灰自色 精 良 良好

325

25

11

羨道部 瓦器椀 回径

14 8

浅い皿形の器形で、緩や

かに広が り丸 くおさまる

口縁をもつ。底部には低

い貼 り付 けの高台がつ

く。

全体にナデ調整の跡、体

部下半の外面には弱いユ

ビオサエがある。内面に

は螺旋状の暗文が施され

ている。

灰白色 精良 良好 反時計回

り

326

26

F-4 杯蓋 口径

13 0

口縁部のみの杯蓋片。器

高がやや高くなると考え

られる。

天丼部外面に回転ヘラ削

り、その他は回転ナデ。

灰色 密 良好 時計回 り

３２７

２６

棺外 杯蓋 口径

13 3

器高

44

丸い天丼部と直立し、丸

く納める日縁部 よりな

る。

天丼部外面にやや丁寧な

回転ヘ ラ削 りを施 す他

は、回転ナデによって調

整されている。天丼部内

面には回転ナデ後、一定

方向ナデあり。

(外 )灰 白

(内 )褐灰・ 灰

自

やや粗 良好 反時計回

り

３２８

２６

I-3 杯蓋 口径

14 4

偏平な器形の杯蓋破片。

天丼部の平坦面が小さく

なると予想される。

外面は口縁部を除き、回

転ヘラ削り。そ の他の部

位は回転ナデ。

(外 )浅黄色

(内 )灰白色

密、砂粒を含

む

良好 反時計回

り

３２９

２６

棺外 杯蓋 口径

12 5

器高

47

口径に比してやや器高が

高く、天丼部は平坦部を

もつ。肩部は丸みをもち、

日縁端部は丸 くおさめ

る。

天丼部外面は回転ヘラ削

り、その他は回転ナデ調

整。肩部には回転ナデに

よる凹凸が者しい。内面

には粘上紐の巻き上げ痕

が観察できる。

灰色 密、径0 5mm末

満の砂粒が少

し含む。

良好 反時計回

り

330

26

D-5 杯蓋 日径

14 8

平坦な天丼部をもつと思

われる杯蓋片。口縁端部

はやや尖り気味におさめ

られている。

天丼部外面は回転ヘラ肖1

り、その他は回転ナデ。

明オリープ灰

色

精良 良好 反時計回

り

３３‐

２６

墳丘南

側

杯 口径

12 5

受部

14 7

立上

05

短い立ち上がりをもつ杯

受け部破片。立ち上がり

の基部は厚 く、内面に属

由はない。

底部外面残存部位に回転

ヘラ削り、その他は回転

ナデ調整。

(外 )褐灰色

(内 )灰色

密 反時計回

り

332

26

F-5 杯 口径

11 3

器高

34
受部

13 8

立上

07

底部は径 6 cmの 平坦面を

もつ。日縁の立ち上が り

は上方へ急角度で反って

お り、内面にやや強い屈

曲がある。

底部外面 は回転 ヘ ラ削

り、その他は回転ナデで

調整されている。

灰色 密、混入砂粒

やや多い。

良好 時計回 り

333

26

I-3 杯 受部

14 0

口縁端部 を欠 く杯身片。

日縁内面に屈曲はみられ

ない。

残存部位は回転ナデ。 (外 )オ リーブ

灰色

(内 )明オ リー

プ灰色

密、径054u未

満の砂粒やや

多く合む。

良好 不明

334

26

I-3
J-3

杯 口径

13 0

受部

15 6

立上

04

やや深い皿形の器影に内

傾する短い口縁がつ く。

日縁内面には弱い屈曲が

ある。器壁に回転ナデに

よる凹凸著 しい。

底部外面 は回転 ヘ ラ削

り、そのほかは回転ナデ。

オリープ灰色 密、径0 5nm未

満の砂粒やや

多 く含む

良好 時計回 り
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号
図
版

番
挿
図
位置 器種

法量
lcml
形態上の特徴 調整の特徴 色 調 胎土 焼成 回転台 備考

３３５

２６

I-3 杯 回径

12 8

受部

14 8

立上

0 75

浅い皿形の器形に直立す

る口縁部がつ く。立ち上

が りの基部はやや厚い。

残存部位は回転ナデ。 灰自色 密、径0 5mm未

満の砂粒わず

かに含む

良好 不 明

３３６

２６

F-4
落込み

高杯 高杯杯部 と脚部との接合

部分。脚部は短脚で大き

く直線的に開くものがつ

くと考えられる。

杯底部外面は回転ヘラ剖

り、その他は回転ナデ調

整。杯底部内面は回転ナ

デ後、一定方F「Bナデ。

黄灰色 密 良好 時計回 り

337

26

F-6 台付壷
脚部

最大

12 7

脚端

12 2

下方へ八の字状に開 く脚

部片。中位に 4方向の穿

孔がある。下半に明瞭な

稜が 2条巡る。

残存部位は回転ナデ。体

部との接合部分にヘラ状

工具による接合沈線。

オリープ黒色 密、径0511mの

砂粒わずかに

含む

良好 反時計回

り

338

26

績丘西

側

賓

回縁

回径

19

口縁端部を上下 に拡張

し、上下を丸くおさめる

甕の口縁部破片。日縁部

内面には穏やかなくlyみ

がある。

残存部位 は回転 ナデ調

整。

(外 )褐灰色

(内 )灰 白色・

オリープ黒色

密 良好 不明

339

26

F-3
(墳丘

西側 )

甕 回径

22 35

口縁がまっすぐ開く。日

縁端部の外面は粘土帯を

折り曲げて厚く作られて

いる。

口縁部周辺は全体に回転

ナデによって調整されて

いる。体部 と口縁部の境

目の内面には弱い板ナデ

整形が行われている。

褐灰 精良 良好 不明

340

26

古墳の

間

甕

日縁

口径

25 5

直線的に外側へ開く日頸

部をもつ甕の口縁の破

片。口縁部外面は幅広く

拡張し、さらにその下面

を断面三角形に拡張して

いる。内面には強いナデ

により緩やかな凹面が生

じている。

体部外面は格子タタキ、

同内面は同心円タタキに

よつて整形されている。

頸部より上は回転ナデ調

整である。

赤灰色 精良 良好 不明

第11表 ST1001出土須恵器観察表

番 号
挿 図
図 版
位置 器種 漣
ｍ
形態上の特徴 調整の特徴 色  調 胎土 焼成 回転台 備考

341

30

19

石室内 杯蓋 口径

133

器高

40

全体に丸みを帯びる器形

で、日縁部はやや内湾し

ている。日縁端部は丸く

おさめている。

天丼部外面は回転ヘラ削

りが縄 されているが、頂

部は削られておらず、ヘ

ラ切 り後の板ナデが観察

できる。

青灰色 密、径 3 mm未

満 の 砂 粒 含

む。

良好 時計回 り

３４２

３０

１９

石室内 杯 口径

100

器高

42
受部

14 5

立上

0 45

浅い皿形の器形に、短 く

内傾する立ち上が りが付

く。立ち上が り内面には

弱い屈曲がみられる。

底部外面 は回転ヘ ラ削

り、その他は回転ナデ調

整。

青灰色 密、径 2 mal未

満 の砂 粒 含

む。

良好 反時計回

り

343

30

19

石室内 杯蓋 口径

13 4

器高

39

丸みをもつ器形で、口縁

部はやや内湾する。口縁

端部はごくわずかに外反

し、四角 くおさめている。

天丼部外面は回転ヘラ削

り、その他は回転ナデ調

整。

灰色 密、径 3 um末

満 の砂粒 含

む。

良好 時計回 り
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番 号
挿 図
図 版
位置 器種 濾
ｍ
形態上の特徴 調整の特徴 色 調 胎 土 焼成 回転台 備考

344

30

19

石室内 杯 日径

11 9

器高

39
受部

14 6

立上

0 65

浅い皿形の体部に内傾す

る口縁部をもつ。立ち上

が り部分の内狽」へ著 しく

内傾 し、やや上方へ反る。

内面にはやや強い屈曲が

ある。

底部外面は回転ヘラ削り

が施されるが、中央部分

は削られていないために

ヘラ切 り後の板ナデの痕

跡が観察できる。その他

の部位は回転ナデ調整。

青灰色 密、径 3 du未

満 の 砂 粒 含

む。

良好 時計回 り

３４５

３０

１９

石室内 提瓶 口径

53
器高

19 9

最大

15 9

頸部

4 55

偏平な球形の体部の側面

部に回縁部を接合し、さ

らにその両側に吊手を 2

個 もうけている。日縁部

は厚手で、端部は丸 くお

さめている。吊手は環 と

して完結 しない形骸化の

進んだ形態である。

体部外面は一つの面が回

転カキメ調整、 もう一方

の面が回転ヘラ削りによ

って調整されている。体

部内面 と口縁部内外面は

回転ヘラ削 りによって調

整されている。回転カキ

メ側の面の内面中央部に

は成形時最終的に蓋を詰

めた痕跡が明瞭に残って

ヤゝる。

オ リープ灰色 密、径 2 nm未

満の砂粒少し

含む

良好 反時計回

り

３４６

３０

１９

石室内 短頸壷 回径

70
器高

79
最大

11 05

頸部

74

上半よりに最大径をもつ

体部に、短く直立する日

縁部が付 く。

体部下半外面は回転ヘラ

削り、その他は回転ナデ

調整。工程 ごとの調整を

行つているために、複数

回の回転ヘラ削 りが切 り

合っている。

灰白色 やや粗、径 3

mm未満の砂粒

や や多 く含

tF。

やや軟質 時計回 り

第12表 ST1001出上玉類計測表
(単位mm)

番号 種別 径 厚  み 孔 径 重さ(g) 色 調 備 考

ガラス玉 サファイアプルー 北側小口

ガラス玉 4 27 3 20 サルファイエロー 北側小口

ガラス玉 サファイアプルー 北倒小日

ガラス玉 10 サファイアプルー 北側小口

ガラス玉 サファイアブルー 北側小日

ガラス玉 13 サファイアプルー ゴヒ俣1/Jヽ 日

ガラス玉 09 サファイアブルー 北側小口

ガラス玉 15 ディープグリーン ゴヒ側イヽロ

ガラス玉 10 ナファイアブルー Jヒ摂」/Jヽ日

356 ガラス玉 サファイアブルー 北側小口

ガラス玉 ll ナファイアブルー 北側小国

358 ガラス玉 サファイアブルー 北側小口

ガラス玉 サファイアブルー 北側小日

ガラス玉 サファイアブルー 北側小口

ガラス玉 2 25 09 サファイアプルー 】ヒ狽」/Jヽ日

ガラス玉 サファイアブルー 北側小日

ガラス玉 サファイアブルー ゴヒ側イヽ日
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番号 種別 径 厚  み 孔 径 重さ(g) 色 調 備 考

ガラス玉 1 20 サファイアブルー 北側小日

ガラス玉 07 サファイアブルー 北側小口

ガラス玉 07 サファイアブルー 北側小日

ガラス玉 サファイアブルー 北側小日

ガラス玉 サファイアブルー ゴヒ根」/Jヽ日

ガラス玉 ナファイアブルー 】ヒ狽」/Jヽ日

ガラス玉 2 45 1 10 11 サファイアブルー 北側小日

ガラス玉 2 45 サファイアブルー 北側小日

ガラス玉 11 サファイアブルー

ガラス玉 11 サファイアブルー

ガラス玉 1 20 10 サファイアブルー

ガラス玉 07 ナファイアブルー 北側小日

ガラス玉 2 45 1 10 を 1 サファイアブルー 北側小口

ガラス玉 2 25 1 15 09 チファイアプ,レー 北側小日

ガラス玉 2 55 1 20 09 チファイアブルー 北側小回

ガラス玉 1 10 11 0 01 ナファイアプルー Jと側/」 口ヽ

ガラス玉 2 50 10 サファイアブルー 北側小日

ガラス玉 1 40 07 0 01 サファイアブルー

ガラス玉 07 サファイアブルー

ガラス玉 2 20 ントロンイエロー

ガラス玉 07 0 02 チファイアブルー

ガラス玉 09 チファイアブルー

ガラス玉 2 15 09 チファイアブルー

ガラス玉 2 52 1 40 09 サファイアブルー

ガラス玉 サファイアブルー

ガラス玉 07 サファイアブルー

ガラス玉 07 サファイアプルー

ガラス玉 2 40 09 サファイアブルー

ガラス玉 07 サファイアブルー

ガラス玉 09 サファイアブルー

ガラス玉 10 サファイアプルー

ガラス玉 11 サファイアプルー

ガラス玉 11 チファイアプルー

ガラス玉 07 サファイアプルー

ガラス玉 07 サファイアプルー

ガラス玉 09 サファイアブルー

ガラス玉 11 サファイアプルー
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番号 種別 径 厚  み 孔 径 重さ(g) 色 調 備 考

ガラス玉 2 10 サファイアブルー

ガラス玉 サファイアブルー

ガラス玉 11 サファイアプルー

ガラス玉 09 サファイアプルー

ガラス玉 09 ナフアイアブルー

ガラス玉 09 サファイアブルー

ガラス玉 サファイアブルー

ガラス玉 1 10 1 1 ナファイアブルー

ガラス玉 サファイアブルー

ガラス玉 07 サファイアブルー

ガラス玉 サファイアブルー

ガラス玉 2 20 サファイアプルー

ガラス玉 11 オパールグリーン

ガラス玉 07 サファイアプルー

ガラス玉 サファイアプルー

ガラス玉 0 01 サファイアブルー

ガラス玉 ペールイエロー

ガラス玉 2 20 サファイアブルー

ガラス玉 11 ナファイアブルー

ガラス玉 12 サファイアプルー

ガラス玉 サファイアブルー

ガラス玉 1 15 サファイアブルー

ガラス玉 サファイアプルー

ガラス玉 1 55 10 サファイアプルー

ガラス玉 2 00 07 サファイアブルー

ガラス玉 サファイアブルー

ガラス玉 0 01 チファイアブルー

ガラス玉 11 サファイアプルー

ガラス玉 1 15 07 チファイアプルー

ガラス玉 2 15 ナフアイアプルー

ガラス玉 2 25 1 30 07 サファイアブルー

ガラス玉 2 25 サファイアブルー

ガラス玉 2 47 1 15 サファイアブルー

ガラス玉 2 10 07 サファイアブルー

433 ガラス玉 13 サファイアプルー

ガラス玉 1 50 サファイアプルー

ガラス玉 2 25 07 サファイアブルー
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(日監ねとmm)

番号 種別 径 厚  み 孔 径 重さ(g) 色 調 備 考

ガラス玉 2 15 サファイアブルー

ガラス玉 07 チファイアブルー

ガラス玉 サファイアプルー

ガラス玉 07 ナファイアプルー

ガラス玉 サファイアプルー

ガラス玉 チファイアプルー

ガラス玉 07 サファイアブルー

ガラス玉 1 10 11 サファイアプルー

ガラス玉 07 サファイアプルー

ガラス玉 07 サファイアプルー

上玉 11 0 27 黒色

第13表 ST1003出土鉄鏃計測表
(単位cm)

番号 形  式 全 長 刃部長 刃部幅 刃部厚 茎部長 茎部幅 茎部厚 備 考

片刃長頸 39 10 04 茎部に木質残存

方頭 32

第14表 ST1005周辺出土須恵器観察表

号
図
版

番
挿
図
位置 器種 進
⑪
形態上の特徴 調整の特徴 色 調 胎 上 焼成 回転台 備考

449

42

上面 杯蓋 回径

136
やや内湾す る日縁端部

片。端部はやや厚手で、

丸 くおさめている。

残存部位は回転ナデ調

整。

(外)灰色、

(内 )灰 白色

密、径0 5cm末

満の砂粒やや

多 く含む

良好 不明

450

42

24

上面 杯 口径

12 4

器高

44

受部

15

立上

0 55

浅い皿形の器形に短 く直

立する日縁がつく。日縁

端部は丸くおさめられ、

内面の屈曲はやや強い。

底部外面は回

転ヘラ削り、

そのほかは回

転ナデ。

灰白色 密、径 2

mm未満の

砂粒やや

多 く含む

良好 時計回

り

451

42

上面 杯 口径

14 4

緩やかに開 く日縁をもつ

杯身。日縁内面はわずか

に肥厚 している。

残存部位は回転ナデ。 灰自色 密、径0 5mI未

満の砂粒わず

かに含む。

良好 不明

452

42

上面 杯 口径

126

回縁が緩やかに外反する 全体に回転ナデ オリーブ灰 精良 良好 不明

453

42

24

上面 平瓶 回径

5 25

器高

12 6

最大

14 5

頸部

39

偏平な球形の体部に外側

へ直線的に開く回縁部が

付く。口縁部中央の外面

には弱い沈線が 1条めぐ

り、端部はそのまま丸 く

おさめる。

体部下半の外面は回転ヘ

ラ削り、その他は回転ナ

デ調整。日縁部内面及び

体部下半の内部には、回

転ナデによる凸四が著し

灰色 精 良 やや軟質 反時計回

り
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第15表 SM1002出土須恵器観察表

番 号
挿 図
図 版
位置 器種 漣
⑪
形態上の特徴 調整の特徴 色 調 胎  土 焼成 回転台 備考

454

47

28

杯蓋 口径

14 2

器高

45

全体 に丸 みを もつ器形

で、口縁部はほぼ直立 し

ている。端部は丸 くおさ

まる。

天丼部外面は回転ヘラ削

り、その他は回転ナデ調

整を施 している。天丼部

内面は回転ナデ後、一定

方向ナデ。日縁部外面に

工具小日によると考えら

れる圧痕による文様が全

周する。

灰白色 密、径 l mm未

満の砂粒ごく

わずかに含む

良好 時計回 り

455

47

28

杯 口径

122

器高

41
受部

15 0

立上

11

浅 く偏平な体部にやや長

めの立ち上が りが付 く。

立ち上が りは内傾 してい

るが、途中で上方へ弱 く

屈折 している。

底部外面 は回転 ヘ ラ削

り、その他

'ま

回転ナデ調

整。

灰色 密、径 2 mBI未

満の砂粒わず

かに含む

良好 時計回 り

456

47

28

杯蓋 回径

15 6

器高

39

全体に丸みをもつ器形で

口縁部は外側へ緩やかに

開 く。

天丼部外面は回転ヘラ削

り、その他は回転ナデ調

整。天丼部内面は回転ナ

デ後、一定方向ナデ。

灰白色 密 良好 時計回 り

457

47

28

杯 口径

12 5

器高

42
受部

150
立上

07

緩やかなカープを描 く体

部と、内傾して立ち上が

る口縁とからなる。立ち

上がりは基部が厚く、先

端は細 く仕上げられてい

る。

底部外面は回転ヘラ削

り、その他は回転ナデ調

整。

灰白色 密、径 2剛未

満の砂泣ごく

わずかに含む

良好 時計回 り

第16表 SM1002出土鉄鏃計測表 (単位cm)

番 号 形 式 全 長 刃部長 刃部幅 刃部厚 茎部長 茎部幅 茎部厚 備 考

三角形

三角形 22 05 0 35

三角形 0 75 02

三角形 02

片刃長頸 02 04

片刃長頸 3 ユ 0 45

464 長頸 ?

長頸 ?

長頸 ?
0 35

圭頭

468 圭頭 54 2 0 25 茎部に本質残存

方頭 83 03

方頭 91 22 0 25
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番号 全 長 刃部長 刃部幅 刃部厚 茎部幅 茎部厚

15

18

1 5 03

第17表 SM1002出土刀子計測表

第19表 SM1003出土耳環計測表

第20表 SM 1003出土勾玉計測表

第21表 SM1003出土切子玉計測表

第22表 SM 1003出土算盤玉計測表

(単位cm)

(単位nllll)

(単位mull)

(単位mll)

(単位nllll)

第18表 SM1003出土須恵器観察表

番 号
挿 図
図 版
位置 器種

法量
lcn
形態上の特徴 調整の特徴 色 調 胎土 焼成 回転台 備考

476

52

31

素室内 杯蓋 口径

14 5

器高

45

天丼部が丸みをもつ杯蓋

片。日縁端部内面にはご

く弱い沈線が巡る。

天丼部外面は回転ヘラ削

り、その他は回転ナデ。

灰色 密、径 l mm木

満の砂粒やや

多く含む。

良好 反時計回

り

477

52

31

玄室内 杯蓋 回径

14 3

器高

48

天丼部は全体に綬やかな

カーブを描 き、口縁はわ

ずかに内傾 し、端部は丸

くおさめる。

天丼部外面は回転ヘラ削

り、その他は回転ナデ調

整。天丼部内面は回転ナ

デ後、一定方向ナデ。

灰自色 密、径 0 5mdl未

満の砂粒やや

多 く含む。

良好 反時計回

り

番号 材 質 技  法 縦 径 横 径 幅 厚 重さ(g)

478 銅地銀 中実 26 10 27 65 14 88

銅地銀 中実 27 85 30 30

銅 中実 24 15 25 20

番号 出上位置 A B C D E F G H 肇
０

色 調 備 考

玄室 29 40 1061 1035 12 焉瑚製、赤褐
色

片面穿孔

番号 出上位置 A B C D E F G H 襲
０

色  調 備  考

玄室 22 90 17 15 11 0 水晶製、半透
明

片面穿孔

番号 出上位置 A B C D E F G H 肇
０

色 調 備 考

玄室 1000 11 60 73 72 44 17 水贔製、半透
明

片面穿孔
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第23表 SM1003出上管玉計測表

第24表 SM 1003出土土玉計測表

第25表 SM1003出土ガラス玉計測表

(単位dllll)

(単位mlll)

(単位mull)

番号 上面径 下面径 厚  み 上面孔径 下面孔径 重さ(g) 色 調 備 考 穿孔方法

22 65 2 76 ボトルグリーン 審玉製 片面穿孔

7 85 明緑灰色 碧玉製、軟質、

摩滅著しい

片面穿孔

7 40 73 20 75 29 ボトルグリーン 碧玉製 片面穿孔

7 25 7 45 19 70 35 ボトルグリーン 碧玉製 片面穿孔

23 25 2 5 ボトフレグリーシ 碧玉製 片面穿孔

16 60 緑灰色 碧玉製、軟質、

摩減著しい

番号 径 厚 み 孔 径 重さ(g) 色 調 備 者

黒色

5 70 黒褐色

14 黒褐色

番号 径 厚  み 孔 径 重さ(g) 色 調 備 考

4 37 0 08 フレンチタークオーズ

ンーグリーン

3 30 オパールグリーシ

1 70 グックウィング

コバル トブルー

210 0 05 ナイルプルー

3 80 2 50 0 06 シーグリーン

500 10 0 02 シアンプルー

12 タークウォーズグリーシ

14 0 14 フレンチタークオーズ

4 65 フレンチタークオーズ

2 40 11 シーグリーン

2 00 シーグリーン

10 シーグリーン

2 65 ナイルブルー 細 片

3 32 12 フレンチタークオーズ

14 フレンチタークオーズ

14 0 10 フレンチタークオーズ

4 17 0 10 マートルグリーン

2 70 12 ントロンイエロー
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番号 径 厚  み 孔 径 重  さ 色 調 備 考

513 2 75 10 シーグリーン

3 55 12 ジャスパーグリーン

3 15 ナイルブルー

0 03 ピーコックブルー

シーグリーン

2 85 11 0 03 ンーグリーン

オパールグリーン

3 25 11 ―ヾプリッシブルー

10 ナイルブルー

10 オックスフォードブルー

1 80 10 オックスフォードブルー

13 ントロンイエロー

12 マングリンオレンジ

プルシアンブルー 一部欠損

第26表 SM1003周辺出土須恵器観察表

番 号
挿 図
図 版
位置 器種 遼
ｍ
形態上の特徴 調整の特徴 色 調 胎土 焼成 回転台 備考

５２７

５４

H・ I一

6,7

1-8

杯蓋 径回

１５

丸みのある日縁部片。日

縁端部内面にはやや明確

な稜をもつ。

残存部位 は回転 ナデ調

整。

(外 )灰 自色

(内 )灰 白色・

灰色

密、径 lmd未

満の砂粒わず

かに含む

良好 不明

５２８

５４

I-6・ 7

J-7
杯 径

５

部

お

上

０

ロ

ー２

受

１５

立

上

内傾する立ち上が りが付

く杯身受け部破片。受け

部はやや長 く、全体に薄

く仕上げられており、内

面には弱い屈曲がある。

残存部位は回転ナデ調

ヨ星と。

灰色 精 良 良好 不明

５２９

５４

I-6・ ?

J-7
杯 径

ワ

部

お

上

８５

日

１４

受

１６

立

償

受け部は外側へ折 り曲が

る形態をもつ杯身受け部

破片。立ち上がりは上方

へ弱く反り上がり、内面

にはやや強い届由があ

る。

残存部位 は回転 ナデ調

整。

(外 )灰色・ 黒

色

(内 )灰色

密、径0 5mm未

満の砂粒わず

かに含む

良好 不 明

５３０

５４

H・ I―

6・ 7

杯 径

拇

部

望

上

２

回

１２

受

１５

立

Ｉ

内傾する立ち上が りをも

つ杯身受け部破片。受け

部状面は平坦で、立ち上

が りはやや長 く内面に弱

い屈曲がある。

残存部位 は回転 ナデ調

整。

(外 )灰自色

(内 )灰色

精良 良好 不明

５３‐

５４

H-7・ 8 杯 回径

12 4

受部

14 7

立上

07

短い立ち上が りをもつ杯

身受け部破片。立ち上が

りは上方へ弱 く反 り、内

面には弱い屈曲がある。

残存部位 は回転 ナデ調

整。

灰白色 精 良 良好 不明 2次焼

成によ

る黒斑

あり
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第27表 ST2001出土土器観察表

番 号
挿 図
図 版
位置 器種

法量
lcml
形態上の特徴 調整の特徴 色 調 胎土 焼成 回転台 備考

５３２

６０

３４

土師器

/」 皿ヽ

口径

65
器高

15

直線的に開 く口縁部をも

つ。口縁端部 は丸 くおさ

められている。

底部外面は回転ヘラ切 り

後、ナデ調整。ヨコナデ

調整。

浅黄色 密、径 l mm未

満の砂粒 ごく

わずかに含む

良好 時計回 り

５３３

６０

３４

土師器

/」 皿ヽ

口径

72
器高

16

直線的に開 く口縁部をも

つ。日縁端部は丸 くおさ

まる。

底部はヘラギリ後ナデ調

整、その他は回転ナデ。

淡黄色 密、径0 5mm未

満の砂粒わず

かに含む

良好

５３４

６０

３４

上師器

小皿

回径

71
直線的に開く口縁部をも

ち、底部は欠損。口縁端

部は丸 くおさまる。

残存部位は回転ナデ。 淡責色 密、径 l mm未

満の砂粒少し

含む

良好

535

60

34

土師質

骨蔵器

口径

10 4

直立する器形をもつ。端

部はナデによって外面側

にわずかな拡張がみられ

る。器壁内面には粘土紐

の接合痕の痕跡明瞭に残

す。

外面は板押圧後ナデ調

整、その他はナデ調整。

橙色 密、径 l mm未

満の砂粒わず

かに含む

良好

536

60

34

土師質

骨蔵器

口径

115

直立し、口縁部付近でわ

ずかに外反する。端部は

ナデによって外面側にわ

ずかな拡張がみられる。

器壁内面には粘土紐の接

合痕の痕跡明瞭に残す。

外面 は板押圧後 ナデ調

整、その他はナデ調整。

内面にタテハケ ?

橙色 密、径 l nm未

満の砂粒わず

かに含む

良好

537

60

34

東播糸

こね鉢

口径

25 4

直線的に大きく開くこね

鉢の日縁部片。口縁部は

外面力期巴厚し、端部は丸

くおさまる。

残存部位は回転ナデ調

整。内面は回転ナデ後斜

め方向のナデ。

灰色 密、径 l mm未

満の砂粒少し

含む

良好 反時計回

り

番号 挿図 図版 出上位置 材質
重量
(鷺 )
A B C D E F G

凝灰岩 2 55 21 7 1 4 128

砂岩 5 85 19 71 14 7

65 砂 岩 92 16 35

第28表 ST2001出土空風輪計測表

第29表 ST2001出上火輪計測表

第30表 ST2001出土地輪計測表

(単位cln)

(単位cm)

(単位cra)

番号 挿図 図版 出上位置 材質
重量
(kg)
A B C D E F G H I

砂岩 114 23 5 37 18

番号 挿図 図版 出上位置 材質
重量
(kg)
A B C D E F G

砂岩 22 45 0 85

凝灰岩 27 85 1015

凝灰岩 23 15 11 05
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番号 挿図 図版 出土位置 材質 軽
ω
A B C D E F G

凝灰岩 92

548 凝灰岩

第31表 ST2002SK01出土空風輪計測表

第32表 ST2002SK01出 土水輪計測表

第33表 ST2002SK01出土火輪計測表

第34表 ST2002SK01出 土地輪計測表

第35表 ST2002出土空風輪計測表

第36表 ST2002出土火輪計測表

第37表 ST2002出土水輪計測表

(単位cln)

(単位cm)

(単位cm)

(単位cll)

(単位cm)

(単位cln)

(単位cm)

番号 挿図 図版 出上位置 材質
重量
(kg)
A B C D E F G

凝灰岩 03 02

凝灰岩 47 14 3

番号 挿図 図版 出土位置 材質
重量
(kg)
A B C D E F G H I

凝灰岩 14 55 11 4 24

凝灰岩 14 4 82 51 11

番号 挿図 図版 出上位置 材質 嚢
⑭
A B C D E F G

凝灰岩 32 32 1 14

凝灰岩 23 1 22 4 93 lユ

番号 挿図 図版 出上位置 材質
重量
(kg)
A B C D E F G

凝灰岩 1 7 15 2 11 6 152

556 砂岩 17 9 16 7

番号 挿図 図版 出上位置 材質 菫
砲
A B C D E F G H I

凝灰岩 10 15

番号 挿図 図版 出上位置 材質
重量
(kg)
A B C D E F G

凝灰岩 15 5
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番号 挿図 図版 出上位置 材質
重量
(kg)
A B C D E F G

凝灰岩 52 2 10

第38表 ST2002出土基壇計測表

第39表 ST2002出土五輪板碑計測表

第40表 ST2003出土空風輪計測表

第41表 ST2003出土火輪計測表

第42表 ST2004出土空風輪計測表

第43表 ST2004出上水輪計測表

(単位cm)

(単位cm)

(単位cm)

(単位cln)

(単位cln)

(単位cm)

番号 挿図 図版 出上位置 材質 菫
①
A B C D E F G H I

砂 岩 42 7 9

砂岩

563 砂岩 163 16 3

番号 挿図 図版 出上位置 材質
重量
(kg)
A B C D E F G

凝灰岩 3 11 5 14 35

砂岩 14 13

砂岩

番号 挿図 図版 出上位置 材質 菫
ロ
A B C D E F G H I

568 砂岩 8 21 5 12 7

番号 挿図 図版 出上位置 材質
重量
(kg)
A B C D E F G

砂岩 93

41 砂岩 9 17 1 12 7

41 砂岩 112

番号 挿図 図版 出上位置 材質 菫
砲
A B C D E F G

砂岩 0 55 02 10

C-9 凝灰岩
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第44表 中世墓周辺出土土器観察表
号
図
版

番
挿
図
位置 器種

法量
lcml
形態上の特徴 調整の特徴 色 調 胎土 焼成 回転台 備考

573

75

G-9 杯蓋 口径

13 15

肩部 に丸みをもつ口縁部

片。端部はやや尖 り気味

であるが、丸 くおさめて

ヤゝる。

肩部外面 に回転 ヘ ラ削

り、その他は回転ナデ調

整。

灰色 密、径 3 mm未

満の砂粒含む

良好 時計回 り

574

75

41

G-9 杯 口径

12 8

器高

48
受部

148
立上

12

平坦な底部に内傾する立

ち上が リカ湘 く。立ち上

が りはこの遺跡の出土遺

物 としては長 く、古い様

相に属する。内面の屈曲

はやや強い。

底部外面 は回転 ヘ ラ削

り、その他は回転ナデ調

整。

灰自色 密、径 l dm末

満の砂粒含む

良好 反時計回

り

575

75

41

F-9 杯 口径

12 7

器高

36
受部

154
立上

06

器高に比してやや日径の

大きい器形に、短く内傾

する立ち上がりが付く。

立ち上がり内面にはやや

強い屈曲がある。日縁端

部は尖り気味だが、先端

にはわずかな平坦部があ

る。

底部外面には回転ヘラ削

り、その他は回転ナデで

調整されている。

灰色 密、径 2 mn未

満の砂粒含む

良好 反時計回

り

576

75

E-10 杯 日径

12 8

器高

4 25

受部

15 0

立上

07

浅い皿形の体部に短い立

ち上がりが付く。立ち上

がりは内傾し、薄 く仕上

げられている。内面の周

曲はない。

底部外面 は回転ヘ ラ削

り、その他は回転ナデ調

整。

灰色 密、径 l mm未

満の砂粒わず

かに含む

良好 時計回 り

577

75

G-9 杯 口径

13 3

受部

16 0

立上

0 45

短い立ち上が りをもつ杯

身受け部破片。受け部端

は上方へ反っている。立

ち上が り内面はやや強 く

屈曲している。

残存部位 は回転 ナデ調

整。

褐灰色 密、径0 5mm未

満の砂粒やや

多 く含む

良好 不明 外面に

自然和

付着。

578

75

B-10
・ 11

逮 回径

10 8

らっぱ状 に開 く威の う

ち、頸部 との境 となる 1

条の突線以上の回縁部破

片。緩やかに上方へ立ち

上がるが、端部付近でわ

ずかに外反する。

残存部位は回転ナデ調
ヨ警。

(外 )灰色

(内 )紫灰色

密、径0 5na未

満の砂粒わず

かに含む

良好 不 明

５７９

７５

B-10
・  11

甕

日縁

回径

20 5

外側へ直線的に開く甕ロ

縁部片。外面には幅 2 cm

の広い突帯が巡る。

残存部位は回転ナデ。 (外 )灰 自色

(内 )黒褐色

精 良 良好 不明

580

75

F-10 甕
口縁

口径

25 0

緩やかに外側へ開く甕の

口縁部片。外面に幅15
cm、 高さ0 7cmの 突帯を巡

らす。

残存部位は回転ナデ。 灰色 密、径 5 DI未

満の砂粒わず

かに含む

良好 不明

581

75

41

土師質

骨蔵器

日径

92
百立する器形をもつ。日

縁はわずかに内傾 し、端

部は丸 くおさまる。

外面はタテハケ、内面は

タテハケ後タテナデ。日

縁端部内外面はユビオサ

にぶい褐色 やや粗、径 1

an未満の砂粒

非常に多く含

む

良好

582

75

41

土師質

骨蔵器

口径

68
直立する器形をもつ。器

壁及び口縁の器壁は 7 mm

と均質である。

外面はタテハケ、内面は

ヨコハケ。日縁端部内外

面にユビオサエ。

橙色 やや粗、径 1

mm未満の砂粒

非常に多く含

む

良好
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号
図
版

番
挿
図
位置 器種 潅
ω
形態上の特徴 調整の特徴 色 調 胎土 焼成 回転台 備考

５８３

７５

４．

B-10 質師

鉢

土

播

径

お

回

３０

大きく開 く播鉢の回縁破

片。日縁端部は内外面 と

も四角 く仕上げられ、内

面端部はわずかにつまみ

出されている。

内面はヘラ削 り後、ナデ

調整。外面は回縁周辺は

強いヨコナデ。体部はユ

ビオサエ調整。

にぶい黄橙色 精良 良好 おろし

目は 6

～ 7条

/5 cm

番号 挿図 図版 出上位置 材質
重量
(kg)
A B C D E F G

584 G-9 砂岩 44

G-8 砂岩 81 11 2 15

砂 岩 84

G-8 砂岩 80 17 17 1715 17 55

G-9 砂岩 13

砂岩 25 7 13 8

G-9 砂岩 1 4

第45表 ST2001周辺出土空風輪計測表

第46表 ST2001周辺出土火輪計測表

第47表 ST2001周辺出土水輪計測表

第48表 ST2002周辺出土地輪計測表

(単位cln)

(単位cm)

(単位cm)

(単位cm)

番号 挿図 図版 出上位置 材質 菫
∽
A B C D E F G H I

G-8 凝灰岩 32 15

番号 挿図 図版 出上位置 材質 襲
９
A B C D E F G

81 G-8 砂岩 17 25 11 5

G-8・ 9 砂 岩 24 9

G-9 砂岩 25 55

81 G-9 砂岩 112

43 G-9 砂岩 11 2 26 7 0 25 0 35 11 0

番号 挿図 図版 出上位置 材質 軽
∽
A B C D E F G

599 砂岩 24 85

砂岩 12

砂岩 21 5
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番号 挿図 図版 出上位置 材質 襲
ω
A B C D E F G

D-10 砂岩 141

第49表 ST2001～ 2004周辺出土空風輪計測表

第50表 ST2001～ 2004周辺出土水輪計測表

第51表 ST2001～ 2004周辺出土火輪計測表

第52表 ST2001～ 2004周辺出土地輪計測表

第53表 ST2001～ 2004周辺出土五輪板碑計測表

(単位cla)

(単位cm)

(単位cln)

(単位cm)

(単位cm)

番号 挿図 図版 出上位置 材質 難
ω
A B C D E F G

凝灰岩 14 0

D-10 砂岩

砂岩 37 2 31 8 17 7

番号 挿図 図版 出上位置 材質
重量
(kg)
A B C D E F G H I

凝灰岩 45

凝灰岩 71

番号 挿図 図版 出上位置 材質
重量
(監 )
A B C D E F G

凝灰岩

番号 挿図 図版 出上位置 材質 重
ｍ
A B C D E F G H I 」

砂岩 17 0 114 78

C-11 砂岩 116 10 5 15 5

C-11 砂岩 51 1
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写 真 図 版



図版 1

調査前風景 (北より)

調査前風景 (西より)
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調査区全景

尾根中央部の遺構
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図版 3

SM1001横穴式石室
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図版 4

SM1001横穴式石室内堆積状況

SM1001排水溝上面集石状況
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図版 5

SM 1001遺物出土状況 〕1水溝内

SM1001遺物出土状況
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図版 6

SM1001排水溝完掘状況

Ⅷ麟虻
SM 1001周 濠断ち割り状況

線垂違議
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SM1001墳丘断ち割り状況 (西半)

SM1001墳丘断ち割り状況 (東半)
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図版 8

30

SM1001出土須恵器 (1)
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図版 9

幹
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39

SM1001出土須恵器 修)

―-484-―



図版 10

捧

７０

基|■ ||げ

艤 ,ユ

SM1001出土須恵器 0
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図版 H

i二と彗露善itti繊巖オ歯農:姦舞

う
持舟証漆生れ一
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326

SM1001出 土須恵器 ④・骨蔵器
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図版 12

″

SM1001出土馬具 (1)
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図版 13

１

　

ね
報

SM1001出土馬具 ②
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図版 14

隠

鯵

・０４

轡〕

鷺

姶
隠
轡

器鉄の他

９
　
　
　
　
の

・０

　

　

　

　

　

そ

ａ鵜翻醐靭翻螂爛碑｝　　　　　馬具ｔ３ナ。　　　一４８９．

土出ＭＳ



図版 15
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